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タクティカル・ジャッジメント３
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　緋呂河とも
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　　　　十一月下旬　午後一時四十二分　某ぼう市内







　寝ね坊ぼうした。


　雪ゆき奈なと待ち合わせをしていた。


　映えい画がを見に行く約束だった。


　デートコースにまず映画を設せつ定ていした場合、待ち合わせ時間と映画の開始時間には密みつ接せつな関係が生じる。


　つまり、少しでも待ち合わせ時間に遅おくれると、次の映画の公開時間までのおよそ二時間を延えん々えん待たされることになるわけだ。遅ち刻こくした側はその二時間もの間、ずっと頭を下げて相手を拝おがみつつ、「ほんっとスマン」というセリフを繰くり返し、白い目で見られることに耐えながら喫茶店でケーキをおごるハメになるのだ。


　というわけで、俺おれは愛用の車をちょっとばかしすっ飛ばしていた。遅刻した時の言い訳わけを考えながら。


　そう、雪奈は話の分かる女だ。俺が弁べん護ご士しなんて至し極ごくまっとうかつ社会的に重要な職しよく業ぎように就ついている以上、筋すじの通った言い訳さえあればきっとちょっと頰ほおを膨ふくらますぐらいで許ゆるしてくれるに違ちがいないのだ。


　寝坊したから。まさかこんな言い訳だけはできない。たとえ事実だとしても。


　突とつ然ぜん弁護の依い頼らいが舞まい込こんだから。──これは真っ当な言い訳に聞こえるが、逆ぎやくに言えば陳ちん腐ぷ過すぎてダメだ。「仕事と私、どっちが大切なの？」という古来より男の息の根を止めてきた伝でん統とう的てきなセリフを返されようものならお手上げだ。もっとも雪奈に限かぎって言えば、そんなことは言わない……とは思うが。


　……しかし、ロクなハッタリが浮うかばない。法ほう廷ていなら無む意い識しきの内にいくらでも出てくるのに。


　よし。もう少しスケールを大きくしてみるか。


　これは不ふ可か抗こう力りよくだったんだ、雪奈。


　実は昨日、影かげ野のが国会議員を殺した容よう疑ぎでとっ捕つかまって俺が弁護することになったんだが、真しん犯はん人にんが東側のスパイってことが分かって、そいつに召しよう喚かん令れい状じようを渡わたすために朝鮮半島まで行ってきたものの、帰りに乗った船にシルクワームミサイルを撃うち込まれて命からがらようやく逃にげ帰ってきたのがつい三十分前だったんだ。でもそのおかげで自じ衛えい隊たいのクーデターを未然に阻そ止しできたんだぜ？


　……俺の頭は大だい丈じよう夫ぶだろうかとふと本気で心配になった。


　大体、東側のスパイって何年前の題材だ？　妙みような思想にハマってるどこぞの中学生のせいで、俺の頭ず脳のうはすっかり旧きゆう式しき化かしてしまったらしい。


　などと俺が無敗の弁護士らしからぬ思考に逃とう避ひしていたその時だった。


『そこの車、止まりなさい。スピード違い反はんです、そこの白いセダン』


　俺はクソくらえと舌した打うちして車を路ろ肩かたに寄よせた。周囲に車はほとんどない。白いセダンといえばこのポンコツ車しかあり得ないだろう。


　法定速度をちょっとばかし──十キロほどオーバーしただけじゃねーかよ。俺は愚ぐ痴ちりながら車を止め、今度は警けい察さつ官かんへの言い訳を考えていた。


　これは不可抗力だったんです。


　実は昨晩、知り合いの探たん偵ていがアメリカ大だい統とう領りよう殺害未み遂すいの容疑でとっ捕まって俺が弁護することになったんですけど、真犯人がイクラって寿す司しネタみたいな名前の国の大統領だって分かってそいつに召喚令状渡すためにアメリカ第四歩兵師し団だんに紛まぎれ込んだのはいいものの、あいにくトルコからその師団が駐ちゆう屯とんを拒きよ否ひされたもんだから、今度は人間の盾たてとしてイクラに潜もぐり込もうとついさっき帰国してきたところなんです。ところがニュースで首都陥かん落らく直前って言ってるから急がないとアメリカに先越こされるってんで急いでたんです。ほらほら、早く行かせてくれないとアメリカ大統領の命が危あぶないぞ──。


　……もうやめよう。今日の俺の思考は完全に鈍にぶりきっている。


　しかしなんだ、俺に止まれとどやしつけたあの車は？


　それは車上にくるくる回って赤く光るやつ──赤色灯こそ付けていたものの、車種自体はパトカーではなく、単なる灰はい色いろのセダンだった。


　覆ふく面めんパトカーが交通違反取とり締しまり？　そんな話は聞いたことがない。


「て、てめーかよ！　何の用だ!?」


　俺はその車から降おりてきた男を見て驚おどろきを隠かくせなかった。


　羽はね田だ修しゆう甲こう刑けい事じ。よく俺と角を突つき合わす殺人課の若わか造ぞう刑事であり、断だんじて交通違反の取り締まりをするような人種ではない。降こう格かくされたのならともかく。


　羽田刑事は取り澄すましたようにふっと嫌いやみったらしく笑うと、俺の疑ぎ問もんにしれっと答えた。


「知れたことだ。ここでの法定速度は時速五十キロだぞ。だが貴き様さまは明らかに六十キロを超こえていたな」


「お、お前は殺人事じ件けん専せん門もんだろ！　交通違反の取り締まり権けん限げんなんて持ってないはずだ！」


　羽田はおどけたようにオーバーに肩かたをすくめた。まるで俺が法ほう廷ていでやるように。


「おお、確かに僕は交通課の人間ではないがね。でも、目の前で堂々と法律違反を見せ付けられて、それをおおっぴらに見み逃のがしてやるほど鷹おう揚ようでもないのさ。


　ま、今回は口頭注意だけで見逃してやろう。スピードは遵じゆん守しゆするように。さ、もう行っていいぞ」


　羽田はクックックと笑いながら車に戻もどり、俺が呆あつ気けにとられている間にさっさと走り去っていった──。





　後日談。


　完かん璧ぺきに遅ち刻こくした。


　雪奈はちょっとばかしむくれていた。おまけに、なぜかその場に居い合あわせやがった皐さ月つきにもうだうだ文もん句くを言われた挙あげ句く、なぜか皐月のチケット代とケーキ代まで俺が払はらうハメになった。


　そりゃあちっとばかし寝ね坊ぼうした俺に責せき任にんがないとは言わない。少しばかし法定速度も超えてしまったかもしれない。だが、あの時は周囲に車もなかったし、道路も二車線あったし、横断歩道も交差点もない道路だったのだ。


　そう、羽田のクソ野や郎ろうが余よ計けいな手間さえ取らせなければこんなことにはならなかったのだ。


　俺は密ひそかに誓ちかった。


　おのれ羽田許ゆるすまじ。


　次回法廷で会ったら覚えてやがれ。
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　　　　十一月二十二日　午後五時三十二分　郊こう外がいの国道







　金曜日の午後五時半過すぎ。俗ぞくに言うアフターファイブ。


　この単語は絶ぜつ対たいに死語だと思っていた。


　明日からは久ひさしぶりの休きゆう暇かだった。僕ぼくは署での仕事を早めに終え、三つ揃ぞろいのスーツのまま、郊外にある叔お父じの家を目指して車を走らせていた。こんなことが許可されたのは今年初めてだった。もう十一月だというのに。


　僕の名前は羽はね田だ修しゆう甲こう。


　職しよく業ぎようは警けい察さつ官かん、階級は巡じゆん査さ部長、所しよ属ぞくは上ノ原警察署刑けい事じ一課捜そう査さ一係。一いつ般ぱんの人間にも通じるよう分かりやすく言うなら〝殺人課の刑事〟である。


　警察官、それも僕のような刑事ともなれば非ひ常じように忙いそがしい。


　署内にいる時は各種報ほう告こく書しよの山に埋うもれ、捜査となって外に出ようものなら炎えん天てん下か、あるいは雪の降ふりしきる中を何時間も歩き回って聞き込みをし、あるいは延えん々えん張はり込みをする。


　しかも僕のような独どく身しんの刑事となれば、休日でさえも一人の時間を満まん喫きつすることができない。独身の警察官には、指定の独身寮りように住まなければならないという厄やつ介かいな決まりがあるのだ。


　いや、寮と言うのはご法はつ度とだった。正せい確かくに言うなら待機所である。


　僕のような刑事一課所属の身ともなれば、休日だろうが夜間だろうが突とつ然ぜん上から呼よび出しがかかる。


「おい、十秒で仕し度たくしろ！　一イチ九キユウ九キユウだ！」


　気の休まる暇ひまもあったものではない。


　一イチ九キユウ九キユウ。殺人事じ件けんのことである。由来は刑法第一九九条じよう「人を殺した者は罰ばつする」という条項からだそうだ。


　しかし、今回は明後日あさつてまでは外がい泊はくすると上司の因いな幡ば警部補ほに伝えてある。つまり、久しぶりに完全な休暇をもらえたのだ。少なくとも今日と明日ぐらいは、よほどの事件が発生しない限かぎり「一イチ九キユウ九キユウだ」と呼び出されることもない……はずである。


　そんなわけで、僕は休暇を満喫するために叔父の家へ向かっていた。


　叔父の職業は小説家だ。ジャンルは様々。


　そもそも僕が叔父の家を訪おとずれることになったきっかけは、叔父が現げん役えきの刑事であるこの僕に色々と訊きいてみたいことがあると誘さそってきたためである。叔父はどこにそんなコネを持っていたのかは知らないが、わざわざ署の上の方にかけあって今日から明後日までは僕が完全な休暇を取れるようにと手を回してくれたらしい。今年初めてのアフターファイブが実現したのも、そんな事じ情じようからだ。


　今向かっている叔父の家には二年前にも一度行ったことがある。その時は定住用の家ではなく、別べつ荘そうとして利用されていた。最近になって完全に引ひっ越こしたらしい。その周囲の環かん境きようが実に素す晴ばらしいのだ。


　市街地からやや離はなれたところにある閑かん静せいな別荘地。豊ゆたかな自然に囲まれたリラックスできる場所である。最近の別荘地らしく、車で数分も行けば大きなスーパーマーケットやコンビニなどもあり、僕のような文明人が必要とする品も簡かん単たんに手に入る。


　夏になると避ひ暑しよ地ちとしてそれなりに騒さわがしくなるらしいが、今の季節だとそれほど人ひと気けもない。都会に住んでる身としては人なんて見み飽あきてるので丁度いい。





　叔父の家に着いたのは、日も西の山の彼方かなたに沈しずみ始め、辺りにうっすらと夜の帳とばりが下りかけた頃ころだった。


　木もく造ぞうの二階建て、こんな山やま奥おくの中にあるのはいささか不ふ釣つり合あいなくらいどこか近モ代ダ的ンな雰ふん囲い気きを持つ家。周囲は閑散とした林で、ちょっと離れたところには他の家も何なん軒けんか見える。今の時期ならほとんど留る守す宅たくかと思ったが、休前日ということもあってか、明かりが灯ともっている家もちらほらとあったし、通行人も何人か見受けられた。


　僕の勤つとめている署からここまでは車で四十分ほどの距きよ離りだった。今日は傷しよう害がい事件が一件あったのだが、この僕の手によって一件落着している。熟じゆく練れんの警察官だって手こずる報告書も、僕の手にかかればあっという間だ。


　そんなわけで、なんとか約束していた夕食の時間には間に合った。


　建物の傍の駐ちゆう車しや場じよう──と言うより単なる空き地──に車を止める。


「ふーう、と……」


　外へ出て伸のびをしてみる。


　空気がうまい──などと感傷じみたことを言うつもりはない。だがまあ、排はい気きガスで汚よごれきった都会の空気よりかはマシなような気はした。


　僕ぼくはトランクを開け、二日分の日用品を入れた小さめの旅行カバンを取り出した。


「あーっ！　あんたはっ！」


　とその時、突然すぐ傍でガキの声がした。


　もちろん、この辺りに知り合いのガキなんていない。だが、人をいきなり〝あんた〟呼ばわりする失礼なガキはどんなやつかと思い、ふと声のした方を見ると──


　中学生ぐらいのガキが僕に向かって指をつきつけていた。


「!!　お、お前は！」


　見覚えがあった。


「何よ、いきなり人を〝お前〟呼ばわりとは失礼な男ね！」


「…………」


　名前は知らない。だが、面めん識しきはあった。


　いつもいつもいつもいっつも我われ々われ警けい察さつの邪じや魔まをしくさる凶きよう悪あくにして粗そ暴ぼうのペテン弁べん護ご士し、山やま鹿しか善ぜん行こうとかいう準じゆん犯はん罪ざい者しやとよくつるんでいる女子中学生だ。よりにもよって、せっかくの休きゆう暇か先でこんなヤツと出会ってしまうとは。


「なんであんたがこんなとこいるのよ！　あんた公こう務む員いんでしょ、こんなとこでサボってないで、キリキリ警察で働いてなさい！　誰だれがあんたの給料払はらってやってると思ってんの!?」


　少なくとも中学生にだけは言われたくないセリフだ。こいつらが払ってる税ぜい金きんなんて、せいぜい消費税程度のものだろうというのに。


　だが、せっかくの休暇先で、こんなガキ相手に不ふ愉ゆ快かいかつ不毛かつ非ひ建けん設せつ的な言い争いを繰くり広げるのはゴメンだった。


「うるさい！　僕はお前みたいなガキと話すことなんて何もないぞ！　さっさとあっちへ行け！」


「ふん、あたしだってあんたみたいなのと好きで顔合わせたくないわよっ！」


　そのガキは小さくあっかんべーをすると、スタスタと去って行った。


　せっかく保ほ養ように来たというのに、おかげでまたあの弁護士のことを思い出してしまった。この僕が汗あせ水みず垂たらして捕つかまえた容よう疑ぎ者しやを、いつもいつもいつもあっさりと釈しやく放ほうさせてしまうペテン弁護士のことを！


　怒いかりがこみ上げてくる。


　この休暇から帰ったら、また数日前のように、交通違い反はんにでもこじつけて嫌いやがらせの一つでもしてやろう──僕はそう心に誓ちかってなんとか溜りゆう飲いんを下げると、気を取り直してカバンを片かた手てに玄げん関かんに向かった。


　二年前とまったく変わらない位置にあるチャイムを押おす。


「はーい」


　若わかい女じよ性せいの声がした。誰だろうといぶかしむ間もなくドアが開かれ、そして顔を覗のぞかせた女性を見て僕はハッとなった。


「ゆ……由ゆ香か里り？」


「しゅ、修甲さん？」


　成長していたが、一目で分かった。


　佐さ野の由香里。


　二年前、ここに遊びに来たときに初めて会った。


　その時が高校一年生だったから、今年で三年のはずだ。高校生にも拘かかわらず、その文才を叔お父じに認みとめられ、時々教きよう示じを受けているという。平たく言えば叔父の弟で子しだ。


　二年前はおかっぱ頭で丸顔に大きな丸い目という可愛かわいらしいが素そ朴ぼくな印象を持つ少女だったが、二年も経たてば人間は大きく変わるものらしい。顔の形こそ変わっていなかったものの、二年前に比くらべれば体つきも随ずい分ぶん女らしくなっていたし、長い髪かみにウェーブをかけた髪型に変わったせいもあってか、随分と大人びた雰ふん囲い気きを持つようになっていた。


「久ひさしぶりだなあ、元気だったかい？」


「ええ。修甲さんもお元気そうでなによりです」


「それよりどうしてここに？　また叔父に教えてもらってるのかい？」


「はい、冬休みの間だけでも直ちよく接せつ見てくれるって先生が言って下さったんです」


　思わず受験の方は大だい丈じよう夫ぶなのかと訊ききたくなったが、この場でそこに触ふれるのもどうかと思い、踏ふみとどまる。


「そうか。そろそろ本の一いつ冊さつも出せるようになったのかい？」


「それはまだちょっと先になりそうですね……」


　由香里は苦く笑しようした。


「まあまだ若いんだから気長にやれば大丈夫さ。叔父は元気かな？」


「ええ、先生もこっちに引ひっ越こしてきてからは随分調子がいいみたいですよ。今は散歩中ですけど。


　それより、お疲つかれでしょう？　お部屋にご案内しますよ」


「ああ、頼たのむよ」


　僕は「荷物、運びますよ」という由香里の申し出を丁てい重ちように断ことわり、これまた二年ぶりの客室へ足を踏み入れた。


　客室は二階の南東にある。「結けつ構こう客を呼よぶからな」と叔父がいつも二部屋ほど客室を用意しているのだ。


「この部屋も変わってないな」


　案内された部屋を見回しながら、僕は呟つぶやくように言った。


　見るからに清せい潔けつそうなシーツが敷かれたベッド、テレビにスタンド、電話まで置いてある。下手なその辺のペンションなんかよりも断然居い心ごこ地ちがいい。


「キチンと掃そう除じもされてるみたいだし。君がやってくれたのかい？」


「いえ、私がやろうかと思ったんですけど、先生に止められて」


　由香里は決まり悪そうに言った。


　彼女はあまり器用な方ではない。いや、手先は器用だ。ワープロを打たせれば、この僕よりも早くブラインドタッチをこなす。


　しかし、要よう領りようがよくないというか、一つのことに熱中すると他ほかのことが見えなくなるというクセがある。掃除の際さい、うっかり肘ひじを当ててしまったとかで掃除する前より部屋がごちゃごちゃになってしまうことがよくあったらしい。


「あの……修甲さん」


　急にどこか深しん刻こくそうな口調になって由香里が言った。


「ん？　なんだい？」


「今の時期に修甲さんが来たのって、やっぱり先生の安全を確たしかめるため……なんですか……？」


　……いきなり随分と物ぶつ騒そうな話になったものだ。


「いや、僕は叔父が訊きたいことがあるからっていうんで休きゆう暇かがてらに来ただけだけど……。ひょっとして、叔父の身に何かあったのかい？」


　由香里は頷うなずいた。


「つい最近まで、先生の周りで奇き妙みようなことがよくあったんです。最初は嫌がらせの手紙が送られてくるぐらいだったんですけど、その内あて先の書かれていない脅きよう迫はく状じようが郵ゆう便びん受けに入れられてたり、先生が夜道を歩いていると誰かに尾つけられたり、それだけならまだしも車に轢ひかれそうになったりしたとかで……」


　すべて初耳だった。


「そんなことがあったのか……。叔父は無事なのかい？　警けい察さつに通つう報ほうは？」


「先生は無事です。修甲さんも御存ぞん知じの通り、先生ってあの性せい格かくじゃないですか。だから、有名作家にこの程てい度どの脅迫はつきものだって笑い飛ばして……。


　でも、きっと内心ではどこか不安がってたんだと思います。最近になって突とつ然ぜん、こっちの別べつ荘そうに引っ越すなんて言い出されたそうですから……」


「なるほど。じゃあ引っ越してからはどうなんだい？」


「ええ、それがこっちに来てからはそういったものがピタリと止やんだんですよ。脅迫状なんかは前の住所から転送されてくるんですけど、怪あやしい人に追われたりといったようなことはなくなったそうです。この辺り、人通りは少ないですけど、治安は結けつ構こういいんですよ」


　それはなんとなく納なつ得とくできた。この辺りは高級別荘地だ。別荘地というのは、元来空き巣が多い。それはそうだ、別荘というだけあって、人がいないことの方が多いのだから。


　だが、〝高級〟と名がつくようなところなら、民間の警けい備び会社を雇やとったりして警備が厳きびしくなっていたりする。街中よりも人ひと気けが少ない分、見知らぬ人間がふらふらと歩いていれば、それだけですぐにでも目をつけられることだろう。


「脅迫状の内ない容ようは？」


「……〝死ね〟とかの文もん句くが書かれてました。あとは、カミソリとか変な錠じよう剤ざいが同どう封ふうされてたりとか……」


　と、そこまで言って由香里は思い出したように慌あわてて頭を下げた。


「す、すいません！　修甲さんは休暇でいらしたんですよね！　それなのにこんな話をしちゃって……。


　どうぞくつろいでて下さい、先生ももうすぐ帰ってくると思いますから」


「ああ、別に気にしてないよ、ありがとう」


　僕がそう言うと、由香里は再さい度ど頭を下げ、また夕食の時に、と言って部屋を出て行った。


　厄やつ介かいなことを聞いてしまった。そんな状じよう況きようで現げん役えき警察官たるこの僕が呼ばれたということは、叔お父じもきっと内心で不安を抱いだいているに違ちがいない。


　もっとも、あの叔父のことだ、正面きって「護ご衛えいしてくれ」なんて頼たのんでくることはないだろうし、ここにいるのはほんの数日だ、そうそう厄介ごとが起こることもないだろう。


　まあ相談ごとの一つぐらい持ちかけられることはあるかもしれないが、それで二泊はく分ぶんの宿代と食事代が浮うくのならそれほど悪い話でもないだろう。


　僕はそう前向きに考え直すと、持ってきたカバンから普ふ段だん着ぎを取り出して着き替がえ始めた。さすがに三つ揃ぞろいのスーツのままではリラックスもできない。


　着替えながらふと思い出す。


　佐野由香里、か。


　二年前に初めて会った時はまだ僕の好みではなかった。第一に、ガキ過すぎた。とはいえ、その時も三日ぐらいしか話す機会はなかったのだが、数年も経たてば充分いい女になりそうだったので、僕も色々と気をもんでやったものだ。


　二年経ち、僕の見立てが当たっていたことが証明された。歳としは七つも下だが、若わかい分には問題ない。せっかくの休暇だ、二年前の投とう資しの回かい収しゆうを狙ねらってみるのもいいだろう。僕はそう考え、叔父の抱かかえている厄介ごとのことなどすっかり忘わすれて独ひとりほくそえんだ。


　僕のような優ゆう秀しゆうな刑けい事じともなると、出会いというものがまったくない。


　残業、休日出しゆつ勤きんはザラだし、デートの最中に呼よび出しを喰くらったことだって一度や二度ではない。


　担たん当とうした事じ件けんの関係者に手を出したことはあったが、さすがに後を引くと上司の目が恐こわそうなので割わり切った付き合いで終わってしまった。


　そもそも、住じゆう居きよが警けい察さつ署しよ指定の独どく身しん寮りようではおちおち女も連れ込こめない。


　この状況から抜ぬけ出す道がないわけではない。それは結けつ婚こんすることだ。そうすれば家族寮に移うつることができ、少なくとも今よりかは臨りん時じの呼び出しも減るはずなのだ。


　だが、結婚するということは、この僕をたった一人の女性のモノにしてしまうということなのだ。世の中にはまだ僕と出会っていない何万もの美女がいるというのに、それは世の女性にとっての損そん失しつというものだろう。そんなわけで、独身寮についてはあと数年は我が慢まんしなければならないだろう。


　自慢ではないが、僕の顔は悪い方じゃない。なんとか時間をひねり出して昔の友人と合コンでもしようものなら、集まった花は全すべて僕に熱い視し線せんを送ってくるし、二月の半ばにある某ぼう菓か子し会社の陰いん謀ぼうの日ともなれば、署内全ての婦ふ警けいからモテない男どもの嫉しつ妬とを大量に買えるほどの贈おくり物がある。


　自慢ではないが、頭だって悪い方じゃない。二十代半ばで階級は巡じゆん査さ部長、おまけに所しよ属ぞくは刑事部、それも捜そう査さ一課。これほどの人間を無む能のうだと言う警察官は絶ぜつ対たいにモグリだ。いわゆる〝お巡まわりさん〟として交番に勤きん務むしていた時も何ら問題を起こしたことはなく、凄すさまじい競争率りつを誇ほこる昇しよう進しん試験もなんなくこなしてきた。次回の昇進試験を受ければ、この僕のことだ、間違いなく警部補に昇進できるだろうが、それをやると僕の上司である因幡警部補と同じ階級になってしまうことだろう。


　因幡警部補。


　僕の上司。年ねん齢れいは確たしか四十前後、怖こわいぐらいの目つきとがっしりとした体たい格かくの持ち主。彼の下で働いている部下として言わせてもらうなら、決して無能ではない。堅けん実じつな捜査を好み、確かく実じつに犯はん人にんを追い詰つめていく熟じゆく練れんの刑事。


　ちなみに、警部への昇進試験を受けないのですかと僕が問うと、仕事が忙いそがしくて試験勉強をする暇ひまがないと答える。確かに仕事が忙しいのは間違いないが、勉強しなくてもあらゆる試験に合格してしまう僕とはその辺のデキが違う。


　とはいえ、少なくともあと半年近くはこの警部補の部下のままだろうし、さすがに上司と階級が一いつ緒しよになってしまうといささかやりにくそうなので、僕が警部補への昇進試験を受けるのもあと一年は待ってやるつもりだった。


　と、僕が未来に思いを馳はせていたその時。


　ゴンゴン、と少々荒あら々あらしいノックの音が聞こえた。僕が「どうぞ」と言う間もなく、ドアが開かれる。


　こんな礼れい儀ぎ正しいとは言えないことができるのは、この家では一人しかいない。


「おお、元気だったかね修甲君！」


「ご無ぶ沙さ汰たしてます、叔お父じさん」


　中なか島じま光みつ弘ひろ。僕ぼくの母親の弟である。年齢は確か四十七か八。


　本人曰いわく、「薄はく利り多売」がモットーだそうで、こんな高級別べつ荘そう地に家を構かまえられる程てい度どには売れてる作家らしい。さすが我わが家か系けいに流れる血は優秀である。


　作家というのは例外なく運動不足になりがちだそうだが、この叔父についてもそれは同様で、二年前よりも明らかに腹はらと顎あごのあたりがたるみがちになっていた。


　それでも鼻の下に生やしたチョビヒゲとその貫かん禄ろくのせいか、「作家です」と言われればなんとなく納なつ得とくしてしまいそうな雰ふん囲い気きの持ち主ではあった。


「殺人課の刑事になったそうだな？　いやあ、身内にそんな職しよく業ぎように就ついてる者がいると、わしも鼻が高いよ」


「いえいえ、僕も有名な作家を叔父に持てて、職場では自慢の種ですよ」


「そうかね！　わっはっは！」


　叔父は謙けん遜そんすることなく大声で笑った。


　社交辞令だよ。気付けよ。


「修甲君、夕食までまだ少し時間があるようだ。早さつ速そくだが少し話を聞かせてもらいたいんだがいいかね？」


「ええ、構いませんよ。ただ叔父さん、その前に一つだけ訊ききたいことがあるんですけど」


「ん？　なんだね？」


「叔父さんが最近、危き険けんな目に遭あってるって話を聞いたんですが……」


　本来なら、僕が一々こんなことを訊く必要などないのだ。しかし、警察官として由香里からあんな話を聞かされてしまった以上、何もしないわけにはいかなくなってしまった。万が一、今後叔父が何らかの事件に巻まき込まれようものなら、僕に責せき任にんが降ふりかかる可か能のう性せいがあるからだ。


　少なくとも叔父から、「君は別に何もしなくていいんだからな」と言げん質ちを取っておく必要がある。


　叔父は決まり悪げに頭を搔かき回した。


「……誰だれに聞いた？」


「由香里さんですよ。叔父さんのことを随ずい分ぶん心配してましたよ？」


「ああ、やはりそうか。心配してくれるのはいいのだがな、わしのような売れっ子作家になれば、脅おどしの一つや二つあるのは当然のことだ。一々気にしてたら作家なんぞできんよ。ああ修甲君、警察官だからって君が気にするようなことは何もないぞ」


　叔父は僕の内心を見み透すかしたつもりで言った。ここでもし僕が「じゃあ最近になってこっちへ引ひっ越こしたのは偶ぐう然ぜんですか？」と聞いても、間ま違ちがいなく「偶然だ」と答えるだろう。


　僕は内心でほくそえんだ。この場に証しよう人にんがいないのが残念だったが、この分なら後日由香里の前ででも「何もしなくていい」と言質を取るのは簡かん単たんそうだった。


「分かりました。でも何かあったら言って下さいよ、いつでも相談に乗りますから」


「そこまで気を使ってもらわなくてもいいのだがな……。そうだ、なら君を安心させるために一つ面おも白しろいものを見せてやろう。来たまえ」


　叔父はそう言って僕を部屋から連れ出した。







　　　　十一月二十二日　午後六時十分　書斎







　叔父の書斎は一階の南西にあった。南向きの広い部屋だ。その上南側は一面窓まどになっており、外の風景が一望できる。


　窓から見える景色は木々が一いつ杯ぱいで、部屋が二階ではなく一階にあることが残念でならなかったが、それでも都会では到とう底ていお目にかかれない類たぐいの景色が満まん喫きつできる。こんな景色を見ながら仕事が出来るのなら効こう率りつも上がるというものだ。


　ふと僕が住んでいる寮りようのことを思い出す。広さはこの部屋の半分もないし、日当たりも悪い。まったく、世の中どうかしてる。


　部屋の東側と西側にはそれぞれ天てん井じようまで届とどく大きな本ほん棚だなが置かれており、様々な本がびっしりと並ならべられている。


　部屋の南西には仕事用とおぼしきパソコン、万年筆などの筆記用具、ファックス付きの電話が置かれた机つくえがある。机はいわゆるマホガニー、署しよで使っているものより何十倍も高そうな机だ。


　部屋の中央には高級そうなソファが二つとテーブルが一つ。テーブルの上にはクリスタルの灰はい皿ざらが置かれている。


　と、ここまでは二年前と特に変わっていない。


「へえ、これはすごいですね、叔父さん」


　僕を驚おどろかせたのは、二年前にはなかった部屋の北側に飾かざられている叔父のコレクションだった。


「そうだろう？　これがあれば変なヤツが近づいて来ようが返り討ちにしてやれる」


　叔父は自じ慢まんげに言った。


　カーテンがかけられた高さ一メートルほどの低い棚が置かれている。その上には古今東西の様々な武ぶ具ぐが飾られていた。兜かぶと、具ぐ足そく、果てはマスケット銃じゆうまで。


　さらに棚の上の壁かべ一面には剣けんや盾たて、弓などが飾られている。


「ここにあるのはほとんどが本物だ。こいつを見せれば、強ごう盗とうだって腰こしを抜ぬかすさ」


　叔父は壁にかかっていた曲刀シミターを手に取り、鞘さやから抜いて見せた。


　刀が金きん属ぞく製せいの鞘に当たってシャランという小気味よい音を出し、どう見ても模も造ぞう刀とは思えない鋭するどい刃はが見えた。


「どうだ、いい輝かがやきだろう？」


　こんな自慢話を聞かされてこの僕が面おも白しろがるとでも思っているのだろうか。


　とはいえ、他人の自慢話に相あい槌づちの一つや二つ打ってやれないほど僕は狭きよう量りようでもない。


　仕方がないので「確たしかにこれがあれば怖こわいものなしですね」などと表向きだけは感かん嘆たんしたような言葉を口にしてやると、それだけで叔父は満足げに「そうだろうそうだろう」と頷うなずいた。物を自慢するという人間の心理は、大人も子こ供どもも大して変わらない。単たん純じゆんなものである。


　しかし、ふと思う。どこかで聞いた話だが、満足に使いこなせるわけでもないのに武器を買い集めるというのは、何かに怖がっているという心理の表れだそうだ。そう考えると、二年前から突とつ然ぜんのようにこんなコレクションを始めたというのも頷ける。やはり叔父は、内心では相当神しん経けい質しつになっているに違いない。今回現げん役えき刑けい事じであるこの僕を呼よんだのも、表向きは話を聞くためかもしれないが、本心ではやはり護ご衛えいの一つもしてもらいたいと思っているのだろう。


　叔父は僕がそんな推すい測そくを立てていることに気付くわけもなく、続いてマスケット銃を手に取った。


「まあ、この銃はさすがにレプリカだがな。だが、あの弓なんかは本物だぞ？　以前は運動のために弓ぐらいは使ってたんだが、最近じゃさっぱりだな。この中でまだ実じつ際さいに使ってるのはこいつぐらいだ」


　叔父は僕にとってはどうでもいいことをしゃべりつつ、棚にかかっているカーテンをめくった。中は縦たて三段だんに分かれており、これまた様々な武器や大たい砲ほうのミニチュアなどが飾られている。ここまでくると病気か何かではないかと疑うたがってしまいそうだった。


　叔父はその中からボウガンを取り出すと、僕に手て渡わたした。


　結構重い。見た感じでは、機構もしっかりしている。


「それは三百年前、フランスで作られたボウガンだそうだ。昔のものとは思えないほど引き金も軽くていいボウガンだぞ」


　三百年も前に作られたにしては確かに作りが丁てい寧ねい過すぎる。案外変な古物商にでも騙だまされているのではないかと疑ったが、まあこの叔父にとってはどうでもいいことなのだろうと勝手に納なつ得とくし、細かいことは指し摘てきしないことにする。


「そうだ、近くに射しや撃げき場じようがあるんだ、明日にでもやってみるか？」


　叔父はそう提てい案あんしたが、すぐさま考えを変えたらしく、


「……よく考えたら、お前は警けい官かんだもんな。こんなボウガンなんかより面白いものを撃うってるか」


「いえ、拳けん銃じゆうなんて滅めつ多たに撃ちませんからね。ボウガンも面白そうです、折せつ角かくですから是ぜ非ひやらせて下さい」


「おお、そうか。じゃあ明日一いつ緒しよにやろう」


　僕がそう同意すると、叔父は嬉うれしそうにボウガンをしまった。


　男、それも中年のオヤジと一緒に遊ぶ約束をしても嬉しくもなんともなかったが、そこはそれ、社会の建て前というやつである。まあボウガンを撃つというのにも興味がないわけではなかったし、気晴らしぐらいにはなるだろう。


　それから僕は約束していた通り、叔父が抱かかえていた疑ぎ問もんに次々と答えていった。


　警察官の勤きん務む形けい態たい、階級の仕組み、部署ごとの仕事の具体的な説明等々。内心ではこんなことを一々教えるのは面めん倒どう以外のなにものでもなかったが、これで二泊はく三日の宿泊費がタダになるのだから、とムリヤリ自分を納得させる。


　ドアがノックされたのは、壁にかかっている時計が七時の合図をボーンと鳴らした時だった。


「先生、よろしいですか？」


　少し歳としを食った女じよ性せいの声がドア越ごしに聞こえる。


「ああ、構かまわんよ」


　叔父が答えると、ドアが開かれ、エプロンをつけた初老の女性が入ってきた。


「あら、修甲様もおられましたか。ご無ぶ沙さ汰たしております」


「いえ、こちらこそ」


　僕は軽く会え釈しやくした。彼女も知ってる顔だった。数年前から叔父の身の回りの手伝いをしているという家か政せい婦ふの加か藤とう明あき子こだ。恐らく、この家一番の年長者である。


「まあまあ、ご立りつ派ぱになられたそうで。ごゆっくりなさっていって下さいね。


　そうそう、お夕飯の用意が整いました。食堂の方にいらっしゃって下さいな」


「分かった、すぐに行こう」







　　　　十一月二十二日　午後六時五十五分　食堂







　この家の食堂は、居い間まと隣となり合っている。食堂には一度に十人は食事ができそうなテーブルと椅い子す、居間の方にはソファに大きなステレオ、それにプラズマテレビと、これまた狭せまい寮りよう暮ぐらしの人間から見ると信じられないほどの豪ごう華かな家具が揃そろっている。


　テーブルの上にはすでに食事が並ならび始めていた。家政婦の加藤と、エプロンを着けた由香里が甲か斐い甲が斐いしく用意している。由香里も料理をこぼしていないところを見ると、二年前に比くらべればそそっかしさも幾いく分ぶん解かい消しようされたようだ。


　僕の見知らぬ中年男が、すでに席に着いていた。


　叔父はその男に気付くと、僕に向かって言った。


「ああ、紹しよう介かいしておこう。この男はわしの担たん当とう編へん集しゆう者しやの佐さ鳥とり君だ。佐鳥君、これがわしの自じ慢まんの甥おい、現げん役えき刑けい事じでもある羽田巡じゆん査さ部長だよ」




[image: ]


「ああ、あなたが！　先生から話は聞いてますよ！」


　佐鳥と紹介されたその男は、人のよさそうな笑えみを浮うかべて慌あわてて立ち上がった。叔父よりは何歳さいか若わかそうだが、明らかに運動不足気味の体型。


　僕は「叔父がお世話になってます」と右手を差し出したが、


「ああ、すいません。今ちょっと手を怪け我がしてるもんで、握あく手しゆはできないんですよ」


　そう言って包帯の巻まかれた右手を見せた。


　叔父が苦く笑しようする。


「この男は編集者という職しよくにありながら、車のドアに手を挟はさむという子こ供どものような事じ故こをやらかしたのだ。このままでは仕事もロクにできんというから、資し料りよう集めの手伝いついでに骨ほね休みをさせてやっているのだよ」


「いや、面めん目ぼくない」


　佐鳥は左手でぽりぽりと頭を搔かいた。やはり人はいいらしい。


「ああ、羽田さんじゃないですか！　お久ひさしぶりですね！」


　その時、一人の若い男が食堂に入ってきた。


「小こ伊い木きさん、あなたもお元気そうで何よりです」


　そっちは顔見知りだったので僕は仕方なくそう挨あい拶さつした。


　滅めつ多たに会うことのない男の名前と顔を一々覚えておくのは無む駄だ以外のなにものでもないのだが、残念ながら僕のこの頭ず脳のうは、こんな男の名前もちゃんと記き憶おくしていた。


　小伊木幹みき男お。叔父のもう一人の弟で子しだ。年ねん齢れいは二十代半ば過すぎ、文学に携たずさわっている人間には見えないほどの引き締しまった肉体の持ち主だ。身長は生意気にもこの僕より若じやつ干かん高いほどである。


「先生から聞きましたよ、今は殺人課の刑事なんですって？　僕も今度推すい理り小説でも書いてみようと思ってるんです。その時は是非現役警けい察さつ官かんである羽田さんに読んで頂いただければ──」


「小伊木、分不ふ相そう応おうなことを言うんじゃない」


　厳きびしい口調で横よこ槍やりを入れたのは叔父だった。


「お前の小説はまだ人に読んでもらえるレベルじゃないんだ。そんなことを頼たのむ暇ひまがあったら、もう少し自分の小説を読み返せ」


　小伊木は一いつ瞬しゆんむかっ腹ぱらを立てたように見えたが、すぐにうつむき、


「……分かりました、出すぎたマネをしてすいません」


　そう言って食事の手伝いをしに台所へ入っていった。


「いや、すまんね修甲君、弟子を叱しかりつける場面なんて見せてしまって」


　叔父が場を和なごませるためか、顔に薄うすら笑いを浮かべて言った。


「わしとしても大事な甥の前で弟子を叱るなんてことはしたくなかったんだがね。小伊木はつけあがらせるとロクなことにならん。ちょっと厳しいようだが、これもあの男のためなんだ」


「いえ、大だい丈じよう夫ぶですよ、僕ぼくは気にしてませんから」


　それは本心だった。他人が叱られたところでそれはそいつの責せき任にんだし、僕にはなんの関係もないのだから。


「でも、彼も最近は頑がん張ばってますよ」


　佐鳥が言った。


「なにせ先生の弟子として数年間教えを受けているわけですからね。最近は実力も付いてきましたし、そろそろ小説家としてデビューって話も……」


「佐鳥君、あまり無用な話はしてもらいたくないな」


「ああ、これは失礼」


　叔父に睨にらまれたが、佐鳥はあまり反省の色を見せることなく苦笑した。叔父のそういった反はん応のうには慣なれているのだろう。


　しかし小伊木というあの男、随ずい分ぶんと叔父に反感でも抱いだいていそうだった。案外、叔父の周りで起こっていたという不ふ可か解かいな事じ件けんはあの男が引き起こしたのではないかと、僕は突とつ飛ぴな想そう像ぞうをしてみた。





　一言で言うと、料理は絶ぜつ品ぴんだった。饗きようされたワインも良かった。


　素す晴ばらしい自然に囲まれ、料理も美う味まく、居い心ごこ地ちもいい。なんといっても、上司からの呼よび出しがないというのがこんなにも気の休まるものだったとは。


　だが、食事前の出来事があったからだろう、小伊木は終始気の乗らない様子だったし、兄あに弟で子しがそんな状じよう態たいだったからか、由香里もどこか沈しずみがちだった。


　ただ、叔父と佐鳥だけは酒も入ったためか饒じよう舌ぜつになっており、雰ふん囲い気きだけはそれほど険けん悪あくになることもなく、僕も料理に舌した鼓つづみを打つことができた。


　食事が終わると、僕と叔父と佐鳥の三人が居間へ移うつった。小伊木は作業があるからと自室へ戻もどり、残念ながら由香里も食事の後あと片かた付づけがあると台所へ行ってしまった。


　その後、居間で行われた会話はいささか退たい屈くつだった。会話の中心はよりにもよって叔父の自慢話で、時々思い出したように僕の仕事について質しつ問もんが飛ぶ。僕はそれに丁てい寧ねいに答えつつも、せめて由香里がこの場にいてくれればと心底思うのだった。饗されたウイスキーとつまみが美味かったのが唯ゆい一いつの幸いだった。


　そんなこんなで九時半を過ぎた頃ころ、


「先生、そろそろ時間ですよ」


　と、佐鳥が言った。ソファにゆったりと座すわっていた叔父は、思い出したように体を起こし、


「おお、もうそんな時間か。修甲君、わしはこれから仕事なんで失礼させてもらうよ」


「大変ですね叔父さん。こんな時間から仕事なんですか？」


　すると叔父は笑いながら、


「なに、この業界じゃそれが普ふ通つうなのだよ。今から日が昇のぼるまで仕事をやって、昼まで寝ねる。それから昼間の内に打ち合わせやらの用事を済すませておいて、夜になったらまた執しつ筆ぴつだ」


「確たしかにこの業界はそんなもんですなあ。うちの編へん集しゆう部ぶでも始発で帰き宅たくするのが当たり前になってますからねぇ」


　結けつ構こう酒の回ってるらしい佐鳥がワッハッハと笑う。今のどこに笑う必要のある場所があるのだろうとふと疑ぎ問もんに思った。


「ところで修甲君。君は朝は早いほうかね？」


「うーん、どうでしょうね。まあどちらかと言えば早い方でしょうか」


「そうか。じゃあ明日早起きでもするようなことがあれば、わしの部屋に来て話し相手にでもなってくれ。日が昇るまで一人で仕事をしてると、結構気が滅め入いってくるものでな」


　叔父はそう言い終えると、居間から出て行った。


　そういうものなのか。なら昼の内に執筆を済ませてしまえばいいのに。


　作家という人種はよく分からない。それとも、叔父だけが特別なのだろうか？　まあどうでもいいことだが。


「さーて、じゃあ私もそろそろお暇いとまさせてもらうよ」


　佐鳥が言った。


「佐鳥さんもお早いんですね」


「いやなに──」


　佐鳥は突然僕に顔を近づけ、小声で言った。


「これからは君たち若わかいモンの時間だと思ってね」


　どういうことかと僕はいぶかしんだが、すぐに分かった。缶かんチューハイとグラスをお盆ぼんに載のせた由香里が、台所からこっちに向かってきていた。


　酒の入った中年らしい下品な言い回しである。だが、せっかくの休きゆう暇かである。僕は素す直なおに「どうもすいません」と礼を言っておいた。


　佐鳥は僕に下品な笑いを見せつけてから、居間に入ってくる由香里に挨あい拶さつして出ていった。


　後に残ったのは、若い男女という図式なわけだ。


「もう皆みなさんお仕事に戻られたようですね」


「ああ、そうみたいだね。由香里、君はいいのかい？」


　由香里は苦く笑しようした。


「私は昼間に作業をして、夜は寝ろって言われてるんです。肌はだに悪いからって。先生、結構気を使ってくれてるんですよ。それより、よかったら少しどうですか？」


　由香里は盆に載っていた缶チューハイを取り上げた。


　僕は軽くからかってやることにした。


「警けい察さつ官かんの前で未成年が飲酒する気かい？」


「やさしい刑けい事じさんが黙だまっててくれれば大だい丈じよう夫ぶですよ」


　僕は「ＯＫ」と苦笑しながら、グラスに酌しやくをしてもらった。二人でカチンとグラスを合わせる。


　僕に言わせれば、缶チューハイなんてジュースと変わらない。だが、中年の男二人と一いつ緒しよに飲む酒よりは遥はるかにおいしく感じられた。


「君ももっと早く来てくれれば良かったのに。久ひさしぶりに会った叔お父じとずっと話をするのも結構疲つかれるんだよ」


「すいません、洗あらい物を手伝った後はちょっと自分の作業をしてたものですから」


「作業って言うと、小説の方かい？」


「ええ。と言っても、まだまだお見せできるほどのものじゃないんですけどね」


　若いだけあって、やはりまだそれほどアルコールには強くないのだろう、由香里の顔はもううっすらと紅こう潮ちようし始めていた。ここが叔父の家でなければ、このまま酔った勢いきおいで事を進めるのもいいんだが……。


　残念ながら、僕に与あたえられた客室の防ぼう音おんはそれほどしっかりしているとも思えないし、こんな寒さの中では外に連れ出すわけにもいかないだろう。となれば、この場はせいぜいポイントを稼かせぐことに終始するしかないだろう。投とう資しを回かい収しゆうするには、明日か明後日、ドライブにでも連れ出す必要がある。


　この辺りにはモーテルの一つでもあっただろうかと、僕は冷静に頭を回転させていた。


「でも、凄すごいですよね。修甲さん、ほんとに殺人課の刑事になっちゃったんですから」


「そういう由香里だってあの叔父に見み込こまれたんだろう？　それだって凄いことじゃないか」


　由香里はどこか寂さびしげに笑った。


「ううん。有名な先生に見込まれたって言えば聞こえはいいですけど、まだ一いつ冊さつも本を出せてないし……。物書きだけで食べていける日がほんとに来るのかとか、これからもずっと、何年も何十年も新しい話を思いつくことができるのかって、考えただけで不安になっちゃうんです」


　酒が入ったせいか、由香里の口調は段だん々だん砕くだけた調子になっていた。


　チャンスだ。不安に陥おちいっている一人の女。それもアルコール付き。


　ここで僕が優やさしい励はげましの言葉の一つもかけてやれば、明日辺りドライブでモーテル直行に違ちがいない。今夜中にモーテルの位置を確かく認にんしておかなければ、と僕は冷静に決心していた。


　しかし。


「あ、すいません、羽田さんもお疲れなのにこんなに愚ぐ痴ちっちゃって。付き合ってもらってありがとうございました。お風ふ呂ろも用意できてますから、今日はもう休んで下さい」


「い、いや、僕はまだ大丈夫だよ。これぐらいで疲れるわけなんか──」


「ダメですよ、先生からも言われてるんです。刑事の仕事は忙いそがしいから羽田さんには思う存ぞん分ぶん羽を伸のばしてもらえって。それなのに私、夕方にも心配かけさせちゃうようなこと言っちゃいましたし……。ここは私が片かた付づけときますから」


　いや、だから僕が羽を伸ばすにはここで君のポイント稼いで明日ドライブでモーテル直行で投資回収が必要なんだ──とはさすがに言えなかった。





　わずかな失意の中、僕は素す直なおに風呂へ入り、与えられた部屋へ戻もどった。


　風呂上りのほてった体で、ベッドに倒たおれこむ。一人で、というのがいささか惜おしい。


　清せい潔けつなシーツにスプリングの利いたベッド。それはここ数か月味わったことのないものだった。


　そして、車の騒そう音おんや酔よっ払ぱらいの叫さけび声も聞こえない静かな環かん境きよう。


　この数週間は休みもロクに取れなかった。自分ではまだまだ大丈夫だと思っていたが、ここに来てこれまでの疲れが一気に出たらしい。


　僕はあっという間に意い識しきを失い、心ここ地ちよい眠ねむりに落ちていった。
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　　　　十一月二十三日　午前六時十分　客間







　人間の睡すい眠みん時間というのは、七時間ぐらいが一番適てき切せつだそうだ。つい最近までは八時間が良いというのが定説だったらしいが、平へい均きん六時間や八時間寝ねる人に比くらべると、七時間寝てる人の方が平均寿じゆ命みようが長いらしい。


　そのためかどうかは知らないが、僕の睡眠時間というのも昔から七時間ほどが適切だった。というより、七時間以上眠ることができない体たい質しつなのだ。一度寝るときっちり七時間後には目が覚めてしまうという、ある意味便利な体である。


　枕まくら元もとに置いてあった腕うで時ど計けいを見ると、まだ六時過すぎを示しめしていた。昨日寝たのが早かったせいか、こんなにも朝早くに目覚めてしまった。


　ここ最近は、四時間以上連続で睡眠を取った記き憶おくがまったくない。そのせいか、七時間という適切な睡眠時間を取った今朝の目覚めは、ここ数か月体験したことがないほど爽そう快かいなものだった。


　乱みだれた髪かみを丁てい寧ねいに整え、持ってきた普ふ段だん着ぎに着き替がえる。


　しかし。


　僕ぼくは背せ伸のびをしながらふと思った。


　こんな時間に起きたところで、大してやることもない。


　朝のテレビ番組なんて興きよう味みはなかったし、散歩へ行くにもこの辺りの朝は寒すぎる。


　叔お父じの就しゆう寝しん時間は午前七時と言っていたのでまだ起きてるだろうが、朝早起きして中年の男と会話する──というのもこれまた寒すぎる。


　由ゆ香か里りがいれば昨さく晩ばんの続きでも出来るかと思ったが、この時じ刻こくではさすがに彼女も寝ているかもしれない。僕の都合でわざわざ起こすのはポイント低いだろうし。


「仕方ない……」


　僕はため息を吐ついた。


　どうせ他ほかにやることもないのだ。叔父は小説家だけあって、妙みような知ち識しきを色々と知っている。この僕の知識を増ふやすためにも、話をするのもいいだろう。


　そう決心すると、僕は部屋の外へ出た。





　廊ろう下かは静かだったが人の気配はあった。あの初老の家か政せい婦ふが朝食の支し度たくでもしてるのだろう。


　廊下を抜ぬけて階段に差し掛かかると、誰だれかが下から上ってくる物音がした。


　叔父の一番弟で子しこと、小こ伊い木き幹みき男おだった。


「おはようございます、小伊木さん」


「あ、ああ。お、おはようございます、羽はね田ださん」


　人がせっかく丁寧に挨あい拶さつしてやっているというのに、どこか心ここにあらずという感じだった。


　ふと奇き妙みように思い、刑けい事じとしての習しゆう慣かんを発はつ揮きし、カマをかけてみることにする。


「どこか散歩にでも行ってらしたんですか？」


「い、いや、少し喉のどが渇かわいたから加か藤とうさんに飲み物をもらって来ただけですよ」


「大だい丈じよう夫ぶですか？　顔色があまり良くないみたいですけど」


　小伊木はムリヤリ笑え顔がおを作り、


「加藤さんにも言われましたよ。ちょっと徹てつ夜やが堪こたえたんでしょう。まあこれから一眠ねむりすれば治りますから。じゃ、じゃあ」


　そう言って自室へ戻もどっていった。


　この僕の目がごまかせるとでも思っているのだろうか。


　ああいう反はん応のうは何度も見たことがある。僕が昔、いわゆる〝お巡まわりさん〟をやっていた頃、夜間パトロールで挙動不ふ審しんな人物に職しよく務む質問をした時に。


　ああいう反応を見せる人物に限かぎって、覚かく醒せい剤ざいやら泥どろ棒ぼうやらをやらかしているのだ。


　……と、そこまで考えて僕は頭かぶりを振ふった。


　今僕は休きゆう暇か中、変に物事を勘かんぐる必要なんてないのだ。それに、こんな山やま奥おくの家でできる後ろめたいことなんてたかが知れてる。せいぜい、作りかけの朝飯をつまみ食いしたとかそんな程てい度どだろう。


　僕はそう結けつ論ろんづけると、階段を降おりて叔父の部屋へ向かった。


　と、その時。


　叔父の部屋から、ゴソゴソと物音がした。やはりこんな時間まで起きているらしい。


　僕はコンコンと木もく製せいのドアをノックした。


「叔父さん、起きてる？」


　いくら待っても、返事はなかった。


　様子が変なことに気付いたのはその時だった。


　ドアの隙すき間まから肌はだを刺さすような冷たい風が流れ出ている。まさかこの寒さの中で窓まどを開けっ放しにでもしているのだろうか？


　さっきは確たしかに部屋の中から物音がした。しかし、ドアをノックしても返事はない。……まさか、不法侵しん入にゆう者しやでもいたのだろうか？


　僕はドアを押おし開けた。カギはかかっていなかった。冷たい風が吹ふき出してくる。


　まず目に入ったのは、武ぶ器きが飾かざられた棚たなの前でぼーっと突つっ立っている由香里の姿すがただった。


「どうかしたのかい、由香里──」


　そこで僕はもう一つの異い状じように気付いた。


　わずかに鼻をつく鉄かな臭くさい匂におい。


　いくつもの殺人事じ件けんを手がけてきた刑事であるこの僕に、それが何なのか分からないワケがなかった。


　血だ。


　僕は由香里の視し線せんの先を追った。


　パソコンの置かれた机つくえと椅い子すに挟はさまれるようにして、叔父が倒たおれていた。ひょっとして床ゆかで寝ねているのだろうか──一いつ瞬しゆん、そんな馬ば鹿かげた考えが頭をよぎる。


　すぐ違い和わ感かんに気付く。叔父は左頭部を下にして倒れていた。その反対側、右頭部からほぼ垂すい直ちよくに何かが生えているのだ。


　もちろん、そんなところから物が生えてくることなどあり得ない。それは、突き刺ささった矢だった。


　傷きず口ぐちから流れ出た液えき体たいはまだ乾かわききっておらず、叔父の頭とその下した敷じきになっているカーペットの床に赤い模も様ようを作っている。赤い模様に混まじって、ドロっとした黄色い液体──恐おそらく脳のう漿しよう──も見受けられた。


　その姿からは、一いつ切さい生気が感じられない。


　僕は念のため、叔父の首くび筋すじに手を当ててみた。


　脈はない。呼こ吸きゆうも止まっている。


　そしてなにより、冷たい。


　殺されたのだ。あの叔父が。昨日まで普ふ通つうに会話をしていた、あの叔父が。


　こんな時でも僕の頭は正常に動いた。驚おどろくより、悲しむより、何よりまず先に部屋中に視線を巡めぐらせ、現役の刑事として為すべき事をしようとする。


　部屋の様子は？　昨日と変わっているところは特にない。荒あらされた様子もない。


　侵入者の形けい跡せきは？　そう、以前から叔父を脅きよう迫はくしていた人間が、とうとう暴ぼう挙きよに出たのだろうか？　だが、外部犯はんの痕こん跡せきはない。窓が開いてるが、ガラスの破は損そんや足あし跡あとなどは認みとめられない。


「せ、先生──」


　由香里が震ふるえる指先を叔父に向ける。僕は慌あわてて制せい止しした。




[image: ]


「ちょっと待って、触さわっちゃだめだ。由香里、一体何があったんだ？」


「そ、それがその、先生に訊ききたいことがあったから部屋に入ったら、先生が床に倒れてて頭から血が出てて、それから、それから──」


「落ち着くんだ、由香里」


「先生、ホントに死んじゃってるの？　ウソでしょ？　ねえ、これって先生の新作のための実験か何かで──」


　ダメだ、これは。


「とにかく一いつ旦たん部屋を出よう」


　警察官として為なすべき事は現げん場ばの確かく保ほである。いくつもの殺人事件を手がけてきた現げん役えきの刑事としては、まず部屋を調べて回りたかったが、今にも倒れそうな由香里をこのままにしておくわけにもいかなかった。







　　　　十一月二十三日　午前六時二十七分　居い間ま







「なんだって!?　先生が!?」


　小伊木幹男が真っ先に驚きよう愕がくの叫さけびを上げた。残り全員も一様に驚きを隠かくせないようだった。


　まあ無理もない。つい昨日まで普通に会話していた人間が、突とつ然ぜん物言わぬ死体になったのだから。


　叔父の死体を発見してから、僕は事じ情じようを説明するためと、そして怪あやしい行動をしている人間を捜すため、由香里と共に屋や敷しきにいた全すべての住人に片かたっ端ぱしから声をかけ、居間に集めた。


　叔父の弟子、小伊木幹男は部屋にいたし、担たん当とう編へん集しゆう者しやの佐鳥雄ゆう一いちは部屋で寝ていた。この別べつ荘そうのお手伝いこと加藤明子は台所で朝食の準じゆん備びをしているところだった。


　少なくとも、怪しい行動をしていたヤツはいなかった。部外者もいなかった。


「う、ウソでしょう!?　ホントに確かく認にんしたんですか!?」


　佐鳥がソファから立ち上がって叫んだ。


「ええ。こんな言い方もなんですが、矢が頭部に刺さっていた上に、呼吸も脈も止まってました。死んでいたという以外ありません」


「そ、そんな……。先生が殺されるなんて、一体誰が……？　まさか、あの脅きよう迫はく状じようが……？」


　佐鳥は力が抜ぬけたようにソファに倒れこみ、頭を抱かかえた。その顔は蒼そう白はくになっている。僕はふと気になって尋たずねた。


「佐鳥さん、大だい丈じよう夫ぶですか？　顔色が良くないみたいですが」


「い、いえ、ちょっと今日は風か邪ぜ気味っぽくて。そ、そんなことより警察に通つう報ほうを」


「分かってます。とにかく、皆みなさんには当分ここにいてもらうことになります。今から警察に通報しますが、間ま違ちがいなく警察はこの家にいた我われ々われ全員を容よう疑ぎ者しやとみなすでしょう。少なくとも警察の捜そう査さが一通り終わるまでは、独ひとりっきりになるような行動はできるだけ慎つつしんでください」


　自分が容疑者に数えられると知って愉ゆ快かいそうな顔をしたヤツはいなかったが、現役警察官であるこの僕を前にして苦情を言おうとした者も皆かい無むだった。


　ただ一人、


「あのう、トイレも駄だ目めなんですか？」


　と心配そうな顔で家か政せい婦ふの加藤が言った時は僕も苦く笑しようを隠せなかった。


「せめて警察が到とう着ちやくして、皆さんの事情聴ちよう取しゆが終わるまでは待っていた方が容疑が薄うすれやすいですよ」


　僕はそう助言すると、この居間に設せつ置ちしてある電話に向かった。


　叔父の部屋にあった電話と同じ機種だった。コードレスの受話器を取り、一一〇と押す。


『はい、一一〇番です』


「もしもし、私は上ノ原警察署しよ刑けい事じ一課の羽田巡じゆん査さ部ぶ長ちようと申しますが」


『ああ、これはこれは』


　仲間意い識しきでも持ったのだろうか、受話器から聞こえる声に急に親しみがこもった。


『何かあったんですか？』


「今休きゆう暇か先さきなんですが、人が殺されました。至し急きゆう、地元の警察署に連れん絡らくをお願いします」


『えっ──わ、分かりました。住所を教えて下さい』


　僕が住所を言うと、すぐ手配しますと言って電話は切れた。


「すぐ来てくれるそうです」


　僕は安心させるために皆にそう言った。





　それからしばらくは、沈ちん黙もくが部屋を支し配はいした。


　誰もがうつむき、落ち着きなく視し線せんを動かし、ため息を吐ついたりしている。なにしろ叔父はここにいる全員にとって重要な存そん在ざいだったのだ。全員が、これからの身の振ふり方でも考えているのだろうか。


「あのう、よろしければ朝ごはんだけでもお食べになりませんか？」


　加藤が突とつ然ぜんそう提てい案あんした。


「殺人なんて聞いて食しよく欲よくはないかもしれませんが、朝ごはんは一日の基き本ほんです。朝は体も冷えてますし、せめてスープだけでもどうでしょうか？」


　年長者らしい提案だった。


　僕も含ふくめて皆それなりに空くう腹ふく感があったらしく、反対意見も出なかったので、加藤はどこか安心したように顔をほころばせ、


「すぐご用意しますので」


　そう言って居間に隣りん接せつしている台所へ向かった。


「あ、僕も手伝いますよ」


　小伊木がその後を追った。


　人など殺しそうもないあの家政婦と言えど、一人っきりにする時間を与あたえるわけにはいかない。誰も手伝わないようだったら僕が行こうと思っていたが、おかげで余よ計けいな手間が省けた。


「あの、じゃあ私も……」


　由香里が立ち上がりかけたが、小伊木がそれを手で制せいした。


「運ぶだけなら三人も要いらないよ。僕だけで大丈夫だ、君は休んでいた方がいい」


　由香里は「そうですか……」とどこか残念そうに座すわりなおした。


　台所に行った二人が忙いそがしく食事の用意をしている間、僕と由香里、それから佐鳥の三人の間を再さい度ど沈黙が支配した。


「佐鳥さん、お体は大丈夫ですか？」


　じっとしていると落ち着かないのだろうか、由香里が今度は佐鳥に尋ねた。


　佐鳥は昨さく晩ばん酒を飲んでいた時とは大違いだった。顔は病人のように青白く、時々寒そうに身を縮ちぢめていた。


「大丈夫です、この程てい度どの風邪、なんてことないですよ。風邪を押おして仕事することだってしょっちゅうですから」


「でも、せめてもう少し暖あたたかい格かつ好こうしてた方がいいですよ。私、コート取ってきます」


　由香里はそう言って居間の隅すみにあるコート掛かけから佐鳥のコートを探さがし出して持ってきた。


　そうこうしている内に、居間のテーブルに食欲をそそる朝食が並ならび始めた。


　すぐ近くに昨日まで親しくしていた人物の死体があるためか、皆あまり食が進まないようだったが、僕は遠えん慮りよなく空腹を満たしていった。





　警けい察さつは通報から十五分ほどで到とう着ちやくした。殺人があったというのに居間に集まって朝飯を食べていた僕らはさぞ奇き妙みようだったに違ちがいない。


　通つう報ほうの時、上ノ原警察署の刑事だと名乗ったのが効こう果か的だったのだろう、地元警察署の制服警官と、刑事部の強きよう行こう犯はん係──殺人や傷しよう害がい事じ件けんを担当する部署──が一いつ緒しよに到着した。ちなみに、僕の所しよ属ぞくする刑事一課捜そう査さ一係もこの強行犯係に当たる。


「森もり岡おか吉よし男おと申します」


　到着早々、一人の私し服ふく刑事が僕たちに挨あい拶さつした。


　年ねん齢れいは僕の上司である因いな幡ば警けい部ぶ補ほと同じ四十前後ぐらいだろう。階級も警部補ということだった。ただし、因幡警部補に比くらべれば、容よう貌ぼうはどこかさえない。


　会社での競争に敗れ、地方に左さ遷せんされてしまったしがないサラリーマンという表ひよう現げんがわかりやすいと思う。


「羽田という方はどなたですか？」


「ああ、僕です」


　森岡警部補は僕の若わかさに驚おどろいたのだろう、一いつ瞬しゆん目を白黒させたが、すぐに気を取り直して軽く敬けい礼れいした。僕も敬礼を返す。


「羽田さん、家にいた方はここにいる皆みなさんで全部ですか？」


　僕の方が階級が下なので羽田巡査部長とは呼よんでくれないようだ。しかし、所しよ轄かつが違うせいもあってか、態たい度どは慇いん懃ぎんだった。


「ええ、そうです」


　僕が答えると、森岡警部補はその場にいた全員に語り始めた。


　これから警察が捜査を始めます、うんぬん。皆さんからも様々な事じ情じようを訊きくことになります、うんぬん。くれぐれも御ご協きよう力りよくをお願いします、うんぬん。


　そう言い終えると、慌あわただしく居間を出て行った。





　それから十分ほどした後、森岡警部補は居間にいる人間を一人ずつ呼び出し、別の部屋へ連れて行った。恐おそらく、事情聴ちよう取しゆだろう。


　他の四人が順番に呼び出される中で、僕は内心であることを考えていた。それは、死体を発見した時から考えていたことでもあった。


　せっかくの休きゆう暇か。今年初めての完全な休暇。それが丸つぶれ。しかし──しかしだ。


　これは、チャンスだ。


　もしここで、僕が独どく力りよくでこの事件を解かい決けつしてみせれば？


　僕は誰だれよりもこの事件での人間関係を熟じゆく知ちしているし、朝から全員の様子を詳くわしく観察してきた。そして僕にはこの明めい晰せきなる頭ず脳のうがある。地元の警察を出し抜ぬいて事件を解決することも不ふ可か能のうではないはずだ。


　僕の上司、因幡警部補は、なかなか僕に殺人事件を一つ丸々任まかせようとしない。その挙あげ句く、せっかく逮たい捕ほした悪人を、どこぞの弁べん護ご士しにあっさり無む罪ざいにされたりする。僕に初めから全すべて任せてさえいれば、そんなことはあり得ないのに。


　始末が悪いことに、因幡警部補は決して無能ではない。


　黙だまっているだけで相手を威い嚇かくできるほどの威い厳げん。何時間でも炎えん天てん下かの車の中に張はり込こんで、弱音一つ上げない忍にん耐たい力。そしてナイフを振り回す犯人を、警けい棒ぼう一つ使わずに取り押さえてみせる腕うでっ節ぷしの強さ。


　因幡警部補が挙げた凶きよう悪あく犯の数は一人や二人ではない。


　しかし、言ってしまおう、オツムはイマイチだ。単たん純じゆんな聞き込みや張り込み、腕っ節だけで解決する事件ならともかく、複ふく雑ざつな殺人事件となると、捜査のあっちこっちに穴あなが空き、その隙すきをどこぞのペテン弁護士に突つっつかれ、せっかく逮捕した犯人が無罪にされてしまうのだ。


　できればこんな扱あつかいづらい上司とはおさらばしたい。だが、なまじ署しよ内ないでも発言力のある上司だけに、そうそう配置換がえを申し出るわけにもいかない。そう、本来なら彼の下に配属されることすら名めい誉よなことだと見られる風ふう潮ちようがあったぐらいなのだから。


　だが、もしここで、僕が事件を一つ単独で解決するという手て柄がらを上げてみせれば？


　因幡警部補の下から離はなれ、単独で事件を任されるようになるかもしれない。


　本来、所轄の違うよそ者の僕が、地元の警察署を出し抜いて事件を解決するようなことがあれば、かなりややこしいことになる。


　だが、あの森岡警部補と因幡警部補を比べると、その覇は気きのなさといったら月とスッポンだ。これなら、彼を出し抜いて僕が犯人を逮捕したところで、「厄やつ介かいごとを解決してくれてありがとうございました」ぐらいに思ってくれるかもしれない。いや、きっとそうに違いない。それに、犯人に手て錠じようをかけさせる権けん利りぐらいは譲ゆずってやるつもりだから、向こうのメンツも充じゆう分ぶんに立つはずだ。あくまで僕は善ぜん意いの協力者に過すぎないのだから。


　よし。決まりだ。


「羽田巡じゆん査さ部長、よろしいですか？」


　その時、最後に事情聴取されたらしい由香里が戻もどってきて、彼女に付き添そっていた制せい服ふく警官が僕の名を呼んだ。


　間もなく僕は、メモ帳を広げた森岡警部補の前に引き出された。


「どうも、羽田さん。御理解頂いただけると思いますが、一いち応おうこれも手順ですので」


「ええ、分かっています。なんでも訊いて下さい」


　森岡警部補は安心したように質しつ問もんを開始した。昨さく晩ばんはどこで何をしていましたか？　今朝は？　被ひ害がい者しやに恨うらみを持っているような人を知りませんか？　昨晩から今朝にかけて、何か気になった点や怪あやしいことはありませんでしたか──？


　すべての質問は予想していたものだったので、僕はスラスラと答えていった。


　今朝は朝六時過ぎまで寝ねていた、証しよう明めいしてくれる人はいない。被害者に恨みを持っている人物については、昨日久ひさしぶりに会った人が多く、分からない。昨日も今日も、怪しい人物などは一いつ切さい見かけなかった──。


　叔お父じが何度か危き険けんな目に遭あっていたことや、弟で子しである小伊木幹男が叔父に叱しかられていたことは黙だまっておいた。この刑けい事じに情じよう報ほうを与あたえてやる気はすでに失うせていたからである。もっとも、他の誰かがすでに言ってしまったことかもしれないが。


「森岡警部補、現げん場ばの状じよう況きようはどうなんですか？」


　質問もあらかた終わったようなので、僕はそう切り出した。


「うーん、ざっと調べたところでは、特に怪しい点はないんですが……。そうそう、あの部屋の窓まどが開いてましたけど、あれを開けたのって誰か知りません？」


「僕が現場に駆かけつけた時にはすでに開いてました。誰が開けたかは分かりません」


「そうですか……。となると、あとは鑑かん識しきと司法解かい剖ぼうの結果待ちですなあ」


　思ったとおり、事件はそう簡単には解決しそうにない。僕は早さつ速そく切り出した。


「あの、一つお願いがあるんですが」


「は？　なんでしょう？」


「事じ件けん現場を見せて頂けませんか？」


　森岡警部補はやはりというか、あまりいい顔はしなかった。それは予想していたことだったので、たたみかけるように続ける。


「ご迷めい惑わくをかけるつもりはありません。ただ、現場に居い合あわせた刑事として、少しでも事件解かい決けつに協力したいのです」


「しかし……こんなことを申し上げたくはないのですが、あなたも容よう疑ぎ者しやの一人なんですよ？」


「それは分かってます。ですが、僕がここに来ることはつい三日前に決まったばかりで、本当に偶ぐう然ぜんなんです。上ノ原警けい察さつ署の因幡警部補に確かく認にんして頂ければ分かりますよ。それに、どれだけ調べてもらっても構かまいませんが、僕が叔父を殺害する動機なんてまったくないんです」


「あ、あの因幡警部補ですか!?」


　森岡警部補は僕の上司の名前に意表を突かれた様子だった。その顔を見れば、決して悪い方の評ひよう判ばんを耳にしているわけでもなさそうだった。あんなガンコ上司でも、こういう時は役に立つらしい。


「しかし、これも御ご存ぞん知じだとは思いますが、この辺りで起きた事件は我われ々われの管かん轄かつです。管轄外の刑事に手を出されたとあっては──」


　僕はなおも見た目だけは真しん摯しに説得を続けた。


「それも分かっています。これだけは理解して欲ほしいんですが、僕は手柄なんてどうでもいいし、でしゃばるつもりもありません。ただ犯はん人にんの逮捕に協力したいだけなんです。


　お願いです、殺されたのは他ほかならぬ僕の叔父なんです。仇かたきを取りたいんですよ！」


「…………」


　最後の一言が効きいたのだろう、森岡警部補はわずかに躊ちゆう躇ちよしたが、


「……分かりました。当分の間は、警察官が現場を見み張はっています。彼らの立会いの下もとでなら、事件現場への立ち入りぐらいは許きよ可かしましょう。ただし、物を動かしたり触さわったりすることは禁きん止ししますよ。何か見つけたらすぐ我々に知らせて下さい。これが私に出来る精せい一いつ杯ぱいの譲じよう歩ほですから」


「ええ、お約束します」


　僕は内心でほくそえんだ。







　　　　十一月二十三日　午前七時五十分　書しよ斎さい







　叔父の書斎は寒かった。


　この時期、こんな山やま奥おくで窓を開けっ放しにしていてはそれも仕方ないだろう。


　部屋の中には見張りらしき制服警官が一人と、作業着を着た三人の鑑識が、死体の回りをテープで縁ふち取どったり、指し紋もん採さい取しゆ用ようの粉をまいたり、部屋中の写真を撮とったりしていた。


　彼らに警察手帳を見せると、森岡警部補から話がいっていたこともあってか、すぐに部屋に入れてもらえた。


　早速、部屋の中を詳しよう細さいに調べて回る。だが、視し線せんを巡めぐらせてみても、これといって怪しい点はなかった。


　強しいてあげるならば窓だろう。外はこんなに寒いのに、なぜ叔父は開けっ放しにしていたのか。


　僕は開いた窓から外を見回した。


　と、その時。


「ねえねえ、何かあったの？」


　いきなり窓の外からどこかで聞いたようなガキの声が聞こえた。


　……ペテン弁べん護ご士しの取り巻まきのガキだった。
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「こら！　お前、どこから入り込んだ!?」


「お前お前ってうるさいわねぇ！　あたしには皐さ月つき伊い予よってかっこいい名前があるの！　以後ちゃんと皐月様と呼よびなさい！」


　ふざけてんのか、こいつは。


「ど、どうかしましたか、羽田巡じゆん査さ部長？」


　後ろで話を聞いていたらしい鑑識の一人がいぶかしむ。


「近所の子こ供どもが入り込んだみたいです。すぐ追っ払ぱらいますから」


「は、はあ……」


　僕は皐月とかいう変な名前のガキに言った。


「お前が立ってる場所はこの家の敷しき地ち内だぞ、さっさと出て行くんだ！　大体、お前どうやって警けい備び員を出し抜ぬいた!?」


　そのガキはチッチッチと舌したを鳴らして言った。


「チェ・ゲバラ様の著ちよ作さくを読どく破はしたあたしには、こんなとこに潜せん入にゆうするくらい朝飯前よ！」


　ゲバラ……。確たしか共産主しゆ義ぎのゲリラだ。こいつは一体どういう教育を受けたんだ？


「で、なんかあったの？」


　興きよう味み津しん々しんに目を輝かがやかせ、部屋の中を覗のぞき込む。


「お前が首を突つっ込むようなことじゃない！　さっさと出て行け！」


「ねーねー、せめて何があったかだけでも教えてよ！」


「うるさい、今すぐ消えないと不法侵しん入にゆうで警官に補ほ導どうさせるぞ！」


「もー、分かったわよ、ケチな刑けい事じ！」


　そのガキは口をへの字に曲げ、ぶつぶつと文もん句くを言いながら窓まどから離はなれた。


「いっつも善ぜん行こーごときに足あし蹴げにされてるくせに……」


「くっ……」


　僕は苛いら立だたしげにガキを見送った。


「近ちか頃ごろの子供には困こまったものですね。しかし、部外者がああも簡かん単たんに入れるようじゃダメですなあ。あとで警備の人間に注意しておきますよ」


　部屋を警備していた制せい服ふく警官がのんきそうに言った。


「うるさい！　お前らがしっかり警備していればこの僕が余よ計けいな手間を取らされることもなかったんだぞ！　あとで責せき任にん者しやに反省文書かせて提てい出しゆつさせろ！」


　そう言いたいのをぐっとこらえ、代わりにこう言う。


「ええ、そうして下さい」


　我われながら大した自制心だと思う。


　僕は頭を切り替かえ、あの皐月とかいうガキのことを振ふり払い、窓が開きっ放しになっていた謎なぞについて再さい度ど考えを巡らせた。


　そもそも、これは叔お父じが開けたのだろうか？


　叔父以外の誰か──すなわち犯はん人にんが、逃とう亡ぼう、あるいは侵入のために開けた？


　あるいは、犯人には何か窓を開けなければならない理由でもあったのだろうか？


　叔父が開けたという可か能のう性せいはもちろんある。一ひと晩ばん中じゆうずっと暖だん房ぼうのついた部屋にこもって仕事をしていれば、空気を入れ換えたいと思うことだってあるだろう。


　そして、たまたま窓を開けている時に殺された。そう考えれば、一いち応おう窓が開きっ放しになっていたことの説明はつく。


　では、叔父以外の人間がこの窓を開けたとすれば？


　外部から、たとえば泥どろ棒ぼうが入ってきて叔父と鉢はち合あわせしてしまい、そして殺してしまった──などという考え方は、少なくともこの僕ぼくはしない。


　この辺りは治安のいい高級別べつ荘そう地ちだ。今はシーズンオフのせいか、人のいる家が少ないが、だからこそ尚なお更さら治安には気を使っているはずだ。


　仮かりに泥棒がいたとしても、留る守すの家は他ほかにいくらでもあるのに、一晩中明かりが点ついている叔父の部屋をわざわざ選んで入ってくる物好きなんていないだろう。大体、部屋には荒あらされた形けい跡せきが一いつ切さいないのだ。


　叔父に殺意を持っていた人物が、この窓から出入りして犯行に及およんだ──この可能性は否ひ定ていできない。


　その場合、窓にこじ開けられた形跡がない以上、叔父の知り合いかもしくは今朝この家にいた人物、すなわち僕を除のぞく四人の中の誰かが犯人ということになる。


　たとえば今朝、僕に怪あやしい言動を見せた小伊木とか。


　まあ、窓についてはこれ以上考えても仕方がない。あとは鑑かん識しきの結果でも待たなければならないだろう。案外、本当に叔父が空気の入れ換えのためにたまたま開けていただけなのかもしれないのだから。


　次に僕は、鑑識が写真を撮り終わったのを見計らい、遺い体たいの様子を詳くわしく調べ始めた。


　遺体は机と椅子に挟まれるような位置にあった。机によりかかってから、ずり落ちるようにして倒たおれたのではないか──僕はこれまでの経けい験けんから、そんな風に推すい測そくした。


　同様に、僕の経験に照らし合わせれば、顔色や体の硬こう直ちよく具合からみて、恐おそらく死後二、三時間は経たっているように思えた。


　右頭部、正せい確かくに言うならそのやや後ろ辺りに垂すい直ちよくに矢が刺ささっている。最初に見た時は気付かなかったが、アーチェリーや弓きゆう道どうで使う矢ではない。短くて太いボウガン用の矢だ。矢の方にはこれといった異い状じようはない。強しいて挙げるなら、矢や羽ばねが折れ曲がっていることぐらいだろうか。大方、ボウガンから発はつ射しやされる時にでも折れ曲がったのだろう。


　机の上にはパソコン一式とファックスのついた電話、それからプリンタと筆記用具が置かれている。


　まず気になったのは、ファックスだった。今朝編へん集しゆう部ぶから送られた原げん稿こうか何かだろう、非ひ常じように長い紙が吐はき出されていた。原稿には赤いボールペンでなにがしかのコメントが書かれていたが、それもほんの数ページ分ぐらいで、ある時点を境さかいにプツンと書き込こみがなくなっている。恐らく、何かがあったのだ。


　パソコンの電でん源げんが入れっ放しになっていた。モニターには書きかけの小説だろう、ワープロソフトと日本語の文章が表ひよう示じされていた。


「……なんだ、これは？」


　僕の目を引いたのは、叔父が書いていた小説の最後の行だった。





『とはいえ、彼の場合には多少事じ情じようが違ちがったのだった。Ｌぽぉ』





〝Ｌ〟と〝ぽ〟、それに小さい〝ぉ〟という脈みやく絡らくのない単語が書かれている。


　ひょっとして、と思った。まさかとは思うが、これは叔父が書き残したダイイングメッセージではないだろうか。


　僕は慌あわててキーボードの文字配列を見回した。


　普ふ通つう、記号や数字を除のぞけば、キーボードのキーには二種類の文字が描かかれている。ローマ字入力用のアルファベットと、かな入力用のひらがなである。ひょっとしてこの〝Ｌぽぉ〟というわけのわからない文字列は、ローマ字入力でかな入力を打ち込んだものではないだろうか。


　モニターを見ると、現げん在ざいの入力モードは案の定ローマ字入力になっている。


〝Ｌぽぉ〟という文字列をローマ字入力するなら……〝ＬＰＯＬＯ〟、あるいは〝ＬＰＯＸＯ〟とキーを叩たたく必要がある。そして、Ｌのキーに描かれているひらがなは〝り〟。Ｐは〝せ〟、Ｏは〝ら〟、Ｘは〝さ〟。


　これを〝ＬＰＯＬＯ〟、もしくは〝ＬＰＯＸＯ〟に照らし合わせると、〝りせらりら〟、あるいは〝りせらさら〟──。


「…………」


　誰だれにも分からないよう小さくため息を吐つく。


　僕らしくない。なんてプロらしからぬ考え方をしてしまったのだろう。


　よく考えてみれば、叔お父じは頭を撃うたれて死んだのだ。即そく死しだったかもしれないし、たとえ多少生き延のびたとしても、文字をタイプする余よ力りよくなんて残ってなかっただろう。


　それに、キーボードに描かれているアルファベットの配列だけならともかく、それに加えてひらがなの配列まで一いつ緒しよに覚えている人間なんて、これまでに一度もお目にかかったことはない。仮に両方を使いこなせる人間がいたとしても、頭に矢を撃ちこまれて朦もう朧ろうとしている時に意い識しきして使い分けることなど不ふ可か能のうだろう。


　恐らく、叔父は机によりかかるようにして倒れ、その拍子に手がキーボードを叩いてしまっただけの話なのだ。


　僕はパソコンから興きよう味みを失うと、死体をテープで縁ふち取どっている鑑識官に尋たずねた。


「この矢ってどこから発射されたか分かってるんですか？」


「はい？　ああ、はっきりとは分かりませんけど、その棚たなに飾かざられているボウガンじゃないですかね？」


　鑑識官の視し線せんの先。


　武ぶ器きが飾られた棚。棚にかかっていたカーテンは、左の方にずらされていた。恐らく、鑑識官が写真を撮とるためにずらしたのだろう。


　縦たて三段だんに仕切られた棚の中段の右みぎ端はしに、ボウガンが一つ置かれていた。


　見覚えがあった。昨日、「撃ってみないか」と叔父に手て渡わたされたボウガンだ。


「触さわらないで下さいよ。写真は撮りましたけど指し紋もんはまだですから」


「ええ、分かってますよ」


　そんなこと刑けい事じのこの僕が分からないわけないだろ、相手を見てものを言えよ──などと思っていることはおくびにも出さない。


　棚に無む造ぞう作さに飾られたボウガン。昨日と比くらべても、おかしなところはない。


　……しかしなんだな、今このボウガンの指紋を取られると、僕の指紋が出てきてしまう。まあ、それを直ちに犯はん行こうに結び付けるようなことはしないだろうが。


　そこで僕はあることに気付いた。


　棚に飾られているボウガンは、これ一つではなかった。にも拘かかわらず、さっきの鑑識官は、なぜこれが使われたのではないかと言ったのだろう。


　かといって、そのことを今いま更さら問とい質ただすのは僕のプライドが許さなかった。自分で調べてみることにする。


　武器の飾られた棚。今朝まではその全体を覆おおうようにかかっていたカーテンが、今は左へ寄せられている。


「このカーテン、ちょっと動かしてみていいかな？」


　突とつ然ぜんの僕の提てい案あんに、制せい服ふく警けい官かんは戸と惑まどったが、巡じゆん査さ部長であるこの僕から敢あえて反感を買おうとはしなかった。


「中の物には触らないで下さいよ」


　許きよ可かが出たので僕はカーテンを引いてみた。すると、ボウガンが飾ってあった場所の前にかかるカーテンに、一つの穴あなが開いていた。


　なるほど、と思った。


　ここに飾られていたボウガンに密ひそかに矢を装そう塡てんしておく。カーテンがあるからまず叔父も気付かないだろう。そうしておいて、何らかの手段を使い、遠えん隔かく操そう作さで矢を発はつ射しや。充じゆう分ぶんあり得うる話だ。


　しかし、そうなると当然の疑ぎ問もんがわく。


　どうやって遠隔操作をしたのかだ。


　照しよう準じゆんはまあ、叔父が使っている椅い子すの少し上辺りにでも合わせておけばいいだろう。そうすれば、ボウガンさえ操作できれば叔父を殺すのは簡かん単たんだ。


　だが、叔父とて仕事中ずっと椅子に座すわっていることはないだろう。本棚の資し料りようを見にいくこともあるだろうし、トイレに立つこともある。絶ぜつ対たい確かく実じつのタイミングというのは実じつ際さいに叔父を監かん視しでもしていないと分からない。


　……待てよ。


　僕はふと窓まどの方を振ふり返った。開きっ放しの窓。


　叔父が休きゆう憩けいのために窓を開ける。そうすれば当然、叔父の位置は窓の外からは丸見えとなる。そして、叔父の位置を確かく認にんしてから、あらかじめセットしておいたボウガンを遠隔操作で発射──。


　その時、僕はふとあることを思い出していた。


　この辺りの夜は非ひ常じように寒い。外で叔父の部屋を監視、それも一時間や二時間ではなく、タイミングが来るまでじっと待ってるとすれば──風か邪ぜの一つくらい、引いたっておかしくはない。


　そしてこの家の住人で、今日風邪気味だと言った人物がたった一人だけいた。


　僕はほくそえんだ。今日の夕ゆう刊かんが目に浮うかぶ。


『若わか手て刑けい事じ、殺人事じ件けんを名めい推すい理りでスピード解かい決けつ』


　なかなかいい見出しじゃないか。段々と現げん実じつ味みを帯びてきたぞ。


　さて、そうなるともう一つ解とかなければならない謎なぞがある。どうやってボウガンを遠隔操作したかである。


　ボウガンを撃つということは、引き金を引くということだ。


　僕は部屋を見回した。


　部屋の東西にある天てん井じようまで届とどく大きな本ほん棚だな、そこに収おさめられている大小様々な本。


　中央には向かい合った二つのソファとテーブル、その上に置かれたクリスタルの灰はい皿ざら。


　南東には叔父の仕事用の机つくえに椅子、パソコンにモニターにプリンタ、キーボードにマウス、ファックス付き電話に筆記用具。


　そして、部屋の北側には古今東西の武ぶ器き防ぼう具ぐ。剣けんや槍やり、弓やマスケット銃じゆう。


　床ゆかはカーペット式。ドアは一箇か所しよ、カギはないが、上にも下にも隙すき間まはない。窓の外はすぐ林。


　これらの物の中で、遠隔操作ができて工く夫ふう次し第だいでボウガンの引き金が引けるもの──。


「……待てよ。ひょっとして、あれを使うと……」


　あるものに目を向ける。途と端たんに、ある新しい仮か説せつが膨ふくれあがってくる。


　僕はその仮説を立りつ証しようするため、叔父の机の傍そばにある本棚の裏うらを覗のぞき込んだ。


「……見つけたぞ」


　案の定、それはあった。


　本棚の裏にはホコリがたまっている。そのホコリの中に、一本の横に伸のびる線のような痕あとがあった。そう、紐ひもを張はり渡せば丁度こんな痕になるだろう。


　そして、それに添うような形で釘くぎか何かを刺さしたような穴が一つ、二つ……。


　その瞬しゆん間かん、僕はすべてのカラクリを見み抜ぬいた。


　叔父を殺害した犯はん人にんは──。
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　　　　十一月二十三日　午前八時二十分　居い間ま







　居間には四人の容よう疑ぎ者しやがどこか落ち着かない様子で座すわっていた。彼らを見み張はっていた制せい服ふく警けい官かんも、森もり岡おか警けい部ぶ補ほの姿すがたも見えなかった。


「あれ？　由ゆ香か里り、森岡警部補は？」


「一いつ旦たん署しよに戻もどられましたけど」


「ああ、そう」


　署に戻って報ほう告こくでもするのだろう。僕にとっては好都合だ。戻ったとき、すでに僕ぼくの手によって事じ件けんが解かい決けつしたことを知ればどんな顔をするだろう。


「羽はね田ださんは今までどちらに？」


　小こ伊い木きが言った。


「ええ、ちょっと森岡警部補に許きよ可かをもらって現げん場ばを見せてもらっていたんですよ。


　それより──」


　僕は四人の顔を順に見回してから、次の一言を発した。


「──犯はん人にんが分かりましたよ」


　誰だれもが一様に「えっ!?」と短く叫さけび、それからあんぐりと口を開ける。


　中々快かい感かんだった。


　刑けい事じになってから、一度はこれをやってみたかった。


「犯人が分かった!?　本当ですか!?」


　真っ先に聞き返したのは、担たん当とう編へん集しゆうの佐鳥だった。


「ええ、分かりました。どうやって叔お父じを殺したかもね」


「だ、誰なんです、それは!?」


　僕は一呼こ吸きゆう置いて次の一言を発した。


「犯人はこの中にいますよ」


　僕がそう言った途と端たん、誰もが一様に「えっ!?」と短く叫び、不安げに周囲を見回す。


　結けつ構こう快感だった。


　刑事になってから、一度はこれもやってみたかった。


「は、羽田さん、もったいぶらずに言って下さい、一体誰が犯人なんですか!?」


　小伊木が言った。


「まあまあ、それは順を追ってお話しします。それより、まずはこれを見て頂いただけますか」


　僕はテーブルの上に一枚まいの紙を置いた。


「これは……先生の部屋の見取り図、ですか？」


　小伊木の疑ぎ問もんに、僕は頷うなずいた。


「叔父の死し因いんは頭部に刺ささっていたボウガン用の矢です。これは間ま違ちがいありません。


　また、叔父の使っていたファックスには、作業中の原げん稿こうが残ってました。佐鳥さん、これについては何か御存ぞん知じですか？」


「え、ええ。今朝の五時頃ごろに、編集部から先生宛あてに原稿が送られることになっていたんです。先生がその原稿に推すい敲こうを加えて再さい度ど送り返すことになってたんですが、それじゃないでしょうか」


「そうでしょうね。ところで、その原稿が今朝叔父宛に送られることを知っていたのはあなた以外に誰がいますか？」


　佐鳥は、左右を見回してから答えた。


「えーと、僕の他ほかには小伊木君と佐野君も知っていたと思いますが」


　思った通りだ。僕は解説を続けた。


「叔父の傷きずから流れ出た血けつ液えきは、すでに乾かわき始めていました。叔父の死し亡ぼう推定時じ刻こくはまあ午前五時半かそこらでしょう。正せい確かくな時間は司法解かい剖ぼうの結果を待たねばならないでしょうが」


　誰も異い議ぎを唱えようとはしなかった。


「その午前五時半頃ですが……。一いち応おう訊きいておきますが、皆みなさんにアリバイはありませんね？　おっと、怒おこらないで下さいよ、そんな早朝にアリバイなんてある方がおかしいんですから。僕にだってありません。


　ところで、犯人はどうやって叔父の頭に矢を撃うち込んだんでしょう？　それは簡かん単たんに分かりました。御存知の通り、叔父には武ぶ器きのコレクションという趣しゆ味みがありました。その中にボウガンが含ふくまれていたんです。


　そして、部屋のこの部分」


　僕は見取り図に示しめされている北東部分を指差した。


「ここには武器の飾かざられた棚たながあり、カーテンがかけられています。使用されたと思われるボウガンは、この棚の中にありました。


　そのカーテンには、一箇か所しよだけ穴あなが開いていたのです。穴の後ろの棚には、丁度ボウガンが一つ飾られていました。


　つまり、犯人はこのボウガンに矢を装そう塡てんしておき、叔父が机つくえに向かって仕事をしているのを見計らって、遠えん隔かく操そう作さでボウガンの引き金を引いたんです」


「な、なるほど」


　佐鳥が唸うなった。残りの三人は黙だまったままだった。


「羽田さん、一体どんなトリックが使われたんですか？」


「簡単です、ファックスを使ったんですよ」


「ファ、ファックス……!?」


「そうです。叔父が送られてくるファックス原稿に、チェックを入れている痕あとがありました。つまり、ファックスの受信中、叔父は机に向かっているわけです。


　そして……これを見て下さい」


　僕は居い間まに置いてあったファックス付きの電話を手で示した。家か政せい婦ふの老女に確かく認にんを求める。


「加か藤とうさん、これは叔父の書しよ斎さいにあるものと同じものですよね？」


「ええ、はい、確たしかに」


「こ、これで一体どうやってボウガンを撃うったと言うんですか？」


　一番弟で子しの小伊木が言った。


　僕は皆の不思議がる視し線せんを一身に集めながら、カパッとファックスのカバーを開けた。そこには細長いロール状のインクリボンがセットされている。


「犯はん人にんはこのインクリボンを使ったんです。これに紐ひもをくっつけ、ファックスを受信する。するとこのインクリボンが回転し、紐が巻まかれます。


　あとはその紐を本棚の裏うらを経けい由ゆさせてボウガンに巻きつけておけば──勝手に引き金が引かれます」


　僕の素す晴ばらしい推理に、感かん嘆たんのためか何も言えないでいる全員へ、僕は矢や継つぎ早ばやに次の証しよう拠こを示すことにした。


「証拠もあります。本棚の裏に、紐でこすったような痕があったんですよ。それに、釘くぎのようなものを刺した穴もありました。恐おそらく、その釘を経由させて棚に飾ってあるボウガンまで紐を張はったんでしょう。まあこの辺は鑑かん識しきが後で調べてくれるでしょうが」


「そ、それで……一体犯人は誰なんですか？」


　由香里が言った。


　もったいぶる時期はもう過すぎた。


「犯人は──」


　僕はその人物に人差し指をゆっくりと突つきつけた。


「──君だよ、由香里」


「えっ……！」


　ギクリとしたように由香里は顔を硬こう直ちよくさせた。全員の視線が集中する。


「このトリックを完成させるためには、一つ条じよう件けんがある。それは、誰よりも早く真っ先に現げん場ばに駆かけつけ、ボウガンに繫つないだ紐を外しておくことなんだ。


　今日の朝、僕が叔お父じの部屋の前まで来た時、中からゴソゴソ物音がしたんだ。だから僕は叔父は起きてるんじゃないかと思って部屋に入った。


　だけど、そこにいたのは死体を見て呆ほうけている君だけだった。恐らく君は、トリックに使った紐なんかの小道具を回かい収しゆうしてたんだろ。そこにたまたま僕が入ってきたものだから、慌あわてて死体を見て呆けているフリをしたんだ」


「ウ、ウソよ！　なんで私が先生を殺さなくちゃいけないんですか!?　そうよ、証拠でもあるっていうんですか？」


「証拠ならあるんだ」


　僕はゆっくりと首を横に振ふった。由香里の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。


「もし君が犯人なら、恐らくトリックに使った小道具をまだ持っているはずだ。処しよ分ぶんする時間なんてなかっただろうからね。それが言い逃のがれのできない証拠だよ」


「だ、だったら私を調べたらいいわ！　気の済すむまで調べてよ、服を脱ぬがされたって構かまわない。でも、私は絶ぜつ対たいにそんなもの持ってないんだから！」


「そうだろうね。さすがに僕も、君がずっと証拠を身につけたままだとは思わないよ。


　しかし、だ。


　死体を発見した後、僕はこの家にいた全員を居間に集め、警けい察さつが到とう着ちやくするまでずっと一いつ緒しよにいた。つまり、もし君が犯人だと仮か定ていすれば、トリックに使った証拠となるようなものを処分する時間もなかったはずだ。ただ一つの場所を除のぞいてね」


　僕は由香里の目を正面から見み据すえた。


　由香里はどきっとしたように視線をそらす。


「由香里。君のコートを見せてもらうよ」


「っ!!」


　彼女の表情が変わった。


　僕がハンガーに掛かけてあるコートに近づくと、慌てて僕を引き止める。


「ちょ、ちょっと修しゆう甲こうさん!?　やめて下さい、人のコートをどうする気ですか！」


「どくんだ、由香里。何も後ろめたいことがないのなら、コートを見せるぐらいなんでもないだろ？」


「で、でもっ……！」


　仕方なく僕は彼女を力任まかせに引き離はなし、ソファに押おし倒たおした。


　その隙すきにすかさず彼女のコートを手に取ると、手て袋ぶくろ代わりにハンカチで手をくるみ、ポケットの中に突っ込む。


「……あった」


　ポケットの中にあったものを皆みなに示しめす。


　皆が一様に息を飲んだ。
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　ごちゃごちゃに束ねられた紐と、数本の釘。


「さ、佐さ野の君……。君はなんてことを……！」


　佐鳥が声を絞しぼり出すように言った。


「ち、違ちがうわ！　それはちょっと部屋の模も様よう替がえをするために買っておいたものなの！　この事じ件けんとは全然関係ないわ！　それがトリックに使われたっていう証しよう拠こがどこにあるって言うの!?」


　由香里は取り乱みだしながら叫さけんだ。僕はそんな彼女を見て、落らく胆たんせざるを得なかった。


　もう少し知的な女かと思ったが、所しよ詮せんはこの程てい度どか。


「由香里。さっきも言ったけど、書しよ斎さいにあった本ほん棚だなの裏うらには、紐ひもでこすったような痕あとと釘くぎを刺さしたような穴あなが残ってるんだ」


　僕は彼女のポケットから出てきた紐と釘を彼女に見せ付けた。


「この釘をあの穴に刺せば、恐らくぴったりと収おさまるだろう。


　それから僕はこの紐を鑑識に預あずけるつもりだ。本棚の裏にたまってるホコリと同じ成分が、この紐にもついていないかとね」


「……あ……ああっ……！」


　由香里はがっくりとソファに座すわり込んだ。その双そう眸ぼうから涙なみだが溢あふれ出す。


　もはや言い逃れはできないと感じ取ったのだろう。


「さすが修甲さん、ですね……。全部その通りです、トリックの仕掛けから全部……」


「そ、そんな……！　な、なんで先生を殺したりしたんだ！」


　小伊木が彼女に詰つめ寄よろうとしたが、僕はそれを手で制せいし、代わりに尋たずねた。


「由香里。僕にもまだ一つだけ分からないことがある。君は一体なぜ叔父を殺したんだ？」


　由香里は涙に濡ぬれた顔を上げて叫んだ。


「先生は、私達の作品を盗とう作さくしていたんです」


「な、なんですと!?」


　佐鳥が悲鳴を上げた。


　なるほど、そういうことだったのか。


「先生は私や小伊木さんをいつも指し導どうしてくれました。私はともかく、小伊木さんの小説は誰が見てもプロとして通用するものだったわ。それでも、先生はいつまでたっても小伊木さんをデビューさせようとはしなかった……。


　私、不ふ審しんに思って調べてみたんです。そうしたら、私達の知らないところで出しゆつ版ぱんされていた先生の本に、私や小伊木さんが考えたネタが勝手に使われてて……」


　泣き崩くずれる由香里。


「じゃ、じゃあ先生に脅きよう迫はく状じようを出したり、危き険けんな目に遭あわせたのも……？」


　佐鳥が声を震ふるわせながら尋ねた。


　そして由香里がゆっくりと頷うなずくのを見ると、佐鳥はどっかりとソファに座り込んだ……。


　唐とう突とつに提てい示じされた衝しよう撃げきの事実を前に、もはや誰も何も言おうとはしなかった。


　これが事件の真相というわけだ。


　僕ぼくは腕うで時計を見た。まだ九時前。事件が発覚してから三時間と経たっていないスピード解かい決けつ。それができたのも、すべて僕がこの場にいたから、というわけだ。


「羽田さん、何かあったんですか？」


　声のした方を振ふり返ると、森岡警けい部ぶ補ほの姿すがたがあった。


　僕は泣きじゃくる由香里を親指で指し示した。


「全すべて明らかになりましたよ。彼女が自白しました」
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　　　　十一月二十三日　午後六時三十二分　山やま鹿しか法ほう律りつ事じ務む所しよ







『──では、次のニュースです。


　今朝、作家の中なか島じま光みつ弘ひろさんが殺害されるという事じ件けんがありました。


　殺害されたのは中島光弘さん四十八歳さいで、幅はば広ひろいジャンルの小説を書く作家として知られています。


　事件があったのは中島さんの自じ宅たくで、殺害したのは中島さんから作家としての指し導どうを受けていた十七歳の少女ということで、関係者を驚おどろかせています。


　また、中島さん殺害の際さいにはミステリー小説ばりのトリックが用いられたとのことでしたが、偶ぐう然ぜん現げん場ばに居い合あわせた警けい察さつ官かんの手により、事件はわずか半日という迅じん速そくさで解かい決けつされ、逮たい捕ほされた少女も、すすんで犯はん行こうを自じ供きようしているとのことで──』


　テレビのアナウンサーが淡たん々たんと語る。


　殺人事件だ。それも地元で。


　本来なら俺おれの出番かと期待を抱いだくところだ。しかし、犯人が犯行を自供しているとなれば俺の出る幕まくではない。


　俺は早々に興きよう味みを失うと、雪ゆき奈な手作りの夕食に舌した鼓つづみを打つことに専せん念ねんした。


「……何もあそこまでしなくてもいいのに」


　一いつ緒しよに食事をしていた雪奈のハシが口にくわえられたまま止まっていた。何かと思い、俺もチラリと画面を見やると、頭からジャケットを被かぶせられた犯人とおぼしき人物が、無数のカメラのフラッシュに照らされ、歩かされていた。なるほど、顔こそ隠かくされているものの、十七歳の少女がこんな見世物にされているとなれば、同どう情じようの一つも買うだろう。


　とはいえ、俺に言わせれば所しよ詮せん自じ業ごう自じ得とく、こんな目に遭あいたくなければ人殺しなんてしなければいいだけの話である。


　俺は再さい度ど興味を失うと、飯をかきこむ作業に戻もどった。


「あら？　ねえ善ぜん行こうさん、犯人の横にいるあの人、ひょっとして……」


　雪奈が画面を指で指し示しめした。


「ん？……げっ！」


　俺は思わずハシを取り落としそうになった。


　犯人にジャケットをかぶせて歩かせている人物。


　それは、羽はね田だ刑けい事じだった。


　羽田は報ほう道どう陣じんに道を空けるよう怒ど鳴なっているようだったが、その顔にはいかにも満足げなものが漂ただよっており、まるでカメラに向かって「こいつは僕が逮捕したんだぞ！」と大声で主しゆ張ちようしているかのようだった。
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　その面ツラを見ていると、数日前の出来事が思い出される。人のデートの邪じや魔まをしやがったあの憎にくたらしい面。


　俺は即そく座ざに決心した。


「雪奈、これ食い終わったら今日はもう一仕事だ」


　彼女は俺の言葉の意味をすぐに悟さとると、ぐっと小さく拳こぶしを握にぎり締しめた。


「それでこそ善行さんです！　がんばりましょう！」


　……驚かれると思っていた俺は、思わず面食らってしまった。


「雪奈、止めないのか？　犯人は自白してるんだぞ？」


「そんなこと分からないじゃないですか。あの子が言った言葉を、勝手に警察が自白と思い込んだだけなのかもしれませんよ？」


「……まあそうなんだがな」


　まさに俺が説明しようとしていたことを、雪奈はすでに考え付いていた。


　彼女は一度殺人の濡ぬれ衣ぎぬを着せられたという経けい験けんがあるためか、こういう時は警察やマスメディアに騙だまされない考え方ができる。まさに俺の秘ひ書しよにふさわしい……というのは言い過すぎだろうか。


　さて。


　今回は、向こうから弁べん護ごの依い頼らいを受けたわけではない。こちらからの押おしかけだ。


　となると、早いうちに連れん絡らくをとっといた方がいい。俺は夕飯を早々に終えると、地元のとある組織に電話をかけた。


『はい、弁護士会ですが』


　事じ務む的な声が聞こえてくる。どこか機き嫌げんが悪そうなのは、土曜日にこんな時間まで仕事をさせられているからに違ちがいない。


「会長か副会長に代わって欲ほしいんだが」


『副会長でしたらいらっしゃいますが……。失礼ですが、どなたでしょう？』


「弁護士の山鹿だ」


　はっと息を呑のむ音が聞こえた。


　刑事裁さい判ばんでは負け知らず、常じよう勝しようの代だい名めい詞しである俺の名を知らない法ほう曹そう界かい関係者はこの国には存そん在ざいしない。


『……お待ち下さい』


　十秒ほど何かのメロディが流れた後、


『貴き様さまっ！　どの面下げてこんな時間に私を呼よび出した!?』


　これがこの県の弁護士会副会長なのか──と疑うたがうような礼れい儀ぎのなっていない言葉が飛び出してくる。


　弁護士会副会長、竹たけ田だ博ひろ人ひと。


　不ふ真ま面じ目めな高こう齢れいの会長に代わって弁護士会の仕事を黙もく々もくとこなす、クソと形けい容ようしたいほどのマジメ人間である。


「よお、副会長。元気そうでなによりだ」


『黙だまれ黙れ黙れぇ！　自分の好きな事じ件けんしか引き受けない上に、裁判では一ひと波は乱らん起こさんと気が済すまないへたれ弁護士めが！　お陰かげで後始末にどれだけ私が苦労してるのか分かっているのか!?』


　言いたい放題である。


　いっそこの会話を録音して名めい誉よ毀き損そんで訴うつたえてやろうかと思ったが、残念ながら心当たりがまったくないわけでもないのでまあ見み逃のがしてやることにした。


「だから今までの行いを反省してこうして電話してやってんだ。ひとつ落ち着いて俺の話を聞いてくれないか？」


『抜ぬけ抜けとよく言う……！　まあいい、こうしてる時間も惜おしい、さっさと用件を言え！』


「テレビで見たんだが、十七歳さいの女が作家を殺したって事件があっただろ。その女に会った弁護士ってもういるのか？」


『……いや、まだいないが』


「なら丁度いい。相談も国選弁護も俺が引き受けてやりたいんだが、どうだ？」


『…………』


　竹田は何も答えなかった。どうせ俺の真意を疑っているに違いない。


『貴様、また何か変なことを企たくらんでいるんじゃないだろうな』


　当たりである。だが、もちろんそんなことはおくびにも出さない。


「とーんでもない。最近ようやく社会に奉ほう仕しする喜びを知っただけさ」


『…………』


　やはりというか、クソマジメな副会長は俺の真意を疑っているようだった。


『……まあいいだろう。あの少女への警けい察さつの対たい応おうは弁護士会でも少々議ぎ論ろんになっていたところだ。それに、確たしかに殺人事件の弁護なら貴様の得意とするところだ、どこからも文もん句くは出るまい。必要な部ぶ署しよには私から連絡しておく、直ちに留りゆう置ち所じよへ赴おもむけ』


「そうこなくっちゃ。まあ任まかせとけ」


『ただしっ!!』


　竹田は思わず受話器を耳から遠ざけたくなるほどの声で付け加えた。


『厄やつ介かいごとは起こすんじゃないぞ！　普ふ通つうに、いいな、普通に弁護しろ！　分かったな！』


　ガチャンと乱らん暴ぼうに電話は切られた。


　短気な副会長である。あと五秒待ってくれれば、俺もこう断ことわっておくことができたのに。


　それは無理だ、と。







　　　　十一月二十三日　午後七時十二分　留置場面会室







　強化プラスチックによって隔へだてられた椅い子すに座ったその少女──佐さ野の由ゆ香か里りは、多少憔しよう悴すいしている様子はあったが、それでもあと五年も経たてば知り合いの探たん偵ていが感かん嘆たんの口笛を吹ふくであろう容よう姿しの持ち主だった。


　今回の面談では、一つ厄介なことがある。この少女の要望で雇やとわれている訳わけでもないので、敬けい語ごを使わなくちゃいけないだろうなー、ということである。


「はじめまして。私は弁護士の山鹿善行と申します。こちらは秘書の水み澄すみ雪奈です」


　自分で言ってても思わず背せ筋すじがゾーっとするような言葉遣づかいで挨あい拶さつする。影かげ野のや皐さ月つきがこの場にいたら、こらえきれずに吹き出していたに違いない。


　はじめまして、と隣となりに座っている雪奈も会え釈しやくした。普段着だった上に若わかいので秘書には見えないかもしれないが、佐野もあまり気にしている様子はなかったのでまあ問題ないだろう。


　佐野はこの突とつ然ぜんの面談に当初からあまり気乗りしていない様子だったが、俺が名を名乗った辺りから興きよう味みを持ち始めたようだった。


「あなたがあの有名な山鹿弁護士……？」


　これだ。影野や皐月辺りに聞かせてやりたいようなセリフである。


　俺は顔がにやけるのをなんとかこらえ、佐野の疑ぎ問もんに応こたえた。


「有名かは知りませんが、山鹿なんて名前の弁べん護ご士しは私しかいないでしょうね」


「お名前はうかがってます。未いまだに刑けい事じ裁さい判ばんで負けたことのない弁護士だって。


　でも、そんなあなたがなぜ私のところなんかに……？」


「なに、単なる偶ぐう然ぜんです。この国には当番弁護士という制せい度どがありましてね。簡かん単たんに説明すると、刑事事件で逮たい捕ほされた人のために、我われ々われ弁護士が無料で法ほう律りつ相談に乗ってあげようという制度なんです。それがたまたま今日私の当番だったというわけで」


　俺が当番だったというのはウソだが、当番弁護士という制度自体は本物である。


　ちなみに、俺はこれまでマトモに当番弁護士を務つとめた覚えがない。なぜなら俺は風か邪ぜを引きやすい体たい質しつで、その上しょっちゅう親しん戚せき縁えん者じやが危き篤とくになるためである。祖そ父ふなんてもう四、五回は死んだ。


　佐野が俺の言葉に疑問を抱いだいた様子はまったくなかった。


「なるほど、そうでしたか。でも……私の事件のことは御存ぞん知じですか？」


「ええ。ニュースで少し耳にした程度ですが」


　佐野は自じ嘲ちよう気味にため息を吐ついた。


「なら、私はもう自分の罪つみを認みとめてるってことも御存知ですよね。折せつ角かく来て頂いただいて申し訳ありませんが、私は別に弁護士に相談することなんてないんですが……」


「そんなことはありません。


　誰だれにだって弁護を受ける権けん利りはあるし、たとえ人を殺したとしても、理由や状じよう況きよう如何いかんでは刑が減げん刑けいされることだってあります」


「それは知っています。ですけど、私は人を殺したんです。それは動かしようのない事実なんです。だから私は、潔いさぎよく罰ばつを受けようと思ってるんです……」


　何悟さとったようなことをほざきやがるんだ、このガキは。


　俺は椅子に浅く座り直し、ふんぞり返って腕うでを組んだ。


　下手に出る時期は終わった。もうこの口調も限げん界かいだ。


「あんた、まだ十七だろ？　これからが人生の一番楽しい時期だってのに、それをそんなにあっさり棒ぼうに振ふっちまっていいのか？」


　急に俺が口調を変えたからだろう、佐野ははっとしたように俺を見たが、すぐにうつむいてしまった。


「……いいんです。覚かく悟ごはできてますから」


「まあそう言うなよ。あんたまさか、自分が未成年だからそれほど重い刑は喰らわずにすむなんて思ってるんじゃないか？」


　一いつ瞬しゆん表ひよう情じようが硬こう直ちよくしたのを俺は見み逃のがさなかった。


「甘あまいぜ、そんな見通しは。最近じゃ未成年者への風当たりはますます強くなってる。終身刑と死刑こそないだろうが、下手すりゃ十年は臭くさい飯を食うことになる。それでもいいのか？」


　佐野の顔には目に見えて逡しゆん巡じゆんしている様子がうかがえた。


　俺はふてぶてしいほど落ち着いた態たい度どを作り上げ、佐野の次の言葉を待った。あとは本人が勝手に納なつ得とくして俺に助けを求めるか、十年後に後こう悔かいするかのどちらかである。


「……私みたいな状況にある人間でも、刑を軽くすることはできるんでしょうか」


　どうやら前者を選んだようだった。


「もちろんだ。さすがに正当防ぼう衛えいを主しゆ張ちようするのは無理かもしれないが、反省している様子を見せて刑を軽くする方法だってある。


　そうだな、もしあんたにその気があるんなら、事じ件けんの詳しよう細さいをあんたの口から教えてくれないか。何か減刑のネタになるようなことが見つかるかもしれないしな」


「……分かりました。でも、ニュースで聞いたことばかりだと思いますよ？」


　それでも構かまわないと俺が促うながすと、佐野はポツリポツリと事件のあらましを語り始めた。





　ことの始まりは、数か月前にさかのぼる。


　殺された作家、中島光弘は小説家志し望ぼうだった佐野由香里の恩おん師しでもあった。佐野は機会があるごとに中島の別べつ荘そうに泊とまり込み、小説の指導を受けていたという。


　しかし、中島はいつまで経っても佐野をデビューさせる気がなく、それどころか裏うらでとんでもないことをしていたのだ。


　弟で子しの作品の盗とう作さくである。


　中島には彼女の他ほかにもう一人弟子がいたのだが、その二人の書いた作品から巧たくみにネタを盗ぬすみ、自らの作品に流用していたというのだ。


　そのことを知った佐野は、中島に殺意を抱いた。


　そして昨日。


　たまたま一人の客人が中島の家を訪おとずれた。中島の甥おいで、現げん職しよくの警けい察さつ官かんだという。


「なあ。ひょっとしてその警察官って、羽田とかいう名前じゃなかったか？」


「え……？　ええ、そうです。よくご存知ですね」


「……続けてくれ」


　夕食後、中島はその甥と話し込んでしまった。


　佐野は、かねてから抱いていた計画を実現させるため、中島が羽田刑事との会話に夢む中ちゆうになっている間に彼の部屋へ忍しのび込み、あるトリックを仕し掛かけたのだ。


　中島は古今東西の武ぶ器きを集めるのが趣しゆ味みだった。その中にはボウガンも含ふくまれていた。


　彼女は、編へん集しゆう部ぶから中島宛あてにファックスで原げん稿こうが届とどけられることを知っていた。


　ファックスには、文字を印刷するための細長いロール状のインクリボンが内ない蔵ぞうされている。ファックスを受信すると、そのインクリボンが印刷用紙に押おし付けられ、文字が印刷される。そしてファックスの受信に伴い、そのインクリボンは回転する。


　佐野は、インクリボンに一本の紐ひもを巻まきつけた。その紐は、部屋の隅すみに置かれていた本ほん棚だなの裏を経けい由ゆし、目立たない場所に置かれていたボウガンの引き金に繫つなげられた。


　翌よく日じつ、すなわち今日の早朝午前五時半頃ごろ、中島の元に編集部よりファックスが送られる。


　ロール状のインクリボンは回転を始め、それに併あわせて巻かれた紐が引っ張ぱられる。やがてその紐はボウガンの引き金を引っ張り──発はつ射しやされた矢が、届いたばかりの原稿に目を通していた中島の頭部を貫つらぬいたのだ。


　同日朝六時過すぎ、佐野はトリックに使用した小道具──紐と、紐を本棚の裏へ経由させるために使った釘くぎ──を回かい収しゆうするため、中島の部屋へ入った。


　だが、そこで道具を回収している時、一つのアクシデントが起きた。突とつ然ぜん部屋がノックされたのである。


　佐野は慌あわてて使用した道具をポケットに放り込み、中島の死体を見つけて呆ほうけているフリをした。間かん髪はつ入れず、部屋にある人物が入ってきた。羽田刑事である。


　羽田は中島の死体を見つけるなり、刑事らしく迅じん速そくに動いた。


　中島の部屋から佐野を連れ出し、当時家にいた住人を全員居い間まに呼よび集め、警察へ通つう報ほうしたのだ。


　やがて警察が到とう着ちやく、家は警察官で溢あふれかえった。そのため、佐野には証しよう拠ことなる道具を処しよ分ぶんする時間がなかった。せいぜい居間にかけてあった自分のコートのポケットへそれをしまいこむのが精せい一いつ杯ぱいだった。


　そんな時、羽田刑けい事じが動き出した。


　事件を担たん当とうしていた所しよ轄かつ署しよの刑事──森もり岡おか吉よし男お──に、同じ殺人課の刑事として、捜そう査さに協力したいと申し出たと言うのだ。これが許きよ可かされ、羽田刑事は一人捜査を開始。


　それから一時間もしない内に、羽田刑事は全員が集まっている居間に戻もどってきた。


　ホコリまみれの本棚の裏に釘を刺さした穴あながあったこと。同じく、紐を張り巡めぐらせた痕あとが残っていたこと。


　羽田刑事はこれらの証拠から、ファックスを使ったトリックを見み破やぶり、そしてこう切り出した。


　このトリックを行うにはある条件が必要だった。編集部からファックスがあることを知っており、かつ中島が死し亡ぼうした後、誰よりも早く現場に到着出来ることである。


　そしてその疑いは、死体の第一発見者である佐野由香里に降りかかった。


　しかし、それらはすべて推すい測そくであって、彼女を犯行と結びつける直ちよく接せつ的な証拠はない。ところが羽田刑事は、事件発生後、佐野が物を隠かくし得るような場所は一箇か所しよしかないことに気付いていた。それは、居間にかけてある彼女のコートだった。


　羽田は佐野の制せい止しを振ふり切り、コートのポケットを探さぐった。そして、彼女が隠した紐と釘を見つけ出したのだ。


　羽田はその紐に付着しているホコリと本棚の後ろにたまっているホコリの成分を調べると宣せん言げん、もうこれ以上隠すのは無理だと判はん断だんした佐野は、犯行を自じ供きよう──





「──そして逮たい捕ほされました」


　なるほど。思った通り、あの羽田刑事らしいやり方だ。


　俺おれはほくそえんだ。羽田刑事に借りを返す絶ぜつ好こうの機会である。


「なあ、一つ確かく認にんしておきたいんだが、羽田刑事はあんたの制止を振り切って強ごう引いんにコートを調べたんだな？」


「ええ、そうですけど」


「それから、逮捕された？」


「そうです」


　これなら勝てる。俺はそう直感した。


「佐野さんよ。あんた、国選弁べん護ごって制度のことは知ってるか？」


「国が雇やとってくれる無料の弁護士……でしたっけ。ドラマか何かで聞いたことはありますけど」


「ああそうだ。この国じゃ、刑事裁さい判ばんを受ける者には誰であれ弁護士を付けることになってる。特に被告人が未成年ともなれば、弁護士がいない限かぎり絶対に裁判は始まらないだろうな。


　話を聞いてる限り、あんたは自分で弁護士を依い頼らいするつもりはなさそうだ」


　佐野はうつむいたまま何も答えなかった。つまり肯こう定ていの意なのだろう。


「なら、俺が国選弁護人を務つとめさせてもらおう。どうせ誰かがやらなきゃならないわけだ、俺がやっても同じだろ？」


　佐野は驚おどろいたように顔を上げた。


「私は自分の罪つみを認みとめているんですよ？　そんな私なんかの弁護を引き受けたら、折せつ角かくのあなたの経けい歴れきに傷きずが──」


　俺は佐野の言葉を遮さえぎった。


「それはあんたの知ったことじゃない。さっきも言ったが、誰かがあんたの弁護を引き受けなきゃならん。それがたまたま俺だったというだけの話だ。俺にとっちゃ、経歴なんざどうでもいいことだしな」


　自分のセリフに我われながら惚ほれ惚ぼれする。雪奈を連れてきて良かったと心底思う。


　この場に皐月がいたら間かん髪はついれずにこう言っただろう。「ウソつき」と。


「……分かりました。じゃあよろしくお願いします」


「ああ、任まかせておけ。ただ、これだけは言っておくぞ。


　弁護を引き受けたからには、俺は弁護士としての義ぎ務むを果たさなきゃならん」


「……義務、ですか？」


「弁護士には自分の依頼人のために可か能のうな限り便べん宜ぎを図はからなきゃならないって義務があるんだ。簡かん単たんに言えばできる限りあんたの刑を軽くしてやらなきゃならんってだけの話さ。ま、あんたにとって悪いことじゃない」


「はあ……。分かりました、お任せします」


　佐野はそう了りよう承しようした。


　知る由よしもないだろうが、弁護士の義務は彼女が考えているほど簡単なものではない。確たしかに俺は弁護士として、彼女の刑を出来る限り軽けい減げんさせなければならないという義務を負うことになった。それは、たとえ本人の意向を無む視ししてでも履り行こうしなければならないのだ。


「あの、佐野さん」


　唐とう突とつに雪奈が言った。


「一つだけ疑ぎ問もんだったんですけど、なんでわざわざ警けい察さつの人が来ている時に、その、殺人を……？」


「……ただの偶ぐう然ぜんです。トリックを仕し掛かけられるタイミングがあったのはその日だけだった、ただそれだけです」


　目が泳いでいる。顔がさらに沈しずみがちになった。おまけに、答えるのにわずかな間があった。


　今のはウソだ。


　たかだか十七歳さいのガキが、歴戦の刑けい事じ弁護士である俺にそんなウソが通じるとでも思っているのだろうか。


　しかし、今のがウソだったとすると、雪奈の疑問は確かに頷うなずける。なぜわざわざ刑事がいる時に殺人なんてしでかしたのだろうか。


　とはいえ、本人がこう言っている以上、問いただしたところで答えは返ってこないだろう。こうなったら知り合いの探たん偵ていを使し役えきして調ちよう査ささせるだけである。








「あの人、やっぱり人を殺しちゃったんですね……」


　帰りの車の中で、助手席の雪奈が言った。


「さあな。俺が見てたわけじゃないからなんとも言えないが」


「それは確かにそうですけど……噓うそをついてるようにも見えませんし……」


「…………」


　自分より年下の、あの少女が殺人を犯おかしたなどと信じられないのだろうか、雪奈はどこか沈み気味だった。


　こうなると、俺も声のかけようがない。話を聞いた限りでは、間ま違ちがいなくあの少女は殺人者なのだから。


「でも、やっぱり善行さんってすごいんですね。自分の経歴を傷つけてまで、弁護をしてあげるなんて」


　雪奈が声をいくぶん明るくして言った。雰ふん囲い気きを暗くしてしまったことを気にしているのかもしれない。


「なに、弁護士として当然のことさ」


　影野がいなくて良かった。もしヤツがこの場にいたら、なんら躊ちゆう躇ちよすることなく「噓つけ」という無ぶ粋すいな突つっ込みを入れてきただろう。


「ただな、雪奈。


　俺だってそう簡単に今の連勝記録をストップさせるつもりなんてないぜ？　それどころか、記録を一つ伸のばすつもりでいるんだからな」


　雪奈は三秒かけて俺の言葉の意味に気付いた。


「ひょ、ひょっとして……善行さん、今回も無む罪ざいを狙ねらってるんですか!?」


　俺はニヤリと笑った。


「俺は無敗の弁護士だぜ？　これまでも、そしてこれからもな」


　雪奈は感かん嘆たんのまなざしで俺を見た。


　とはいえ、雪奈の手前そうは言ったものの、今回はちょっと無罪は厳きびしいだろうなあ、というのが正直なところだった。


　まあいい。今回の目的は、羽田刑事に吠ほえ面づらかかせてやることにあるのだから。
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　　　　十一月二十四日　午後零れい時じ三十二分　山やま鹿しか法ほう律りつ事じ務む所しよ







　日曜日であるにも拘かかわらず、我わが山鹿法律事務所は営えい業ぎよう中ちゆうである。と言っても、俺おれの場合は事務所に住んで生活しているのだから、家に居るついでに営業中と銘めい打うっているだけの話だが。おまけに現げん在ざいはすでに事じ件けんを一つ抱かかえているため、たとえ新しい依い頼らい人にんが来たところで断ことわるだけだろう。


　ただ、平日の日中なら俺しかいないはずの事務所も、今日は普ふ段だんの三倍もの人であふれていた。……と言っても三人だが。


　俺と雪ゆき奈な、それから俺が刑けい事じ弁べん護ごを受け持った場合に、俺の手となり足となりあくせく調ちよう査さにいそしんでもらうことになっている私し立りつ探たん偵ていの影かげ野の英えい治じである。


　普段なら、この上さらに皐さ月つき伊い予よという俺の事務所に不法侵しん入にゆうしてくる中学生のガキが加わるのだが、この土日は旅行だとかで来ないことになっている。良いことだ。


　雪奈は休日だと大学が休みになるので昼間から俺の事務所へ来てくれるのだが、彼女の作る昼飯に釣つられて、ハイエナのように影野や皐月が寄よってくるという構こう図ずである。せっかく雪奈と二人きりになれるチャンスだというのに。


　ハエとかハイエナとかいうものは、どれだけ追い払はらっても懲こりずに何度も何度もやってくるものらしい。俺としては即そく座ざに門前払いにしたいところなのだが、ハイエナだけに人間の言葉で「出て行け」と言っても理り解かいする連中でもなく、おまけに雪奈までが「ご飯食べていって下さいね」などわざわざ人数分の食事を用意するものだから、向こうもまったく遠えん慮りよすることなく飯をかっ食らっていく。いつか馬に蹴けらせて半殺しだ。


「……というわけで、事件を引き受けることになった」


　三人での食事を終えてから、俺は昨日世間を騒さわがせた殺人事件の弁護を引き受けたことを影野に話した。


「どうすんだ、犯はん人にん自白してるんだろ？　それも大おお勢ぜいの前で。どうやったって無む罪ざいにすることなんか不ふ可か能のうに思えるんだが」


　意外そうに影野が言った。


「ところがそうでもないのさ」


　俺はニヤリと笑った。途と端たんに影野がいぶかしむような視し線せんを送ってくる。


「……またなんか悪いことを考えてる面ツラだな、それは」


　余よ計けいなお世話である。


「自白してる人を無罪にできるような方法があるんですか？」


　雪奈が言った。


「ああ、ないことはないんだ。裁さい判ばんじゃこういう法ほう則そくがある。〝違い法ほうに収しゆう集しゆうされた物件は、裁判で証しよう拠ことして採さい用ようされてはならない〟ってな」


　通つう称しよう、〝違法収集証拠排はい除じよ法則〟。


「違法に収集って……。どういうことですか？」


　雪奈がキョトンと首を傾かしげる。俺は再さい度どニヤリと笑った。


「ま、それは裁判が始まってからのお楽しみだ。そんなことより影野、そういうわけだから頼たのんだ」


「……何をどう頼んだと言うんだ、お前は」


「事じ情じようは大体話しただろ、とにかく佐さ野の由ゆ香か里りって女と、事件当時別べつ荘そうにいたやつら全員の関係を調べ上げろ」


「…………」


　影野の顔には不満の色がありありと浮うかんでいた。


「おい影野、さっきから嫌いやそうな顔しやがって。飯も食わせてやったんだ、一体何が不満なんだ？」


「うるせえっ！　珍めずらしくお前が雪奈ちゃんの昼飯食わせてくれるっつーから来てやったものの、全部食い終わってからしたり顔で仕事押おし付けやがって！」


　俺はニヤリと笑った。


「何を言ってるんだ影野君。働かざる者食うべからずって言うだろ、今回はその順番が逆ぎやくだっただけさ。さあ、後は働くだけだ。また晩ばん飯めしも食いたいだろ？」


「てめえってやつは……。大体、作るのはてめえじゃなくて雪奈ちゃんだろ！　俺のことよりも雪奈ちゃんの手間を考えてみろよ！」


「私は大だい丈じよう夫ぶですよ、一人とか二人分増ふえるぐらいでしたらしょっちゅうですし、それほど大変でもないですから」


「…………」


　さすがの影野も天然──もとい純粋な雪奈の言葉に二の句くが継つげなかった。さすが雪奈だ。


「山鹿、ちょっと来い」


「……なんだよ」


　影野は俺を窓まど際ぎわに連れ出すと、雪奈には聞こえないよう小声で言った。


「いいか、ペテン弁護士。調査ってのは安いもんじゃねーんだ。探偵一人を一日雇やとう相場がいくらか知ってんのか？　とてもじゃねえが、飯の一食や二食でまかなえる額がくじゃねーんだよ」


　俺は負けずに言い返した。


「いいか、ヘボ探偵。飯代ってのは安いもんじゃねーんだ。飯一食ぐらいならたかがしれてるが、これが毎日昼や夜食わせてやるとなるとどれだけになるのか知ってんのか？　それに雪奈の手間賃ちんも含ふくめりゃ、これぐらいの調査費用じゃアシが出るだろーよ」


「……前から知ってたが、お前はそういうヤツだ」


「なら諦あきらめろ。なーに、今回の事じ件けんは単たん純じゆんだ、犯人がすでに判明してるんだからな。お前に頼みたいのは、現げん場ばに居い合あわせた人間の調ちよう査さだけだ。それだって警けい察さつが大体済すませてるだろ。その報ほう告こく書しよでも掠かすめ取ってくりゃいいんだ。お前、殺人課の刑けい事じに知り合いがいるんだろ？」


「確たしかにいるが、そいつを動かすのだってタダじゃねーんだ。おまけに今回は所しよ轄かつ署しよが違ちがう。ちっとばかし高くつくに決まってる」


「そうか、それは大変だな。ま、頑がん張ばってくれ」


「他ひ人と事ごとみたいに言ってんじゃねえ！　受けてやるから、せめて三枚まいだせ。それが最低条じよう件けんだ」


　俺はニヤリと笑った。


「二枚だ。それがイヤなら、二度と雪奈の手料理は食えねえと思え」


「……いつか詐さ欺ぎ罪ざいで警察に突つき出してやる」


　俺は愚ぐ図ずる影野の手に、繊せん細さいな絵が描えがかれた紙切れを二枚押し込んだ。


　これで契けい約やくは成立というわけだ。


「っておい！　これ二千円札じゃねーか！」


「二枚っつっただろ。言われた通り渡わたしたじゃねーか」


「アホか、万札だ万札！」


「万札よりそっちの方がレアだぞ」


　──俺の言い分は却きやつ下かされ、結局、二万円を払はらわされることになった。


　影野との契約が済むと、俺は昼飯の後あと片かた付づけをしている雪奈に言った。


「雪奈、俺はこれから初回出頭だ、裁さい判ばん所しよに行ってくるから事じ務む所しよを頼む」


「でも、今日は日曜日ですよ？　裁判所ってやってるんですか？」


　雪奈は驚おどろきを隠かくせないようだった。まあ無理もない。これも数年前では考えられないことだったのだが、陪ばい審しん制せい度どの導どう入にゆうに伴ともない、審理を短期間に終しゆう了りようさせ、陪審員の負ふ担たんを少しでも減へらすためにと土日の営えい業ぎようも決まったのだ。


「ま、そういうことだから頼む。夕方には戻もどれるはずだからな。影野、お前の方も夕方までになんとかしといてくれ」


　影野はもはや何も言おうともせず、疲つかれたように「へいへい」と首を縦たてに振ふった。







　　　　十一月二十四日　午後一時五十五分　地方裁判所第二法ほう廷てい







　考えてみると、今月は妙みように忙いそがしかった。


　この裁判所で事件を受け持つのは今月に入ってこれで三度目だ。一度目は窃せつ盗とう事件、二度目は殺人事件だった。場所もこの第二法廷だった。


　ところがそれから半月と経たたない内に、また同じ場所で殺人事件を扱うハメに。まったく、俺のような有名な弁べん護ご士しになると忙しくて仕方がない。


　その上今回は国選弁護人として働いているため、報ほう酬しゆうも非ひ常じように安い。どこぞの弁護士会副会長や皐月などは、俺のことを怠たい慢まん弁護士やらヘタレ弁護士などと呼よばわるが、実じつ際さいに俺ほど社会に貢こう献けんしている弁護士が他ほかにいるだろうか？　いや、いないだろう。


　しかし──。


　検けん察さつ側の席に座すわっている人物を見て、俺はいささか気が滅め入いるのを感じた。


　堀ほり内うち健けん一いち検事。背せが低い中年の検事だ。チビ検事と俺は呼こ称しようしている。


　前ぜん述じゆつした二度の裁判で、身の程ほど知らずにも俺の前に立ちはだかった検察官でもある。無む論ろん、こんな男では俺の障しよう害がいとはなり得ず、いずれの裁判でも俺がけちょんけちょんにのしてやったのだが。


　チビ検事は、俺の方をどこかいぶかしむように睨にらんでいる。無む視しするのは簡かん単たんだったが、とりあえず〝礼れい儀ぎ正しい弁護士〟を自負している俺としては、あんなやつにも挨あい拶さつぐらいはしてやるべきだと判はん断だんする。


「よー、堀内検事。二週間ぶりだな？　まだ左さ遷せんもされてないようだし、元気そうでなによりだ」


　すると堀内検事は、少なくともうわべだけは平静を装よそおいながら、


「ふ、ふん。貴き様さまに心配される筋すじ合あいではないわ。それより貴様、今回の事件では被ひ告こく人にんが罪つみを自白しておるのだぞ？　いくら貴様でも無罪にすることなど出来まい。なぜこの事件を引き受けた？」


「ふん、貴様に心配される筋合いではないわ」


　俺は堀内の口調をマネして言い返した。もっとも、自分でもあまり似てるとは思わなかったが。


　馬ば鹿かにされたと思ったのか、堀内の顔が赤くなる。


「まさか今回も無罪が勝ち取れると思っているのではあるまいな!?　だとしたら思い上がりもはなはだしいわ。今度こそは貴様の経けい歴れきにドロを塗ぬってやるから覚かく悟ごしておけ!!」


「そんなに目くじら立てるなよ。なーに、俺ももうあんたら検察官どもを相手に充じゆう分ぶんな連勝記録を稼かせがせてもらった。この辺で少しは謙けん虚きよになって、あんたらに花の一つでも持たせてやろうと思ってるだけさ」


　こんな誠せい意いのこもった言葉があるだろうか。俺に連敗記録を更こう新しんさせられ続けている検察側に、敢あえて負けてやろうと言っているのだ。感かん謝しやこそされ、うらまれる筋合いなどまったくない。


「…………」


　しかし堀内ときたら、まるっきり俺の言葉なんぞ信用してない様子で、黙だまって俺を探さぐるように睨むだけだった。


　まあ実際のところ、今回もまた俺はどでかい爆ばく弾だんを用意してこの裁判に臨のぞんでいるわけだから、堀内のその態たい度どはある意味正しいとも言える。


　と、その時。


　法廷の隅すみにあるドアが開かれ、黒い法ほう衣いに身を包んだ一人のおっさんが入ってきた。今回の裁判で裁判長を務つとめることになる判事だろう。


　もしこれまた今月二件けんあった裁判と同じ判事だったら、いささか俺も食しよく傷しよう気味になっていただろう。


　しかし、


「うげっ」


　誰だれにも聞こえない小さな声で俺は悲鳴を上げた。それは確かに前回とは違う判事だった。


　面めん識しきはあった。石いし狩かり達たつ郎お判事。いや、これからは石狩裁判長と呼ばなければならない。


　公平であることは確かなのだが、決して好きとはいえない裁判長だった。


「どうかしたか、弁護人」


　裁判長席についた石狩裁判長は、目だけをギョロリと俺の方に動かした。


「い、いえ、なんでもありません裁判長」


　この裁判長にはいくつかの特とく徴ちようがある。


　特徴その一。


　一いつ旦たん席につくと、槌つちを持った右手、そして両目と口、それに首以外の部分を動かすことがない。審しん理り中ちゆうは一段だん高い場所にある裁判長席から、そのギョロリとした目で俺や堀内を見下ろすのだ。審理が問題なく進んでいる時など、何十分でも身動き一つしないものだから、思わずロウ人形か何かにすり替かえられたのではないかと思うほどだ。


「さて、諸しよ君くんらのやり方は我われ々われ判事の間でも有名となっている。


　検察側、予よ備び審問の開かい催さいは明日からということで構かまわないか」


「は、構いません。準じゆん備びは整っております」


「弁護側も異い議ぎはないか」


「はい、問題ありません」


「よろしい。では本官も本日中に陪ばい審しん員いんの選定を行っておくものとする」


　裁判長は表ひよう情じようをまったく変えることなく頷うなずいた。


　特徴その二。


　口調がぶっきらぼうである。


　まあ確かに〝裁判長は丁てい寧ねい語ごを使わなければならない〟なんて決まりはないのだが、明日からこの口調の下でやりあうことを考えると、いささか気が滅入ってくる。


「では、保ほ釈しやくの問題に移うつる」


　裁判長がそう言うと、堀内検事の体に緊きん張ちようが走ったのが分かった。なにせ今回は被告人が罪を自白したという裁判なのだ。そう易やす々やすと保釈を許ゆるす気はないのだろう。


　しかし。


「弁護側、保釈を申しん請せいするか？」


「いいえ、裁判長」


　堀内が口をあんぐりと開け、首をぐりんと動かして何事かと俺の方を見た。


　今回の事件は明らかに〝計画的な殺人〟であり、殺意が明白で、おまけに犯はん人にんは自じ供きようして罪を認みとめているという状じよう況きようである。


　保釈させてもらったところで再さい犯はんや逃とう亡ぼう、証しよう拠こ隠いん滅めつの可か能のう性せいはまずないだろうが、さすがにここまで条じよう件けんが揃そろっていると、俺としても保釈を求める理由が見つからない。


「よろしい。保釈の申請がないならば、検けん察さつ側・弁護側共に他に要請することはないか？　なければ本日はこれまでとする」


　俺と堀内が何も言い出さなかったので、石狩裁判長は再度頷いた。


「では予備審問開催は明日午前十時よりこの法ほう廷ていである。各員、遅おくれることのないように」


　裁判長はそう言い終えると、俺や堀内を一いつ顧こだにすることなく、しずしずと法廷を出て行った。


　それを見み届とどけると、早さつ速そく堀内検事がずかずかと俺に近づいた。


「貴き様さま、なぜ保釈を申請しなかった？　また何かよからぬことを企たくらんでるのではあるまいな？」


「やれやれ、俺の善ぜん意いを理り解かいしてくれないとは悲しい」


　わざとらしくおどけてみせる。


「堀内検事、最初に言ったじゃねーか。俺はもう充じゆう分ぶんに勝たせてもらった。だから今回は堀内センセーに花を持たせてあげましょうと。そう構えるなよ、気楽に行こうぜ気楽に。なにせ犯人が自白してる簡かん単たんな裁判なんだからな」


　だが、堀内は最後まで警けい戒かい感のこもった表情を崩くずそうとはしなかった。


　堀内検事、今回はあんたの疑ぎ惑わくが正しい。







　　　　十一月二十四日　午後五時五十分　山鹿法ほう律りつ事じ務む所しよ







「今帰ったぞ」


　玄げん関かんでそう言うと、台所に繫つながるドアから、エプロン姿すがたの雪奈が顔を出し、


「お帰りなさい善ぜん行こうさん。晩ばん御ご飯はん、もうすぐできますから」


　……なんとなくいいなあ、としみじみ思う。こういう時、男は所帯を持ちたいと思うのだろう。


　これで後は、接せつ客きやく用ようのソファを占せん領りようして堂々と昼ひる寝ね中の影野と、読書中の皐月さえいなければ最高なのだが。
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「善ぜん行こー、また事件引き受けたんだって？」


　皐月が本から顔も上げずに言った。


「…………」


　ソファが皐月と影野に占領されているため、仕方なく仕事用のデスクに腰こし掛かける。


「ねえってば！　返事ぐらいしなさいよ！」


「ああ、そうだ」


　これ以上うるさくされても厄やつ介かいなのでぶっきらぼうに答える。しかし、


「羽はね田だって刑けい事じがでしゃばってたヤツでしょ？」


　その皐月の言葉は少々予想外だった。


「……なんでお前がそのことを知ってる？　雪奈から聞いたのか？」


「違ちがうわよ。あたし、今日の朝まで事じ件けん現げん場ばのすぐ近くにいたんだもん」


「な、なんだと!?　お前、そんなところで何してた!?」


「何って……。たまたまあの近くにあたしの親しん戚せきが住んでるのよ。で、家族揃ってお泊とまり会。でまー、金曜日の夕方にはあっちに着いたから、付近の偵てい察さつを兼かねて散歩してたら、ばったりあの羽田刑事とかゆーヤツに会ったってわけなのよ。


　で、次の日の朝になったら、パトカーが何台もあの刑事が泊まってた家に集まってるじゃない？　なんかあったのかなーって思って、警けい備びの目をかいくぐって部屋を覗のぞき込こんだの。ほんとにもー、この本読んでて良かったわ」


　持っていた本をばんばんと叩たたく。


「……皐月。とりあえず人の本を勝手に引っ張り出すのはやめろ」


「いーじゃない、どうせあんたこんな本読まないんだし。それに雪奈に許きよ可かもらったもーん」


　また雪奈経けい由ゆか。


　どうも雪奈は皐月に甘あまい。そして俺は雪奈に甘い。で結局、このガキがしたり顔で事務所を歩き回ることになるのだ……。


「ったく……。どうせそれもくだらない本なんだろ、ほどほどにしとけよ」


　すると皐月は憤ふん慨がいしたように、


「チェ・ゲバラ様のどこがくだらないってゆーのよっ!?」


「げ……ゲバラ？　何だ、その焼肉のタレみたいな名前は」


「ゆ、ゆーに事欠いてなんてことを！」


　皐月はショックを受けたように顔色を変えたかと思うと、すっくと立ち上がった。そして読んでいた分ぶ厚あつい本の表紙をばーんと俺に突つきつける。


　表紙に書かれたタイトルを見て、なんとなくイヤな予感がした。いわく、〝革かく命めい戦争の旅〟──。


「いーいっ!?　ゲバラ様はねえ、偉い大だいなる革命家なのよ！　この地上に真の共産主しゆ義ぎ国家を作り出すため、資し本ほん主義の権ごん化げたるアメリカの魔まの手をかいくぐり、部隊を率ひきいてゲリラ戦を展てん開かいし、キューバ革命の成功に多大なる貢こう献けんを果たし──」


「分かった分かった。ゲバラ様の素す晴ばらしさは分かったから、話を戻もどしてくれ。それから何があったって？」


　皐月は「ホントに理り解かいしたの？」とでも言いたげにジト目で俺を睨にらんだが、


「……まあいいわ。で、ゲバラ様の教えにのっとって警備をかいくぐって部屋を覗き込んだら、死体があってなんか鑑かん識しきが色々捜そう査さしてたの。その中に混まじってあの羽田とかいう男もいたのよ」


　しかしこのガキ。その内、出かける度たびに殺人事件に遭そう遇ぐうする死神のような存そん在ざいになるのではないだろうか。ま、殺人事件の弁べん護ごが趣しゆ味みの俺としてはそれも悪いことではないが。


「で、それから？」


「それからって……別に何もないけど？」


「な……なんだそりゃ!?　現場に忍しのび込んだんだろ、なんか目新しいことの一つでも見つけたんじゃねーのかよ？」


「あー、そんなもんあるわけないわよ。羽田刑事に見つかって、すぐに現場追い出されちゃったし」


「ちっ、使えねーな」


「むかっ。なにょなによ、これだからヒトデナシの弁護士はイヤなのよね！　使えるか使えないかだけで人を判はん断だんして！」


　と、その時、もう一つのソファで寝ねそべっていたロクデナシが上半身を起こした。


「うるせえな……。昼寝もロクにさせねえのか、この事じ務む所しよは」


「……お前、世の中の弁護士事務所は何のために存在してると思ってやがる？」


「冷れい暖だん房ぼう完備のお茶付きで昼寝させてくれるためだろ？」


　躊ちゆう躇ちよすることなく言い放つ。俺はぐうの音ねも出なかった……。


「ああそうだ、ほれ」


　影野はファイルされたコピー用紙の束を俺に放ほうり投げた。


「なんだこれは？」


「なんだじゃないだろ、お前が頼たのんだんじゃねーか、警察の事件報ほう告こく書しよって」


「ああ……」


　俺は影野と皐月の冷たい視線が突き刺ささるのをものともせず、雪奈の晩ばん飯めしが出来るまでの間、その報告書と格かく闘とうした。


　それは紛まごうことなき本物の事件報告書だった。


　まったく、こんなものが数万円であっさりと手に入るというのだから、世の中どうかしている──などと、こいつを手に入れろと命じた俺が思うのもなんだが。


　とはいえ、全すべてのページが揃そろっているわけでもなかった。この書類を作成した人物の名前は見つからなかったし、事件現げん場ばの状じよう況きようや収しゆう集しゆうされた証しよう拠こ物件についての記き述じゆつもなかった。あるのは本当に影野に注文した通り、事件の概がい要ようと、事件当時現場にいた人物についての情じよう報ほうだけだった。影野が誰からこれを入手したかは知らないが、中々律りち儀ぎなヤツもいたものである。
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　　　　十一月二十五日　午前九時五十五分　地方裁判所第二法廷







　予よ備び審しん問もん初日だ。


　有名小説家が殺され、しかも犯はん人にんが弟で子しの十七歳さいの少女という組み合わせのせいか、傍ぼう聴ちよう席せきは満員だった。


「石いし狩かり達たつ郎お裁判長の入廷です。全員起立！」


　廷てい吏りの号令が響ひびき渡わたると、法廷内の全すべての人間が立ち上がる。間もなく石狩達郎判事が入廷し、裁判長席につく。


　裁判長席から向かって右側に弁べん護ご側の机つくえと椅子が三つ。一番奥おくの席に俺おれが座すわり、その左ひだり隣どなりには本ほん件けんの被ひ告こく人にんである佐さ野の由ゆ香か里りが、さらにその隣には、今回の法廷から秘ひ書しよという肩かた書がきで雪ゆき奈なに座ってもらっている。


　俺達と向かい合う形で座っているのは堀ほり内うち検けん事じ率ひきいる悪役チーム。こちらは堀内検事と、もう一人堀内の助手らしい三十過すぎぐらいの検事──あるいは検事補ほ──がいるだけだ。


　ちなみに、雪奈は場所が場所だけにタイトスカートと白いブラウスにジャケットという格かつ好こうだ。


　普段着もいいが、こういう服ふく装そうの雪奈もいい──などと考える不ふ埒らちな輩やからが弁護士を務つとめているのだから、佐野由香里も救われない。


「着席！」


　廷吏がそう言い終えると同時に、石狩裁判長が廷内をギョロリと見回して宣せん言げんする。


「これより被告人・佐野由香里に関する殺人事件についての予備審問を開始する。検察側、弁護側、共に開廷に異い議ぎはないか」


　相変わらずのぶっきらぼうな口調。


「検察側、開廷に異議なし」


「弁護側も異議なし」


　影えい響きようされてか、堀内検事や俺の口調もぶっきらぼうだった。


　裁判長は傍かたわらに座っている陪ばい審しん団だんに向かって淡たん々たんと言った。


「陪審員の皆みなさん、まずはこの予備審問に出席して頂いただけたことに心からの謝しや辞じを申し上げる。


　この予備審問では、検察側から被告人が殺人の罪つみを犯おかしたと疑うたがうに足る証しよう拠こが出されたかどうかを審議してもらうためのものである。これはあくまで疑いがあるかどうかを審議するためのものであって、有ゆう罪ざいか無罪かを決めるものではない。しかし、被告人が殺人の罪を犯していないと感じたのならば、あなた方は本件の棄き却きやくを支し持じするという方法によって、被告人を無罪とすることができる。


　事はここにいる一人の女じよ性せいの人生に拘かかわる重要なものである。軽々しく物事を捉とらえることのないようせつに申し上げるものである」


　普ふ通つうの刑けい事じ裁判なら、陪審員の心に染しみ渡わたるようなお話である。しかし、今回の裁判では被告人が罪を自白したということが周知の事実となっている。その事実の前では、〝なーに無む駄だなことをウダウダ言ってんだか、この裁判長は〟ぐらいにしか思われないだろう。


「では検察側、最初の証人の喚かん問もんを」


「はい裁判長。検察側最初の証人は、事件現げん場ばに偶ぐう然ぜん居い合あわせた羽はね田だ刑事です」


　いきなり御ご本ほん尊ぞんの登場だ。


　まあ立証の手順としては正しい。まずは死体発見時の状じよう況きようを説明させるつもりだろう。羽田刑事には後で道どう化けを演えんじてもらう予定だが、この段だん階かいではまだコケにしてやることはできない。事件の概がい要ようは影かげ野のと佐野由香里から大体のことは聞いているが、俺もとりあえずは状況の再さい確かく認にんをさせてもらうとしよう。


「あの、善ぜん行こうさん」


　羽田が証言台につく間に、小声で雪奈が言った。


「ん？　どした、雪奈」


「私、あの裁判長を務めてる方、初めて見るんですけど、どんな裁判長なんですか？　なんか善行さん、あの人を見るなりイヤそうな顔してましたけど……」


「ああ。以前、一度だけあの裁判長の下で争った経けい験けんがあるんだがな……」


　その時のことを思い出すと、思わず苦く笑しようしてしまう。


「な、なんかイヤそうですけど……。不公平な裁判長だったりするんですか？」


「いや、間ま違ちがってもそれは絶ぜつ対たいにないな。多少気き難むずかしいところはあるが、俺の経験した裁判長の中でも、あのおっさんほど公正で融ゆう通ずうの利きく裁判長はいなかった。


　ただな……」


「……ただ？」


　俺は声を低くして付け加えた。あの裁判長の三つ目の特とく徴ちよう。


「融通が利き過ぎるんだ」


　そんなことを言っている内に、羽田刑事はすでに証言台について宣せん誓せいを終えていた。


　ムカつくほど堂々とした態たい度どだ。まるで「今回の裁判は僕ぼくが主役だぞ」と主しゆ張ちようしているかのようだった。


　堀内が尋じん問もんを開始する。


「あなたの職しよく業ぎようは？」


「殺人や傷しよう害がいなどの重い犯罪を取り締まる刑事として、上ノ原警けい察さつ署に勤きん務むしています」


「あなたは事件のあった十一月二十三日、この事件の被害者である中なか島じま光みつ弘ひろ氏の家に居いましたね？」


「はい、居ました」


「それはなぜですか？」


「中島氏は私の叔お父じでした。事件があった日の前日から、私は叔父の家に遊びに行っていたんです」


「あなたが被ひ害がい者しやの家にいたのは偶然だったんですか？」


「その通りです。小説家であった叔父が、現げん役えきの刑事である僕に訊ききたいことがあるということで、急きょ訪ねることになったんです」


「なるほど、では次に。


　事件のあった日、あなたが目にしたことを順に証言して下さい」


「はい。その日、私は朝六時頃ごろに二階の客間で目を覚ましました。それで、早起きしたのはいいものの、特にすることもなかったので、叔父と話でもしようと思ったんです。叔父はいつも昼に起きて朝七時頃まで仕事をしていると聞いていたものですから──」


「異議あり！」


　俺は机つくえを殴なぐりつけ、証言の腰こしを折った。


「ただ今の証言には、明確なる事実ではなく、証人の主観や誰だれかに聞いたという伝聞に該がい当とうするものが多く、証言として採さい用ようするに値あたいしません。


　この証人は普ふ通つうの職ではなく、刑事という専せん門もん職に就ついているのですから、もう少し注意を払はらった証言をしてもらいたいものですな」


　静まり返った法ほう廷ていに、裁さい判ばん長ちようの裁定の声が響ひびく。


「異い議ぎを認みとめる。証言は事実に即そくしたものに限げん定ていされる。証人は注意するように」


　露ろ骨こつな挑ちよう発はつである。裁定が下った時の羽田刑事の顔といったら見み物ものだった。


「とにかく朝早く起きたあなたは叔父の部屋へ向かった。それからどうしました？」


　堀内検けん事じが苛いら立だたしげにそう言うと、羽田刑事は気を取り直して証言を続けた。


「ええ、私が叔父の部屋の前まで行くと、中から何か物音がしたんです」


「それはどんな物音でしたか？」


「何かをいじってるような、そんな音でした」


「異議あり！」


　俺はドンと机を叩たたいた。


「ただ今の証言は極きわめて不ふ適てき切せつです。証人はドア越ごしにその物音を聞いたと証言しました。実じつ際さいに見ていない以上、〝何かをいじっている音〟かどうかなんて分かるはずがありません」


「異議を認める」


　裁判長は表ひよう情じよう一つ変えることなく言った。


「ただ今の証言は記録から削さく除じよされる。また、陪ばい審しん員いん諸しよ君くんも一いつ切さい考こう慮りよの参考としてはならない。以上、続けよ」


　それでも、羽田＆堀内コンビは平静を装っていた。中々立りつ派ぱな忍耐力だ。


「羽田刑事、とにかくあなたは何かの物音を聞いた。それから？」


「ドアをノックしました」


「返答はありましたか？」


「いえ、ありませんでした」


「それから？」


「ドアの隙すき間まから、冷たい風が流れ出てくるのを感じたんです。ひょっとして叔父が窓まどを開けっ放しにして寝ねてしまったのではないかと思い、私はドアを開けて中に入ったんです」


「部屋の中に入ったあなたは、まず何を見ましたか？」


「彼女です」


　羽田刑事は被告人である佐野由香里を指差した。突とつ然ぜん話を持ち出された佐野がびくりと体を震ふるわせる。


「なるほど。彼女は何をしていたのですか？」


「突つっ立ってあるものをじっと見ていました」


「そのあるものとは何ですか？」


「私の叔父、つまり被害者の死体でした」


　法廷は水を打ったように静まり返った。


　ここで堀内検事は一枚まいの大きなパネルを取り出し、いつも堀内の隣となりに座すわっている部下らしき男に掲かかげさせた。パネルには図のようなものが描えがかれている。


「羽田刑事。この図がなんなのか分かりますか？」


「はい。それは叔父の書しよ斎さいの見取り図ですね」


「では、これを使って部屋の状じよう況きようを詳くわしく証言して下さい」


「分かりました。まず、部屋の南にある窓が開きっ放しになっていました。そこから冷たい外気が流れ込んでいたんです」


「この部屋は南向きで、この図も上が南になっています。すると南の窓というのは──」


　堀内は図の上の方を指差した。


「この辺ですね？」


「そうです」


「なぜ窓が開いていたか、疑ぎ問もんに思いませんでしたか？」


「もちろん思いました。ただ、あの辺りは今の季節暖だん房ぼうが必須です。一ひと晩ばん中暖房を付けっ放しにしてれば空気も悪くなります。恐らく叔父は空気を入れ換かえていたんでしょう」


　……窓が開いていた？


　初耳だった。そして、違い和わ感かんを感じる。羽田刑事の説明は、確たしかに的を射いているようにも聞こえるが……。


「それは単なる推すい測そくだ」と異議を申し立てても良かったが、とりあえずは静観することにする。


「では羽田刑事、被ひ害がい者しやが死んでいたのは部屋のどこでしたか？」


「部屋の南東に仕事用の机つくえと椅い子すがあるんですが、叔父はその椅子と机に挟はさまれるような形で倒たおれており、右頭部のやや後ろ辺りに矢が刺ささっていました」


「それはどんな矢でしたか？　いわゆるアーチェリー用の矢ですか？」


「いえ、もっと短くて太い、ボウガン用の矢でした」


「被告人はその時、部屋のどの辺にいましたか？」


「部屋の北東、つまりその図で見ると左下の辺りに、古今東西の様々な武ぶ器きが飾かざられた棚たながあるんです。そのすぐ前に立っていました」


「様々な武器と言いましたが、具体的にはどんなものでしたか？」


「叔父は古今東西の様々な武器や防ぼう具ぐを集めるのが趣しゆ味みだったんです。剣けんや盾たて、槍やりや弓、昔の銃じゆうなどです」


「そこにはボウガンも含ふくまれていましたか？」


「はい、含まれていました」


「なるほど。それからあなたはどのような行動を取りましたか？」


「まず、彼女──被告人に何があったのかと尋たずねました。すると彼女は、分からない、部屋へ入ったら叔父が死んでいたと言いました。


　私はとにかく現げん場ばの確かく保ほと警けい察さつへの通つう報ほうを優ゆう先せんすべきと考え、彼女を連れて部屋を出、当時屋や敷しきにいた全すべての住人を居い間まへ集め、それから警察へ通報しました。それが大体午前六時半のことです」


　そこまで聞き終えると、堀内検けん事じは満足そうに頷うなずき、裁さい判ばん長ちように向き直った。


「裁判長、ここで一いつ旦たん羽田刑事への尋じん問もんを打ち切り、後ほどまた証しよう言げん台に立って頂いただきたいと思いますが」


　裁判長はギョロリと目玉を堀内に向け、軽く頷いた。


「よろしい。


　山やま鹿しか弁べん護ご人にん、検察側が尋問を一旦中ちゆう断だんすると申しん告こくした以上、弁護側は反対尋問を後回しにしても構かまわないが、現時点で反対尋問しておくことはあるか？」


　今度は俺の方をギョロリと見る。


「では一つだけ」


　俺がそう言って立ち上がると、羽田刑事は姿し勢せいを正し、俺を睨にらみつけた。


　随ずい分ぶん警けい戒かいされているようだ。まあさっきあれだけ茶々入れしたのだから無理もない。


「羽田刑事。あなたは警察に通報する時、自分の身分──つまり殺人課の刑事であることを一いつ緒しよに告げましたか？」


「ええ、言いました」


「それはなぜですか？」


「現場にはすでに警察官が一人いることを教えれば、スムーズに捜そう査さが進むと思ったからです」


「ほう。ということは、逆ぎやくに言うと現場に警察官がいなければ捜査というのはスムーズに進まないわけですか？」


　法ほう廷ていがわずかにどよめいた。


「ということは、世の中の事じ件けんのほとんどはスムーズに捜査が進まないことになりますねえ」


　今度ばかりは羽田刑事の顔に動どう揺ようが見られた。


「い、いえ、そういうことを意図して言ったわけではありません。我われ々われ刑事は事件の専せん門もん家かなのです。一いつ般ぱんの方々よりかは詳くわしく現場の説明もできますし、その──」


「結けつ構こう。以上で反対尋問を終わります」


　俺は手で羽田刑事の証言を制せいし、反対尋問をムリヤリ打ち切った。呆あつ気けにとられる羽田刑事の視し線せんを無視して席に座り込む。


「よろしい。検察側は次の証人を喚かん問もんせよ」


　未いまだ表ひよう情じようを変えることなく、裁判長が言った。





「つ、次の証人はこの事件を担たん当とうした森もり岡おか吉男刑事です」


　気を取り直してチビ検事が言った。


　間もなく、三十代後半ぐらいのスーツに身を固めた男が証言台に立った。あまりこういう証言をした経けい験けんがないのだろう、俺の目にもどこか虚きよ勢せいを張はっているように見える。


「あなたはいわゆる殺人課の刑事として働いていますね？」


「はい」


　変に力のこもった声で森岡刑事は答えた。


「あなたは今回の殺人事件を担当しましたね？」


「はい」


「よろしい。では十一月二十三日にあなたが行ったことについて順に証言して下さい」


「は、はい。


　えー、事件があった日の午前六時半頃ですが、殺人事件があったとの通報が入り、私は幾人かの警官と共に現場に駆けつけました。それが午前七時頃ごろでした。


　現場に到とう着ちやくし、羽田刑事から事情を聞いた我々は早さつ速そく捜査を開始しました」


「まずはどのような捜査を行ったのですか？」


「現場の簡かん単たんな捜査と、関係者の事情聴ちよう取しゆです。


　事件現場となった部屋には荒あらされた形けい跡せきが特にありませんでしたから、我々は強ごう盗とうなどの可か能のう性せいは低いと考え、まずは事件当時家にいた人々から事情を聞くことにしたのです」


「該がい当とうする人は何人でしたか？」


「はい。先ほど証言台に立った羽田刑事、それから被ひ告こく人にん、家か政せい婦ふ、小説家であった被害者の弟で子しと担当編へん集しゆう者など、計五人です」


「あなたは五人全員の事情聴取をしたと証言しましたね？」


「はい」


「ではその結果、どのようなことが分かりましたか？」


「はい。えー、まず言えることは、五人全員にアリバイがまったくなかったということです。えーと、被害者の死体が発見されたのは朝の六時過すぎで、殺害された時刻は死体の状じよう況きようから少なくともその数時間以内と推すい測そくしたのですが、時じ刻こくが時刻だけに、五人それぞれが別の場所で寝ねているなどしたため、アリバイはまったく証明できませんでした」


「それからどうしましたか？」


「五人から事情は聞いたものの、犯はん人にんを特定できるような情じよう報ほうは得ることができませんでした。そのため、とりあえず五人に待機してもらう一方で、鑑かん識しき班はんと司法解かい剖ぼうの結果を待つことにして、私は一旦署しよに戻もどったんです。ところがその後、再さい度ど現場に戻ると、すでに羽田刑事の手によって事件は解かい決けつしていたんです」


　法廷がわずかにざわめいた。


　ふと傍ぼう聴ちよう席せきに目をやると、羽田刑事が周囲から集まってくる視線を受け、「ふっ」とでも言いたげに微び笑しようし、椅い子すにふんぞり返っている。さっき俺の反対尋じん問もんを受けた時の狼ろう狽ばいぶりはどこへ行ったのやら。


「以上です、反対尋問をどうぞ」


　堀内が俺に言った。


　面おも白しろみもクソもない、まったく平へい凡ぼん極きわまりない証言である。異い議ぎを挟はさむ隙すきもありゃしない。


　俺は立ち上がって言った。


「反対尋問は特にありません」


「よろしい、次の証人を喚問しなさい」





「次の証人は、法医学者の古こ賀が巧たくみ博士を」


　それは俺も初めて見る法医学者だった。


　メガネこそかけていたが、学者と言われても納なつ得とくしづらい容よう姿しの持ち主だった。背せは標ひよう準じゆんよりやや高め、何かスポーツをやっているのだろう、体つきもそれなりにがっしりとしているが、その顔からは知的というイメージはあまり感じられない。年ねん齢れいは三十過ぎと言ったところだろう。


　今回の事件では管かん轄かつする警けい察さつ署が前回と違ちがう。いつも検けん察さつ側証人として呼よばれる白い肌はだが特とく徴ちようのでっぷりとした法医学者はお呼びではなかったらしい。


「古賀博士、あなたは被害者の解剖を行いましたね？」


「はい、行いました」


「被害者の死し因いんは何でしたか？」


「ボウガン用の矢──クォレルと呼ばれるものが、右頭部やや後ろに刺ささったことが直接の死因です」


「では、そのクォレルを今お持ちですか？」


「はい、持ってきました」


　古賀はカバンからビニール袋ぶくろに入ったボウガン用の矢を取り出し、チビ検事に渡わたした。


「裁さい判ばん長ちよう、これを検察側証しよう拠こ物ぶつ件けんＡとして提てい出しゆつしたいと思います」


「よろしい。弁べん護ご側に異議は？」


　俺はふと気になったので言った。


「特に異議はありませんが、一度じっくりと見せて頂いただけませんか？」


「それは妥だ当とうな要求である。堀内検事？」


　裁判長に促うながされ、堀内は少し渋しぶい顔をしながら俺にビニールに入った矢を渡した。


　やはりというか、何の変へん哲てつもないボウガン用の矢だった。先せん端たんの矢じりに赤い血が付いていることを除のぞけば。


「……？」


　ふと気付いたことがあった。矢の後ろの方に矢や羽ばねが付いているのだが、それが全すべて折れ曲がっていた。


　検察側の管理ミスか何かだろうか？


「弁護人、何か問題があったか？」


　裁判長が言ったので、


「いえ、別に。結けつ構こうです、証拠として受理して下さい」


　そう言わざるを得なかった。まあいい、矢がどんな状じよう態たいにあろうと、俺がやろうとしていることには関係ないのだから。


　俺が検察側証拠物件Ａを廷てい吏りに渡すと、堀内検事が再ふたたび証言台に向き直る。


「では被害者の状態について、詳くわしい説明をお願いします」


　古賀博士は、見た目に不足している学者としての威い厳げんを補おぎなうためか、ウオッホンとわざとらしい似に合あわない咳せき払ばらいを一度してから、


「まず、このクォレルですが、これは頭部に突つき刺さり、頭ず蓋がい骨こつを貫つらぬいて脳のうにまで損そん傷しようを与あたえていました。


　被害者はこのクォレルが刺さってもしばらくは生きていたと思われますが、意い識しきは失われ、体を動かすだけの力もなく、やがて脳全体の活動が停止し、死に至いたったと思われます。


　また、被害者の前頭部やや左辺り──この辺に、打だ撲ぼく傷しようが一つ認みとめられました」


　古賀博士は、自分の左こめかみのやや前辺りを指差した。


「それはどのような傷きずだったんですか？」


「傷きず痕あとを見る限かぎり、何か大きな物を頭部に叩たたきつけられるようにしてできた傷だと思われます。また、この傷は少なくとも死後についたものではないということが分かっています」


「なぜそんなことが分かるのですか？」


「打撲傷による皮下出血の痕こん跡せきがあるからです。この打撲は、被ひ害がい者しやの血管に損傷を与えていました。そのため、皮下出血を生じ、打撲を受けた部分の皮ひ膚ふが赤っぽくなっていたんです。


　もしこの打撲が死後にできたものだったら、血けつ液えきの流れが止まっているため、このような皮下出血は発生しないんです」


「では、専せん門もん家かとしてのあなたの意見を伺うかがいます。それらのことを統とう合ごうすると、被害者はどのような状じよう況きようで死し亡ぼうしたのでしょう？」


「このように推すい察さつすることができます。まず、机つくえに向かって作業をしていた被害者の右頭部にボウガンの矢が刺さった。


　そして被害者は運動機き能のうを奪うばわれ、ぐったりと床ゆかに倒たおれます。その際さいに床で頭を打ち、頭部に打撲ができたのでしょう。そしてしばらくは生命が維い持じされていたものの、そのまま死亡してしまったと思われます。先ほど言った通り、頭部にあった打撲傷が生前にできたものであったことが、このような状況であったことを裏うら付づけています」


「では次に、被害者の死亡時じ刻こくは何時頃ごろと推すい測そくできますか？」


「午前五時半前後だと推測できます」


「それはどのような根こん拠きよに基もとづいているのでしょう？」


「人間というものは、死亡すると段だん々だんと体が硬かたくなっていきます。これを死後硬こう直ちよくと言うのですが、その度合いから死亡してどれぐらい経たっているかが分かるんです」


「本日はありがとうございました。反対尋じん問もんをどうぞ」


「反対尋問はありません」


　俺がそう言うと、チビ検けん事じは「そうだろう、ざまあみろ」と言わんばかりに満足げな表ひよう情じようを浮うかべていたが、


「堀内検事。反対尋問の終しゆう了りようは宣せん言げんされたのだ、再さい直ちよく接せつ尋問がなければ次の証人を喚かん問もんしなさい」


　裁判長にそう促され、慌あわてて姿し勢せいを正す。


「ほ、本日の検察側の予定は終了しました。明日からまた羽田刑けい事じへの再尋問を行いたいと思います」


「よろしい。弁護側、現げん在ざいの時点で何か要よう請せいはあるか」


「いいえ、特にありません」


「では、本日の審しん理りはこれで終了とする。


　終了の前に、陪ばい審しん員いん諸しよ君くんに再度注意する。


　諸君は、この事じ件けんについていかなる相手とも議ぎ論ろんしてはならないし、また他人の議論を聞くことも禁きんじられる。


　また、現時点では被告人が有ゆう罪ざいか無罪かについては一いつ切さい考えてはならないし、そのことについてはいかなる意見も表明してはならない。


　明日の審理再開までは、この事件を扱あつかったマスメディア等の閲えつ覧らんは極力避さけ、また本件の陪審員を務つとめるにあたって、有形無形を問わず、なんらかの妨ぼう害がいや圧あつ力りよくを受けた場合は直ちに当法廷に申し出ること。よろしいか？」


　裁さい判ばん長ちようがギョロリと傍かたわらの陪審席に目を向ける。


　五人の陪審員は、威圧されたかのように頷うなずいた。


「よろしい。続きは明日午前十時よりこの法廷である。では本日の審理は終了とする」


　木き槌づちを一度鳴らし、厳おごそかにそう宣言した。







　　　　十一月二十五日　午前十一時四十分　弁べん護ご側控ひかえ室







　俺と顔を合わすなり、皐さ月つきはむっつりと不満そうな表情になった。


「なーに今日の裁判。あんたが時々茶々入れるだけでほとんど変化ないじゃん。わざわざ学校サボってきてやってるあたしの身にもなりなさいよ！　もっとこー、パーっとやってよパーっと！」


「……お前、裁判をなんだと思ってやがる？」


「見世物でしょ？　でなかったら、あんたのストレス解かい消しようの場！」


「…………」


　言葉を返す余よ力りよくはすでになかった。


「善行さん、でもやっぱり罪つみを認みとめてる人を無罪にするのは難むずかしいんじゃないですか？」


　雪奈が心配そうに言った。


　まあ確たしかに簡かん単たんではない。しかし、布ふ石せきは一つ一つ確かく実じつに組みあがっているのだ。後は明日、爆ばく弾だんに火を点つけるだけ。


　俺は肩かたをすくめて雪奈の疑ぎ問もんに答えた。


「ま、全すべては明日の法ほう廷ていさ」
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　　　　十一月二十六日　午前九時五十七分　地方裁さい判ばん所しよ第二法廷







　審しん理り二日目。


　昨日と同じく、今日の傍ぼう聴ちよう席せきも満席だった。昨日俺おれは大した弁べん論ろんを展てん開かいしてないし、被ひ告こく人にんも罪を認めているのだから、てっきり面おも白しろみのない裁判だとでも思われて観客が減へるのではないかと思っていたのだが、どうやら事じ件けん解決の立役者、羽はね田だ刑けい事じの証しよう言げんに注目が集まっているようだった。


　まあ羽田刑事の証言に期待すること自体間ま違ちがっていないのだ。せいぜいその期待を裏うら切ぎることのないようにしなければなるまい。俺が。


「そうだ、ちょっといいか？」


　審理開始前、俺はふと昨日のことを思い出し、佐さ野のに声をかけた。


「はい？　なんでしょう？」


「昨日、裁判で検けん察さつ側からボウガンの矢が提てい出しゆつされただろう？　あれの矢や羽ばねが折れてたんだが、ボウガンってのは矢を撃うつと矢羽が折れたりするものなのか？」


「いえ、そんなことはないと思いますけど。矢羽っていうのは命中率りつを高めるためのものですし」


「なるほど。ボウガンから発はつ射しやされるぐらいで折れちまうなら、本末転てん倒とうだもんな」


「……それが何か関係あるんですか？」


　とその時、廷てい吏りが号令を発した。


「石いし狩かり裁判長の入廷です、全員起立！」


　俺は立ち上がりながら小声で言った。


「いや、気にするな。大したことじゃないし、どっちにしろ今日で決着はあらかた着くんだからな」


「は、はあ」


「では、本日の審理を開始する」


　時間は午前十時ぴったり。寸すん分ぶんの狂くるいもなく、裁判長は厳おごそかに宣せん言げんした。


　やはり検察の管理ミスなのだろう。後でこの事を指し摘てきして苛めてやるか──俺はそんなことを考えつつも、審理に集中することにした。


「検察側は本日最初の証人を喚かん問もんしなさい」


「了りよう解かいしました。それでは、羽田刑事に証言台に立って頂いただきます」


　羽田刑事は顔に〝うぬぼれ〟とか〝のぼせ上がり〟といった文字を貼はり付けて証言台に立った。


　途と端たんに法廷内の空気が張はり詰つめ、誰だれもが一言も聞き逃のがさないよう身み構がまえる。やはりこの刑事がお目当てらしい。


「この証人はすでに宣せん誓せいを終えている。直ちに尋じん問もんを開始してよい」


「はい裁判長。では羽田刑事。昨日、森もり岡おか刑事の証言にもありましたが、この事件を解決に導みちびいた立役者はあなたなのですか？」


　ちょっと待て、と思わず口を挟はさみたくなった。「異い議ぎあり、堀ほり内うち検事はいたずらに羽田刑事をヨイショしております。そんなことしなくてもこの刑事はすでに舞まい上がってる様子なので時間の無む駄だです」とか。


「いえ、私は現げん場ばに居い合あわせた警けい察さつ官かんとして、出来る限かぎりのことをしたに過すぎません」


　羽田刑事はいけしゃあしゃあと言い放った。


「なるほど。ではお尋たずねしますが、あなたは事件が発覚し、警察が現場に到とう着ちやくしてからどうしましたか？」


「しばらく経たってから、森岡刑事が私に事じ情じよう聴ちよう取しゆを行いました。その時に私は、捜そう査さの邪じや魔まは絶ぜつ対たいにしないので現場を見せてもらえないかと頼たのんだのです」


「なぜ現場を見ようとしたのですか？」


「単たん純じゆんな理由ですよ。現場に居合わせた警察官として、事件解決の手助けがしたかっただけです」


「あなたは容よう疑ぎ者しやの一人として数えられていましたね？」


「はい」


「にも拘かかわらず、森岡刑事から許きよ可かは出たのですか？」


「はい。事件現場にある物には一いつ切さい触さわらないことと、他の警察官の立会いの下もとという条じよう件けんで許可を頂きました」


　ここで堀内検事は隣となりに座すわっている部下の肩かたを小こ突づいた。するとその部下が、昨日も使った現場の見取り図が描えがかれたパネルを掲かかげる。


「あなたは再ふたたび現場に入ったわけですね。では、現場で何を見つけましたか？」


「はい。まず私は、矢がどこから発射されたのかを調べました」


「答えは出ましたか？」


「ええ。昨日も証言しましたが、部屋の北東部──その図で見ると左下の部分ですが、そこに高さ一メートル、縦たて三段だんに仕切られた様々な武ぶ器きが飾かざられた棚たながあるんです。私はそこから矢が発射されたと推すい測そくしました」


「では、そのような推測に至いたった過か程ていを証言して下さい」


「はい。その棚にはカーテンのように布ぬのの覆おおいがかかっていたのですが、その布に一箇か所しよだけ小さな穴あなが空いているのを発見したんです。何かと思ってその覆いをめくってみると、丁度穴の向こう側の場所にボウガンが一つ置かれていたのです。


　そこで私は一つの仮か説せつを立てました。犯はん人にんはこの椅い子すに座っている叔お父じの頭部を狙ねらってボウガンをセットし、何らかの遠えん隔かく操そう作さによって矢を発射したのではないかと」


　傍ぼう聴ちよう席せきからおおー、という感かん嘆たんの声がもれた。


「なるほど。それから？」


「私はその仮説を立りつ証しようするために、どうすればボウガンを遠隔操作できるかを考えました。すると、部屋を観察している内に、あるものを発見したんです」


「それはなんですか？」


「部屋の東側──その見取り図で言えば左側にある本棚の裏うらに、ホコリがたまっていたのですが、そこに紐ひもを通した線のような痕あとと、釘くぎを刺さしたような痕があったんです。紐の痕は、本棚の端はしから端までありました。


　私はこれらの痕こん跡せきから、こう推理したんです。これはファックスを使ったトリックだ、と」


　傍聴席が水を打ったように静まり返った。誰もが身を乗り出すようにして羽田刑事の説明を待っているかのようだった。


「羽田刑事、これが何か分かりますか？」


　堀内検事が机つくえの上から電話機を取り上げ、掲げてみせた。


「分かります。叔父の部屋にあったものと同じ機種の電話機ですね。それにはファックス機き能のうが付いています」


「では、これをお渡わたししますので、あなたが推理したファックスを使ったトリックについて解説して下さい」


　分かりました、と言って羽田はその電話機を受け取ると、無む造ぞう作さにカバーを開けた。そこから黒い巻まき物もののような物を抜ぬき取り、軽く掲げて見せる。


「普ふ通つうの家庭用のファックスというのは、このように中にロール状じようのインクリボンがセットされています。ファックスを受信すると、このインクリボンが回転しながら印刷用の用紙に押おし付けられ、文字や絵が印刷されるわけです。


　つまり犯人はこのインクリボンを使ったんです。インクリボンに細い紐を巻きつけ、それを気付かれないように本棚の裏を経けい由ゆさせてあらかじめセットしておいたボウガンの引き金に巻きつけます。そうすれば後はファックスを受信するだけでインクリボンが回りだし、自動的にボウガンの引き金が引かれる──と、そういうわけです」


　あちらこちらから感嘆のため息が聞こえた。


　その効こう果か音おんを聞いて得意になっている羽田の顔を見ていると茶々入れの一つでもしたくなるが、まあこれからの事を考えれば、今しばらくは夢ゆめを見させてやるのもいいかと考え直す。


「それから、どうしましたか？」


「私が今述のべたトリックを実行するには、ある二つの条件が必ひつ須すなのです。それは、事件のあった日、叔父にファックスが来ることを知っていたことと、誰よりも早く現場に到着し、トリックに使った道具を除じよ去きよすることです。


　私は事件のあった日の朝、叔父の部屋の前で物音を聞きました。しかし、ノックして部屋に入ると、被ひ告こく人にんがいるだけでした。


　そのことを思い出し、私は犯人が誰だったかが分かったのです。私より早く叔父の部屋に入り、トリックの痕跡を消すことができた人物──」


　羽田は意図的に間を空け、陪ばい審しん員いんに答えを充じゆう分ぶん予測できるだけの時間を与あたえてから、


「──彼女しかいません」


　と、俺の隣の人物を指差した。


　法ほう廷ていが静まり返る。


　堀内は意図的に尋じん問もんを中ちゆう断だんし、その沈ちん黙もくを利用して重々しい雰ふん囲い気きを作り上げて見せた。


「それから、どうしましたか？」


「居い間まに全員を集め、今証言したことを説明し、彼女に問いただしました」


「彼女──被告人は否ひ定ていしましたか？」


「はい。彼女は、私の推理はすべてただの憶おく測そくに過ぎず、直ちよく接せつ犯行に結びつけるような証しよう拠こはないはずだと言いました」


「あなたはどうしましたか？」


「私はもう一つの仮説を立てていたんです。私は叔父の死体を発見してから、すぐさま現げん場ばにいた彼女を部屋から連れ出し、以後警けい察さつが来るまでずっと一いつ緒しよにいたんです。


　もし彼女が犯人だとすれば、彼女には証拠となるトリックに使った紐ひもなどを処しよ分ぶんする時間がなかったはずなのです。そこで、私は彼女がまだそれらの品を持っているのではないかと思い、調べたんです」


「結果はどうなりましたか？」


「確たしかに、彼女自身は何も持っていませんでした。しかし、彼女には物を隠かくすことができた唯ゆい一いつの場所があったんです」


「それはどこですか？」


「我われ々われがいたのは居間でしたが、その部屋の隅すみにコート掛かけがあったんです。彼女は別の人のコートを取るため、一度だけそのコート掛けに接せつ触しよくする機会があったんです。


　そこに掛けられていた彼女のコートのポケットを探さぐったところ──出てきたんです」


「何がです？」


「紐と釘くぎです」


　こういう時の傍聴人の反はん応のうは大たい抵てい一緒だ。ああ、というため息がそこら中からもれる。


　そして、こういう状じよう況きよう下かでの被告人の態たい度どというものも大抵一緒で、俺の隣となりに座すわっている佐野は、この場にいる全員の視し線せんを避さけるようにうつむき、身を縮ちぢめていた。


　すると彼女を傍聴人の無ぶ粋すいな視線からかばうかのように、雪ゆき奈なが椅い子すの位置をずらす。


　そんな健けな気げな行動が展てん開かいされていることなど知る由よしもなく、堀内は容よう赦しやのない尋問を続けた。


「被告人は自分のコートから出てきたそれらを見て、なんと言いましたか？」


「それは部屋の模も様よう替がえをするために買っておいたものだ、事じ件けんとは何ら関係ないと主しゆ張ちようしました」


「それに対し、あなたはなんと言いましたか？」


「私はこう答えました。紐に付着しているホコリが、本ほん棚だなの裏うらにたまっていたホコリと同じ成分かどうかを調べると。これは科学的に認みとめられた方法で、指し紋もんのように同じ場所のものかどうかの判はん別べつが可か能のうなんです」


「そのことを聞かされ、彼女はどうしましたか？」


「突とつ然ぜん泣き崩くずれ、自分の犯行であることを認めました」


「なるほどなるほど……」


　堀内はわざとらしく重々しく頷うなずいた。


「羽田刑けい事じ、被告人のコートのポケットから出てきたという紐と釘というのはこれのことですね？」


　堀内検けん事じが二つのビニールの小こ袋ぶくろを掲かかげる。中身はごちゃごちゃにまとめられた紐と、短い何本かの釘。


「ええ、そうです」


「この紐に付着していたホコリについての検けん査さ結果はどうでしたか？」


「本棚の裏にたまっていたホコリと同じ成分であることが確かく認にんできました」


　堀内はニンマリと笑って満足げに頷いた。


「裁さい判ばん長ちよう、検察側はこの紐を証しよう拠こ物件Ｂとして、同じく釘を証拠物件Ｃとして提てい出しゆつしたいと思います」


「弁べん護ご側に異い議ぎがなければ受理する」


「異議あり」


「よろしい、では証拠として受理し──は？」


　俺があまりにも何気なく言ったので、理り解かいされるまでに一いつ瞬しゆんの間があった。


「な、なんだと!?」


　堀内が悲鳴のような叫さけび声を上げ、同時に法廷中の視線が俺に集まった。


「弁護側にはこの証拠物件に異議があると？」


　ただ一人、表ひよう情じようを少しも変えなかったのは、やはりと言うべきか裁判長だった。


「はい裁判長。弁護側は、その物件が証拠として採さい用ようされることに異議を申し立てるつもりです」


「よろしい、ではその理由を述のべよ」


　俺は肩かたをすくめて答えた。


「残念ながら、現時点ではまだその理由を述べることはできません。ですが、その証拠を採用することには異議を申し立てます」


「そ、そんな理り屈くつが通るか！」


　堀内が怒ど鳴なった。今回に関してはごもっともである。


「弁護人、当法ほう廷ていとしても、正当な理由のない異議を認めるつもりはない」


「もちろんその点は理解しています裁判長。ですので弁護側は、今後の審しん理りにおいてそれらの物件の証拠採用に異議を唱える根こん拠きよを明らかにするつもりです」


「現げん時じ点てんでその根拠を明かすことはできないのか？」


「はい。それは必ず今後の法廷において明らかにします。もちろん、それまでは暫ざん定てい的にそれらの物件が証拠として扱あつかわれることに異議はありません」


「……よろしい。では、弁護側からこれらの証拠採用に対する異議申し立ての正当な理由が明らかにされない限かぎり、検察側証拠物件Ｂ及およびＣを受理しておくものとする。


　堀内検事、続けなさい」


　堀内はふに落ちない様子だったが、どうにか気を取り直し、


「では尋じん問もんを続けます。羽田刑事、なぜ被ひ告こく人にんが被害者を殺害したのか、その動機はなんだったのですか？」


「彼女は私に問い詰つめられて犯行を自白した時、涙なみだながらにこう言いました。


　小説家だった被害者は、弟で子し──つまり被告人や彼の兄弟子の作品からネタを流用していた、つまり盗とう作さくしていたというのです」


　有名作家が実は盗作していた──。


　それは、すでに周知の事実ではあった。しかし、このような状じよう況きようで再さい度どそのことを耳にした傍ぼう聴ちよう人にん達は、一いつ斉せいにノイズを発し始めた。


　裁判長は槌つちを取り上げ、寸すん分ぶん違たがわぬ間かん隔かくで三度叩たたいた。そしてギョロリと傍聴席を見回す。


「静せい粛しゆくに」


　裁判長と一瞬でも目が合った者はすぐに黙だまりこくった。無理もない、恐こわいから。


　しかし、よそ見してそれを見み逃のがした運の悪い者が二名、周囲が静かになったにも拘かかわらずおしゃべりを続けていた。恐らく報ほう道どう関係者だろう。


　裁判長は相変わらず表ひよう情じようを変えることなく、視し線せんだけをギョロリとその二人に向け、


「そこの二人。そう、最さい後こう列れつのあなた方だ。


　あなた方二人は、静粛にという当法廷からの命令を無視し、審理の進行を妨ぼう害がいした。よって裁判長権けん限げんにより、当法廷からの追放を命じる。廷てい吏り、連れ出しなさい」


　その二人は当然「えー！」と不満の声を上げた。問答無用で廷吏に連れ出される間中、傍聴権は国民の権利だぞ、あんたを訴うつたえてやると怒鳴っていたが、裁判長は相変わらず眉まゆ一つひそめることなく二人を見送ると、何事もなかったように堀内に言った。


「続けなさい」


「は。い、いえ、以上です。反対尋問をどうぞ」


　さて、裁判長のおかげでテンポが崩くずれてしまったが、とうとう来るべき時が来た。あの証言台に立っている妙みように自信満々な刑けい事じの鼻はなっ柱をへし折り、いつぞやのデートの借りを返すこの時が。


　しかし──ふと懸け念ねんする。


　この裁判長の調子だと、俺おれがこれから法廷をひっくり返した時、驚きよう愕がくに染そまる傍聴人全員に退たい去きよ命令が出されたりしないだろうかと。


　俺はそうならないように祈いのりつつ、ゆっくりと席を立ち、さりげない口調で反対尋問を開始した。


「さて、羽田刑事、伺うかがいます」


「……なんでしょう？」


　それまでの余よ裕ゆうに満ちた表情から一変し、体中に警けい戒かい心を滲にじませる。昨日の俺とのやり取りから少しは学習したらしい。


　とりあえずは軽くジャブだ。


「羽田刑事。あなたは事じ件けん現場に偶然居い合あわせた警官だったとのことですね？」


「ええ、そうです」


「では、なぜあなたは事件を未然に防ふせぐことができなかったのですか？」


「……！……」


　侮ぶ辱じよくされたとでも思ったか、羽田刑事の顔が硬こう直ちよくし、紅こう潮ちようした。俺は内心で笑いを堪こらえるのに必死だった。こんな初歩的な挑ちよう発はつにひっかかるなっつーの。


「わ、私だって犯はん罪ざいが起きることが分かっていれば防げました。しかし、あのような状況で殺人を予期するのはどんな人間にだって不ふ可か能のうですよ」


　陪ばい審しん員いんのほとんどもそう思っているだろうから、これ以上は突つっ込こまない。その代わり、今度はストレートを一発かます。


「ところで、先ほどからのあなたの態たい度どを見ていると、殺人という重大な事件を防げなかったにも拘かかわらず、消しよう沈ちんしているどころか、どこか誇ほこらしげな様子さえうかがえるのは私の気のせいでしょうか？」


「……!!……」


「異い議ぎありぃ！」


　堀内が立ち上がる。


　俺はチビ検けん事じが何かを言い出す前に、肩かたをすくめて言った。


「あー、失礼。ただ今の質しつ問もんは撤てつ回かいします。皆みなさん、忘わすれて下さい」


　傍聴席から苦く笑しようがもれた。


　裁さい判ばん長ちようが渋しぶい顔をして何か言いたそうだったが、俺は無視して尋問を続けた。


「さて、羽田刑事。被ひ害がい者しやはあなたの叔お父じということでしたね？」


「そうです」


「その叔父を殺され、あなたはさぞかし仇かたきを討うちたいと思ったのではないですか？」


「それはまあ──あ、い、いえ、違います、その──」


　羽田は一いつ瞬しゆん頷うなずきかけたが、慌あわてて首を横に振ふって否ひ定ていした。すかさず、羽田刑事が答えてしまわない内に次の質問を飛ばす。


「さて、少し話を変えましょう。裁判というものを例にとって、ある決まりについて解かい説せつしたいと思います。


　たとえばある裁判長が刑事裁判を受け持ったとします。


　ところが、その裁判の被告人が裁判長の親しん戚せきなどだった場合、その裁判長は解かい任にんされ、別の判事が新しく裁判長として任命されることになるのです。なぜだか分かりますか？」


「…………」


　羽田は答えなかったが、


「異議あり！　この質問は意図が不ふ明めい確かくで、また本件との関連性せいがあるとも思えません！」


　代わりに堀内の嫌がらせのような異議が飛んだ。


　俺はしれっと答える。


「もう少し続けさせて頂いただければすぐ明らかになりますよ」


「よろしい。ではただ今の異議は暫ざん定てい的に却きやつ下かする」


　裁判長がそう裁決を下した。


「羽田刑事、お答え下さい。なぜ裁判長と被告人が親しい関係にあった場合、その裁判長は解任されるのでしょう？」


　羽田刑事はしぶしぶ口を開いた。


「……私し情じようを挟はさむから、じゃないんですか」


「その通りです。たとえ本人が私情を挟むことはないと明言していたとしても、被告人が自分の肉親だったりすれば、心の奥おく底そこのどこかで私情を挟んでしまうのではないか。


　そして私情が挟まれた裁判では、本来あるべき公平性が損そこなわれる──法ほう律りつではこんな可能性を考こう慮りよし、先ほど申し上げたようなシステムにしているのです。


　さて」


　俺は人差し指をぴんと立てた。


「聞くところによると、これは警察でもありうることのようですね。


　つまり、ある人物が殺されたとして、その人物がある刑事の関係者であった場合、その刑事は事件の担たん当とうから外されるそうですが、羽田刑事、当然ながらあなたはこのことを御ご存ぞん知じですよね？」


「……ええ、まあ」


「あなたはこの慣かん習しゆうを知っていたわけですね」


「だからそう言っています」


「にも拘わらず、あなたはこの事件を捜そう査さしたわけですね？」


「いえ、ですから私はあくまで一刑事として事件の解決に協力したかっただけで……」


「あなたはその時、私情を挟んで捜査しましたか？」


「いいえ」


「叔父さんの仇を討ちたいと思ったりしませんでしたか？」


「いいえ、とさっき言ったはずです」


「本当に？」


「異議あり！　その質問には答えました！」


「異議を認みとめる。弁べん護ご側は質問を変えなさい」


「分かりました。羽田刑事、あなたは何らかの感情を持って捜査したということはないと言うわけですね？」


「異議あり！　これは同じ質問です！」


　堀内が申し立てたが、今度は違ちがう裁定が下された。


「異議は却下。これは先ほどとは異質の質問である。証しよう人にんは質問に答えなさい」


「あり得えません、断だん言げんします」


　羽田刑事は即そく座ざに答えた。


「ほう、なるほどなるほど……」


　俺はわざとらしく大おお仰ぎように何度も頷いて見せた。


「つまり、あなたは自分の叔父が殺されたというのに、何一つ感かん傷しよう的なことを感じなかったわけだ。あなたはそんなに叔父が嫌きらいだったのですか？」


　羽田刑事の顔色が変わった。


「い、いえ、そういうわけでは──」


「嫌いではなかった？　じゃあ好きだったわけですね？」


「それはまあ、たった一人の叔父ですから」


「なるほど、自分が好きだった人物が殺された。となると、やはりあなたはこの事件に対し、何らかの私情を抱いだいたのではないですか？」


「い、いえ、それは──」


「それとも、自分が好きだった人物が殺されたにも拘かかわらず、何ら感情を抱かなかったのですか？」


「け、刑事が殺人という事件そのものについて、感情を持ってはいけないことなんてありません。子こ供どもが殺された殺人事件があったとすれば、どんな刑事だって犯はん人にんを憎にくみます。その結果、捜査に一いつ層そう熱が入るようにもなるのです」


「叔父が殺され、あなたはそのような感情を抱き、捜査に熱が入ったというわけですか？」


「そうです」


　俺はニヤリと笑い、


「ということは、あなたは自分の叔父が殺されたというのに、他人が殺された程てい度どにしか思っていなかったわけですか？」


「ちょ、ちょっと待って下さい、な、なんでそうなるんですか！」


「そうなるもなにも、あなたがそう証言したんじゃないですか」


「異い議ぎあり！」


　見かねてか、堀内検けん事じが立ち上がった。


「裁さい判ばん長ちよう！　一連の反対尋じん問もんは意図が不ふ明めい瞭りようで、かつ本件との関連性も不明です！　これ以上の意味を持たない尋問を延えん々えんと続け、証人を惑まどわすような弁護側のやり方には強く異議を申し立てます！」


　裁判長はギョロリと目を俺に向けた。


「弁護人。いかなる意図があってこのような尋問を続けるのか、その理由を述のべられるか？」


「もちろんです裁判長。弁護側は、羽田刑事が何らかの感情に駆かり立てられる形で捜査に志し願がんしたことを証明したいんです」


「なるほど、それは理り解かいできる。異議は却きやつ下か、証人は質しつ問もんに答えるように」


　羽田刑事の舌した打うちがここまで聞こえてきた。


「分かりました、認めます！　確たしかに私は叔父が殺されたことに憤いきどおりを感じ、その犯人をこの手で捕つかまえたいと思いました！　肉親が殺されたなら誰だれだってそう感じるでしょう！　弁護士さん、あなただって自分の肉親が殺されたら自分の手で犯人を捕まえてやりたいと思うはずだ！」


　俺はチッチッチと指を振ふりながら舌を鳴らした。


「あなたは証人として証言台に立っているんです。質問をするのは私で、あなたはただその質問に答えさえすればいい。余よ計けいなことは一いつ切さい言わないように。その程度のこと、堀内検事から指し導どうを受けているのではないのですか？」


　本来ならこの辺で傍ぼう聴ちよう席せきから苦く笑しようが漏もれるのだが、今回はそうはいかなかった。


　なにしろ今回の事件では犯人は自白しており、羽田刑事はその犯人を逮たい捕ほした功労者だからだ。今の俺は、人の手て柄がらをほじくりまわして苛いじめてるＳサド弁護士ぐらいにしか見られていないに違いない。


　甘あまい。真のほじくりまわしはこれからだというのに。


「さて、羽田刑事。あなたが犯人を見つけて叔父の仇かたきを取りたいという感かん情じように突つき動かされて捜査をしたことは証明されました。


　では次に、見事犯人を追い詰つめた時の話を伺うかがいましょう。


　あなたはまず、被ひ告こく人にんがどうやって被害者を殺害したか、そのトリックを証しよう明めいしたわけですね？」


「ええ、そうです」


　俺はニヤリと笑った。


「ちょっと待って下さい、あなたは被害者が殺されるところを実じつ際さいに見たわけですか？」


「い、いいえ」


「あなたがしたことは、ファックスを使えば遠えん隔かく操そう作さでボウガンが発はつ射しやできる……ということを示しめしただけですよね？」


「そ、それはまあ」


「と言うことは、あなたがしたことは〝証明〟ではなく、ただの〝仮か説せつ〟を話しただけということになります。何度も言いますが、あなたは刑事という専門職についているのです、証言をもう少し正せい確かくに行って頂いただくことはできませんか？」


　羽田刑事は一気に顔を紅こう潮ちようさせた。


「い、異議あり！　これは証人の言葉の揚あげ足を取ることで、意図的に証人の証言の価か値ちを陥おとしいれようとするものです！　このような悪意をもった尋問は認められません！」


　堀内が怒ど鳴なるように申し立てる。しかし、


「異議は却下する。本ほん件けんでのこの証人の特とく殊しゆ性せいをかんがみる限かぎり、弁べん護ご側には多面的な質問が認められるべきである」


　裁判長にそう裁決され、堀内はがっくりと椅い子すに座すわり込こんだ。


　傍聴人は未いまだ大多数が羽田刑事の味方だろうが、こうも追い詰められている様子を見せれば多少は弁護側の主張に興きよう味みを持つ者も出てくるだろう。


　俺は尋問を再さい開かいした。


「あなたはボウガンを撃うつ方法の一つを提てい示じして見せた。それから、犯はん人にんは被告人しかあり得ないと言った。ここまではいいですか？」


　羽田刑事は不満そうな様子をありありと見せたが、否ひ定ていはしなかった。


「それからあなたは、そのボウガンを発射するトリックに必要だった道具を見つけ出したんですよね？」


　俺がそう言うと、羽田刑事は途と端たんに高こう姿し勢せいを取り戻もどした。


「そうです。私が彼女のコートを探さぐると、疑うたがいようのないそれらの証しよう拠この品が出てきたわけです」


　俺は人差し指をビシッと突きつけた。


「それです！　それこそ弁護側の詳くわしく訊ききたい点なんですよ。


　羽田刑事、あなたが彼女のコートを漁あさったんですね？」


「……漁ったという表ひよう現げんはやめてもらえませんか？」


「あなたに質しつ問もんする権けん利りはありません。あなたが漁っていないのなら〝いいえ〟、漁ったのなら〝はい〟と答える、ただそれだけで結けつ構こうです」


「異い議ぎあり！　これは意図的に証言の価値を貶おとしめることを目的とした悪意のある質問です！」


　堀内が懲こりずに言った。


「本法ほう廷ていにおいて、表現の解かい釈しやくを一々審しん議ぎすることは避さけたい。よって異議は却下する。ただし弁護人、多少は慎つつしむように」


　裁さい判ばん長ちようは素そっ気け無くそう裁決した。


「羽田刑事、答え辛づらそうですから質問を変えてあげましょう。あなたはコートを探った、そうですね？」


「そ、そうです」


「その時、被告人はどうしましたか？　あなたを制せい止ししようとしませんでしたか？」


「ええ、しました」


「するとあなたは、彼女の制止を振り切って強ごう引いんにコートを奪うばったのですね？」


「い、いえ、その、ちょっと待って下さい、確かに彼女は私を制止しましたが──」


「ところでそのコートは、当然ながら彼女の私し物ぶつに当たるわけですよね？」


　堀内検けん事じの顔が真っ青になっていた。俺が何を言わんとしているか気付いたのだろう。


「え、ええ、それはそうですが」


「では、あなたは彼女の私物を探るにあたって、裁判所から許可はもらいましたか？」


「い、いいえ。そんなこと出来るわけないじゃないですか」


「では、あなたは被告人の私物を探るにあたって、彼女の同意を得ましたか？」


「…………」


　今度は答えようとしなかったが、構かまわず続けた。


「つまり、あなたは同意を得ずして被告人の私物を勝手に漁ったのですね？」


「い、いいえ、私は一警けい察さつ官かんとして、犯人を突つき止めるべく──」


「同意を得ずして私物を漁りましたね？」


「いえ、だから私は──」


「同意を得ずして私物を漁ったんですね？　イエスかノーで答えて下さい」


「…………」


　また答えようとしない。だが、今回は俺もだんまりを許ゆるすつもりはない。


　裁判長に目を向ける。裁判長はすぐに俺の意図を感じ取ってくれたらしく、羽田に向かって促うながした。


「証人は質問に答えなさい」


　羽田刑事は追い詰つめられた証人がよくやるように、助けを請こうかのごとく堀内検事の方を見た。


　たが、その堀内検事は真っ青になってこれからの展開に恐きよう怖ふしているだけだった。


　羽田刑事は諦あきらめたように、


「た、確たしかに同意を得ずに彼女のコートを探ったかもしれませんが……」


「結構。それが聞きたかったんです」


「…………」


　羽田はもう何も答えようとしなかった。


　俺は裁判長に向き直った。


「裁判長。お聞きの通り、検察側が先ほど提出した紐ひもと釘くぎの証拠物ぶつ件けんは、羽田刑事が捜そう査さ令れい状じようによらず、しかも本人の同意さえ得ることなく収しゆう集しゆうしたものであることが明らかであります。


　よって弁べん護ご側は、違い法ほうな手続きによって得られた証拠物件は事実認にん定ていの証拠として採さい用ようされてはならないという〝違法収集証拠排はい除じよ法ほう則そく〟に基もとづき、検察側が提出した証拠物件ＢとＣが証拠として採用されることに異議を申し立てたいと思います！」


　言うまでもないことだが、法廷は蜂はちの巣に小便をひっかけたような騒さわぎになった。


　ガン、ガン、ガンと三度槌つちが鳴り響ひびく。


「静せい粛しゆくに。静粛にしなさい」


　だが、今回ばかりはなかなか静まらなかった。


「……廷てい吏り、その左ひだり隅すみの……そうそう、そこの四人、まとめて外に引っ張ぱり出しなさい。それからその前に座すわってるその二人、そう、あなた方も追放する。言い訳わけを聞く気はない、直ちに命令に従したがわない場合、次は法廷侮ぶ辱じよく罪ざいを適てき用ようするのでそのつもりで」


　途と端たんに法廷は蜂の巣に殺虫剤ざいを注ぎ込んだように静まり返った。


　裁判長は静かになった法廷内をギョロリと見回し、いつもどおり淡たん々たんと次の言葉を発した。


「検察側、反はん論ろんはあるか」


　チビ検事は冷や汗あせをかき、時間を稼かせぐかのようにノロノロと立ち上がった。


「ええーと、その、羽田刑事は親しかった叔お父じを殺害されたという非ひ常じように同どう情じようの余よ地ちがある立場で、その状じよう況きようでは多少捜査に行き過すぎがあったとしても、その──」


「そう、まさにそこなんですよ、弁護側が主しゆ張ちようしたかったことは」


　俺は待ってましたとばかりに口を挟はさんだ。


「先ほど、彼自身も証しよう言げんしましたね。叔父が殺され、感情的になった部分があることは否いなめないと。


　つまり、羽田刑事は叔父が殺されたことにより、捜査の手しゆ段だんを選ばなくなったと考えられるわけです。その結果、強引な捜査に及およんだ──これが違法だったことは明らかであります。


　叔父が殺されたという羽田刑事の立場には確かに同情すべき余地がありますが、だからといって違法な捜査を行って構わないなどということはあり得ません。そのためにこそ、警察や裁判所は、被ひ害がい者しやと関係がある人間は決してその事件に拘かかわらせまいとしているのですから。この証人は、それを承しよう知ちで捜査に拘わったのです。そして違法な捜査に及んだ。それだけの話です」


　誰もが呆あつ気けに取られたような顔をしていた。


　裁判長がみじろぎもせず、虚こ空くうを見つめている。やがて考えがまとまったらしく、俺と堀内を交こう互ごにギョロリと見やってから口を開いた。


「裁判長として意見を述のべる。


　一連の尋じん問もんを聞いている限かぎり、この証人が本人の承しよう諾だくを得ることなく、また令状によることなく、違法に証しよう拠こを収集したことは明らかである。


　よって当法廷は、検けん察さつ側から納得のいく反論がなされない限り、先に提てい出しゆつされた検察側証拠物件ＢとＣの採用を却きやつ下かすべきだと考える」


　融ゆう通ずうが利きく裁判長ってのも、なかなかいいものかもしれない。


　法廷は三み度たび騒そう音おんに包まれたが、裁判長が三度槌つちを鳴らすとすぐに静かになった。


　ここでぐうの音も出ない検察側にトドメを刺さすべく俺は立ち上がった。


「裁判長、ここで一つ提案があります。


　仮かりに証拠物件ＢとＣの採用が却下された場合、検察側が証拠として提出したものは、証拠物件Ａ──被害者の頭部に刺さっていた矢だけとなります。しかし、この証拠については、なんら被告人との関かん連れん性せいは立証されていません」


　俺はつかつかと検察側の机つくえに近づき、口を開けて呆ほうけている堀内の前に置いてあった六法全書を取り上げ、そのまま机に寄よりかかってページをめくった。


「ここである条じよう文ぶんを読み上げさせて頂いただきましょう。


　日本国憲けん法ぽう第三八条第三項こうにこうあります。


〝何なん人ぴとも、自じ己こに不ふ利り益えきな唯ゆい一いつの証拠が本人の自白である場合には、有ゆう罪ざいとされ、または刑けい罰ばつを科せられない〟。


　続いて、刑事訴そ訟しよう法第三一九条第二項もご紹しよう介かいしましょう。


〝被告人は、公判廷における自白であると否とを問わず、その自白が自己に不利益な唯一の証拠である場合には、有罪とされない……〟」


　パタンと本を閉とじて放ほうり投げ、自分の領りよう土どに戻もどりながら続ける。


「皆みなさん。この条文、今の状況にぴったりだとは思いませんか？


　弁護側は、検察側から早急に被告人と事件とを結びつけるような決定的な証拠が提出されない限り、本件は取り下げられるべきだと考えますが、いかがでしょう？」


　法廷内で写真撮さつ影えいが禁きん止しされていることが惜おしまれる。


　今の堀内のあのあんぐりと口を開いた表情が写真になれば、明日の朝ちよう刊かんのトップを飾かざれただろうに。


「検察側、何か反論はあるか？……堀内検事、聞こえているか」


　堀内はハッと現げん実じつに戻った。


「さ、ささささ裁判長。検察側には方ほう針しんを見直す必要が生じました。


　つきましては明日まで審しん理りを延えん期きして頂けないでしょうか」


「よろしい。では本日の審理はこれまでとする」


　……ちょっと待て。それはいくらなんでも融通の利かせ過すぎだ。


「弁べん護ご側には異い議ぎがあります裁判長。現時点での審理の中ちゆう断だんは、明らかに検察側の無用な時間稼かせぎだと考えます。審理の延期には反対します」


　堀内が今にも泣きそうな顔で俺に懇こん願がんしていた。その顔がこう言っている。そんなこと言うなんてヒドイじゃないか、僕ぼく達たちはこれまでにも助け合ってきただろう……？


　……ちょっと恐こわい表情だった。


「弁護側の異議は却下する。


　弁護側から提出された動議に対し、検察側には考こう慮りよする時間が与あたえられるべきだと考える」


　やれやれ。


「審理の再さい開かいは、明日午前十時この法廷とする──」


　裁判長は昨日と同様に陪ばい審しん団だんに長ったらしい注意事項を述べると、槌を一度叩たたいて今日の審理の終しゆう了りようを宣せん言げんした。







　　　　十一月二十六日　午前十一時五十二分　弁護側控ひかえ室







　俺は何と言われるか分かっていたので先手を打った。


「鬼おにと呼よびたくば鬼と呼べ」


「鬼！　悪あく魔ま！　正せい義ぎの敵てき！　自分さえよければあとはどーでもいいと考えるその資し本ほん主義的思考！　今日という今日は本ほん性しよう見たりだわ！　あんたぜーったいロクな死に方しないわねっ、あたしが保ほ証しようしたげる！」


　皐さ月つきは俺を指差し、あらん限りの罵ば詈り雑ぞう言ごんを飛ばすのだった。


　影かげ野のがだらしなく椅い子すに座すわり、哀あわれみのこもった目で俺を見ていた。


「犯行を認みとめてる人間をどうやって無罪にするのかと思ってたら、まさかあんな方法があったとはな……。


　これでとうとうお前も弁護士免めん許きよ剝はく奪だつだな。今度お前の事じ務む所しよ行く時はミヤゲに就しゆう職しよく情じよう報ほう誌しでも買っていってやる」


「そんな心配はいらねーよ。警けい察さつの違い法ほう捜そう査さを指し摘てきするのはまっとうな弁護方法だ、こんなことぐらいで免許剝奪なんかされてたまっかよ。ま、怒ど鳴なり声の一つ二つは飛んでくるだろうがな」


「自分に害が及ばなきゃ殺人者でさえ無罪放ほう免めんにしてやるってわけだ。いっぺんこの弁護士コンクリ詰づめにして海にでも沈しずめた方が世のためになりそうだな」


「そーよね。コイツならもし警察にバレても、絶ぜつ対たい逮たい捕ほするどころか感かん謝しやしてくれるでしょーし」


　俺は思わず羽田刑けい事じと堀内検けん事じが泣きながら皐月と影野に感謝しているところを想そう像ぞうしてしまった。……笑えない。こいつらには殺されないようにしよう。


「でも、本当に大だい丈じよう夫ぶなんですか？　このまま佐野さんを無罪にできたとしても、世間の人が何て言うか……」


　雪奈が持ち前の心しん配ぱい性しようを発はつ揮きし、困こまったような顔で俺を見る。


「そうそう、それに遺い族ぞくも黙だまってないでしょ？　絶対民事訴訟起こしてくるわよ？」


　皐月も口を揃そろえて言う。俺はニヤリと笑い、


「何か勘かん違ちがいしてないか？　裁さい判ばんはまだ終わってないんだぜ？


　ま、俺だって殺人者をお咎とがめナシに野放しにしようなんて思ってない。明日にでもチビ検事にこう持ちかけてやるのさ。


　本来なら俺の依い頼らい人は無条件で釈しやく放ほうされるべきだが、彼女は潔いさぎよく罰ばつを受けるつもりになっていると。だから違法捜査の点についてはなかったことにしてやってもいい。その代わり、俺の依頼人は充じゆう分ぶん反省しており、前科もなく、改かい悛しゆんの見み込こみは大いにあるわけだから、多少求刑は軽くしてくれるよなあ？　ってな。


　そうすりゃ佐野も早く牢ろう屋やから出られるだろうし、俺の弁護士としての名声はますます知れ渡わたるだろうし、羽田刑事はこってり絞しぼられるだろうし、検察は俺には勝てないことを思い知らされる。世間も納なつ得とくして万ばん々ばん歳ざいってわけだ。民事で訴うつたえられるのは……まあ人殺してるんだから仕方ねーな。ま、そこまでは俺の担たん当とう外だし」


　控え室を重苦しいほどの沈ちん黙もくが支し配はいした。


「……最悪だ」


「……最悪ね」


　ヘボ探たん偵ていと小悪魔女子中学生は口々に呟つぶやいた。


「最悪もクソもあるもんか。俺は悪いことなんて一つもしてないんだからな」


　そう言っても、二人が俺を見る目つきは変わらなかった。


　ちなみに。


　一々説明してやるつもりはなかったが、もし堀内検事がバカではないまっとうな検察官だったとしたら、俺の目もく論ろ見みは明日にも崩くずされる可か能のう性せいがあるのだ。いや、万が一、堀内が気付かなかったとしても、他の誰だれかが教えるだろう。いくら俺でも、殺意を持って計画的に殺人を犯おかした人間を無む罪ざい放免にすることは難むずかしい。


　だが、今回の裁判の目的はただ一つ──無罪を勝ち取ることではない。羽田刑事に借りを返してやることだけなのだ。


「ま、今日辺りは世間からなんて言われるか分かんねーし、事務所に戻もどったら電話線引っこ抜ぬいとく必要はあるがな。


　雪奈も今日はもう帰った方がいい。事務所に変なのが押おしかけてくる可能性もあるしな」


「そ、そうなんですか……。分かりました」


　雪奈はどこかひきつりかけた顔で頷うなずいた。


「あ、そうだ。じゃあ今日の晩ばん御ご飯はんはうちで食べますか？」


　俺おれは突とつ然ぜんふって湧わいた幸運に感謝した。


　夜に、雪奈の家で、二人っきりで、晩飯を食う。


　雪奈は一人暮ぐらしである。誰もいない二人っきりの家。そこに若わかい男女がいるとなれば？


　俺は内心でほくそえんだ。思わぬところから絶好のチャンスが来たと。


　しかし。


「分かった、じゃあ夕方に雪奈ちゃんの家に行けばいいんだな」


「りょーかい。あたしも六時頃には行くから」


　……俺は思わず膝ひざかっくんでもかまされたかのような衝しよう撃げきを受け、後ろに誰かいるのではないかとふと振ふり返ったが、


「善ぜん行こー、何してんの？」


「いや、なんでもない」


　誰もいなかった。


　影野がニヤリと笑って俺の耳に囁ささやいた。


「〝なんでお前らが出てくるんだ〟って顔してんな。忘わすれたか？　俺の報ほう酬しゆうには雪奈ちゃんの手料理が含ふくまれてるんだからな」


　ぐっ。


　たとえ報酬を全ぜん額がく金でくれてやったとしても、こういう時は絶対に押しかけてくるクセに！


　おまけに、なぜ皐月までついてくるのか。俺は密ひそかな抵てい抗こうを試みることにした。


「ゆ、雪奈。その、四人分も飯を作るの大変じゃないか？」


「私は大丈夫ですよ、二人分増ふえるぐらいいつものことじゃないですか。……どうしたんですか、善行さん？　突然椅い子すに倒たおれこんだりして」


「なーに、疲つかれただけだろ」


　影野がニヤニヤ笑いながら言った。張はり倒してやりたい。


「そうですよね、今日の法ほう廷てい凄すごかったですし……。分かりました、今日の晩御飯は期待してて下さいね！　疲れが取れるものを作りますから！」


「あ、ああ、期待してるよ、雪奈」





　その日の夕飯。


　飯自体は期待通りのボリュームのあるものだったが、食後の展てん開かいはまったくの期待はずれであった……。
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　　　　十一月二十七日　午前十時　地方裁さい判ばん所しよ第二法ほう廷てい







「では審しん理りを再さい開かいする」


　審理三日目。天気は晴れ。傍ぼう聴ちよう席せきは満席。


　これまでと同様、審理開始予定時じ刻こくを一秒たりとも違たがうことなく、裁判長は審理再開を宣せん言げんし、法廷は厳おごそかな雰ふん囲い気きに包まれた。


「では堀ほり内うち検けん事じ、始めなさい」


「はい、裁判長」


　今日の審理は、堀内検事の弁べん解かいから始まることになった。


　しかし背せが低いことが特とく徴ちようの検事は、昨日とは打って変わった自信に満ちた態たい度どで話し始めた。


「昨日弁べん護ご側から問い質ただされた点について回答したいと思います。


　羽はね田だ刑けい事じが、本人の承しよう諾だくを得ず私し物ぶつを探さぐり、証しよう拠こを得たこと──これは事実であり、そして違い法ほうであることは認みとめざるを得ません。


　しかし、我われ々われ検察側は興きよう味み深い最高裁判所の判例を発見しました」


　やっぱり気付いたか。


　堀内は一いつ般ぱんの人間を混こん乱らんさせることが目的かのように、ウダウダと難むずかしい言葉を並ならべ立て始めた。


「ご紹しよう介かいしましょう。


　昭和六十一年にあった刑事裁判での判例です。これによりますと、違法収しゆう集しゆう証拠に関する違法判はん断だんは、手続きの適てき法ほう性せいについての判断であり、証拠物件の証拠能のう力りよく自体を否ひ定ていすべきものではないとされています」


　堀内本人は得意満面でそう言い放った。しかし、何人もの陪ばい審しん員いんや傍聴人の頭上にクエスチョンマークが出ていることに気付くと、一度咳せき払ばらいをし、


「分かりやすく言いましょう。つまり、証拠収集の手続きに違法があったとしても、証拠それ自体の能力は排はい除じよすべきではないとされているのです。


　今回の裁判を見てみましょう。


　確たしかに、羽田刑事は適法とは言いかねる手続きによって証拠を収集しました。これは〝証拠収集手続きにおいて違法だった〟と言われても仕方がないでしょう。


　しかし、収集された証拠の紐ひもからは、事じ件けん現げん場ばの本ほん棚だなの裏うらにたまっていたホコリと同じ成分のホコリが検出されたのです。これは、その紐が本棚の裏側を通された何よりの証拠であり、たとえ収集手続きについて違法があったとしても、証拠能力自体を否定するものではありません」


　傍聴席に、小波さざなみのように堀内の主しゆ張ちようせんとしていることが伝わっていく。それに伴ともなって法廷のあちこちから発生するノイズが大きくなる。そのノイズをものともせず、チビ検事は堂々と付け加えた。


「よって検察側は、昨日提てい案あんした証拠物件ＢとＣについて、再度の申しん請せいをする次し第だいであります！」


　おおー、と法廷にどよめきが生まれ、裁判長が三度槌つちを叩たたいてそれを静しずめる。


　やはりこういう論ろん法ぽうで来たか。昨日は雪ゆき奈な達にも言わなかったが、こうなると佐さ野のを無む罪ざい放ほう免めんにするというのも、検察側に駆かけ引きを持ちかけるのも無理である。


　しかし、捜そう査さ自体は違法だと検察が認めたのだ。一番の目的であった羽田刑事への復ふく讐しゆうは果たせた。


　そして違法な捜査があったということは、佐野由ゆ香か里りへの同どう情じようをかきたてる要よう素その一つぐらいにはなるだろう。多少は減げん刑けいに繫つながるはずだ。


　何事か考えていたらしい裁判長が重々しく口を開いた。


「検察側の主張には確かに一理ある。


　しかし、殺人という重大な犯はん罪ざいに拘かかわる重要な証拠の是ぜ非ひを問うに、この予よ備び審問での審理では不充分である。よって、これらの証拠採さい用ようについての判断は、この予備審問ではなく、公判において正式に下されるものとし、本審問中では、あくまで暫ざん定てい的に証拠として扱あつかうものとする」


　融ゆう通ずうの利きき過すぎる裁判長ってのは、こういう時はロクなもんではない。


　この予備審問では証拠として認める──つまり、俺のしたことは羽田刑事をこきおろせたという点を除のぞき、ムダになったというわけだ。


「では、中断した審理を再開する。


　検察側、証人を喚かん問もんしなさい」


　堀内はニンマリと笑いながら答えた。


「いえ裁判長。検察側はこれ以上の証拠提出や証人尋じん問もんを必要としません。我々検察側は、殺人という犯罪があり、それを実行した疑うたがいが被ひ告こく人にんにあるという可か能のう性せいは充じゆう分ぶんに提てい示じできたと考えています」


　堀内の言葉に、陪審員の数人が納なつ得とくしたような表情を見せた。そりゃそうだ、犯人が自白しているのだから。こんな予審など開かなくても、最初から陪審員は疑いどころか罪つみがあると思い込こんでいるに違ちがいないのだ。


　このまま陪審員による評ひよう決けつまでいけば、勝ち目がないことだけは間違いない。


「よろしい。ではこれより弁護側の立りつ証しように移うつるものとする。


　山やま鹿しか弁護人、証人を喚問しなさい」


　さて……。


　羽田刑事に借りを返すという目的はすでに果たせたのだ。


「俺が立証することなんて何にもねーんだよ。俺の目的はもう済すんだんだ、もうこの審しん理りがどうなろうと知ったこっちゃない、さっさと帰らせてもらうぜ」


　そう言ってやっても良かったのだが、俺にはどうしても一つだけ気にかかっていることがあった。


　検察側証拠物件Ａ。あの矢羽と折れた、ボウガン用の矢である。


　なぜ、矢羽が折れていたのだろうか？


　佐野に聞いたところによれば、矢羽というものは矢にとってなくてはならないものらしい。となれば、少なくとも佐野が折ったということはないだろう。すると、折れたのは少なくとも犯罪に使われた後ということになる。たとえば、検察側の管理ミスによって──俺は昨日まではそんな推すい測そくをしていた。


　しかし──だ。


　警察も検察もバカじゃない。そう簡単に重要な証拠物件を損そん壊かいするようなヘマはまずしないはずだ。


　では、もしも矢羽が折れていたのが、佐野のせいでもなく、管理ミスによるものでもなく、それ以外の要よう因いんによるものだったとしたら……？


　結局、俺が口に出したのは次のような言葉だった。


「裁判長。弁護側は、堀内検けん事じが先ほどのような提案をすることは予想外でした。そのため、今日の審理はこれで終しゆう了りようして頂いただき、弁護側の立証は明日からとして頂けないでしょうか」


　堀内の顔が「またか！」と言っていた。


　いつもならここで「異い議ぎあり！　以下略りやく」と申し立てがあるところだ。


　しかし、


「堀内検事。どうであるか？」


「検察側としましては、これ以上陪ばい審しん員いんの皆みな様さまの貴き重ちようなお時間を奪うばいたくはありません。しかし、弁護側がどうしても必要と言うのであれば、明日までの延えん期きに同意しても構かまいません」


　……すでに勝利を確かく信しんしているのか、それとも陪審団だんにアピールしたいだけなのか、あるいはその両方なのかは分からないが、珍めずらしく堀内は素す直なおに同意した。


　確たしかに陪審団へのアピールという点では成功していると言っていい。現に数人の陪審員が、「まだ続くのか」とうらめしそうな顔で俺を見ている。とはいえ、現げん時じ点てんではすでに陪審団の評決の結果は決まりきってるはずなのに、これ以上アピールしても意味があるとは思えないが。


「よろしい。検察側に異い存ぞんがないのであれば、本日の審理はこれまでとする。審理の再開は、いつも通り明日午前十時よりこの法ほう廷ていとする」


　例によって裁判長は陪審団に長ったらしい注意事じ項こうを一言一句く違たがえずに述のべると、昨日と全く同じ動作で槌を一度叩き、


「では、終了」


　と、宣せん言げんした。その寸すん分ぶん違わぬ動作といったら、まるでロボットのようである。


　途と端たんにざわめき出す法廷。


「あの、山鹿さん」


　突とつ然ぜん、隣となりの佐野が俺に向かって頭を下げた。


「色々ありがとうございました。私のためにこんなに手を尽つくしてもらって……。でも、もういいです。私でも今裁判がどんな状じよう況きようになってるかは分かりますし──」


「いーや、そう考えるのはまだ早いぜ？」


　佐野の言葉を遮さえぎる。


「確かに、俺の目もく論ろ見みの一つは外れた。だがな、まだ手がないわけじゃない。昨日、あんた言ったよな？　ボウガンの矢についてる矢羽ってのは、発射されたぐらいじゃ折れることはないって。そのことについてちょっと気になることがあるんだ。あんたが使った矢ってのについて、詳くわしく教えて欲ほしいんだが」


「は、はあ……」


　俺はあまり乗り気ではないらしい佐野から矢のことについて色々と聞き出すと、次は雪奈に指示を与あたえた。


「雪奈、俺は影かげ野のとちょっと用がある。今日は先に帰っててくれないか」


　雪奈は一いつ瞬しゆんキョトンとしたが、俺の秘ひ書しよだけあって何も訊きき返そうとはせず、


「分かりました、じゃあこれ持っていって下さい」


　と言って、カバンの中から何かの包みを二つ出した。


「サンドイッチです。影野さんの分も。伊い予よちゃんには私が渡わたしときますね」


「お、サンキュ。助かるぜ」


　当然、このことは影野には黙だまっておいて俺が二人分食ってやろう──


「影野さんにもあげて下さいよ、そういう約束なんですから」


　──と思っていたが、よりにもよって雪奈にそう釘くぎを刺されたので諦あきらめざるを得なかった。


　弁べん当とうの包みを受け取り、傍ぼう聴ちよう席せきの影野に近ちか寄よる。


「影野、ちょっと俺の車に乗れ。検けん討とうしたいことがある」


「……お、お前の車でか？」


　影野はなぜか逃にげ腰ごしだった。


「ねえねえ、あたしも行っていい？　いいわよね？　じゃー付いてく！」


　相変わらず法廷をウロついている小こ悪あく魔まが横から口を出した。俺は即そく座ざに答えた。


「来るな」


「ヤよ。止めても無む駄だよ、どうせ付いていくんだし」


　ぐぐぐぐ。俺と影野が乗っている車にこんなガキが乗ってきたらどうなるか。お巡まわりにでも見つかったら絶ぜつ対たい誘ゆう拐かい犯はん扱あつかいされるに違いない。


「ん？　ねえねえ、その包み何？」


　皐さ月つきが雪奈から受け取ったサンドイッチを指差す。そうだ、これがあった。


「これか？　雪奈の作ってくれた昼飯だ。お前の分は雪奈が持ってるぞ」


「そうなの!?　じゃあもらってくるっ！」


　所しよ詮せん、ガキはガキである。


「影野、今の内に行くぞ」


「あ、ああ……」


　影野はやはり逃げ腰だった。





　車は裁さい判ばん所しよの地下の駐ちゆう車しや場じように止めてある。


　俺は影野が乗ったのを確かく認にんすると、さっさと車を発進させた。


　ちなみに、俺の車に二人で乗る時、なぜか影野は必ず後部座席に乗る。しかも、必ずシートベルトをキッチリと締しめて。


　言っておくが、俺の車の運転は悪くない。雪奈から苦く情じようが出たことはもちろん皆かい無むだし、ここ数年減げん点てんをくらった覚えもない。


　そんな安全運転主しゆ義ぎの俺なのに、影野は何を考えているのか、わざわざ後部座席に乗ってシートベルトの安全性をしっかりと確認し、「おい、道を曲がる時は減速しろって習わなかったか？」とか「もうちょっと道の真ん中走れ、ずれてるぞ」とか、「ここの法定速度は五十キロだろ！　なんでおまえ七十キロも出してんだよ!?」などと非ひ常じようにやかましいことを言うのだ。


　まあ確たしかに、雪奈と違って影野が乗ってる時は、多少運転が適てき当とうになっていることはあるかもしれないが、事じ故こを起こしたわけでもないのにコイツはうるさ過すぎる。


「で、これから何をする気だって？」


　後部座席の左側から影野が言った。何を心配しているのかは知らないが、忙いそがしそうに首を動かし、道行く他ほかの車の動向をやたら警けい戒かいしている。


「今回の事じ件けんのことだがな、どうしても納なつ得とくできない部分がいくつかあるんだ」


「……ほう。それなら実は俺もあるんだが、先に聞かせてもらうとしよう。なんだそれは？」


「事件現げん場ばで窓まどが開いていたっつってただろ。それだ」


「そりゃ確かに謎なぞと言えば謎だが──っておい！　お前今ブレーキ踏ふまずにカーブ曲がっただろ！　一いつ瞬しゆん車傾かたむいたぞ！」


「うるせーな。ここの法定速度は四十キロだろ、何もオーバーしてねーよ」


「だからってカーブまで四十キロで走るヤツがいるかよ！　っておい、この道路追い越こし禁きん止しだろ！　ああ、あぶねえな！　もし今対向車来てたらどうするつもりだ！」


「俺には見えたんだよ、対向車なんて来てなかった」


「……なんでお前が免めん停てい喰くらわないのか不思議でしょうがないんだが」


「そりゃ、いつも安全運転を心がけているからな」


「…………」


　バックミラーで覗のぞいた影野は、珍めずらしく青白い顔をして冷や汗あせを流しているように見えた。


「で、話を続ける」


「あ、ああ。こうなりゃ話に集中してる方がマシだ」


　何に比くらべてマシなのか、とは訊きかないことにした。


「凶きよう器きの矢を見た時に気付いたんだがな、矢羽が折れてたんだ。で、そのことを佐野に聞いてみたんだが、少なくとも矢が発射された時点で、矢羽が折れるってことはないらしいんだ」


「…………」


　影野はあごに手を当てて何かしら考えているようだった。


　それから十秒と経たたない内に、突とつ然ぜん青白かった影野の顔に生気が戻り、その顔からあらゆる感情が消えていく。まるで怒おこってるかのように見えるが、こいつの場合それが何かを閃ひらめいた時の顔なのである。


「おい、そういうことは早く言えよ。窓が開いてたってことを考えると、下手すりゃこの事件ひっくり返るぞ」


「そうだろ？　法ほう律りつの抜ぬけ穴あなをほじくり回すなんてあくどい手しゆ段だん使わなくても、この裁判勝てるかもな」


「なるほどな、俺を連れ出して何をする気かと思ったら、そいつを今から探りにいくわけか」


「そういうことだ。ま、その前に一いつ軒けん寄よらせてもらうところがあるがな」


「寄り道か？　腹はらでもこわしたか？」


　俺はニヤリと笑った。


「保ほ険けんを買って行くのさ」







　　　　十一月二十七日　午後一時二分　事件現場







　事件現場には、当然だが見み張はりの制せい服ふく警官がいた。そして当然だが俺が現場を見せろと言うと非常にイヤそうな顔をした。


　だが、俺に現場を調べる権けん利りがあることぐらいは知っていたのだろう、それ以上は抵てい抗こうすることなく俺達を現場に入れた。


　良く考えてみれば、殺人事件の現場に立ち入るなんて久ひさしぶりだった。大抵の場合は影野に任まかせっきりだし。


「山鹿、どうやら可か能のう性せいは充じゆう分ぶんありそうだぜ」


　何を言わんとしているかはすぐに分かった。


　ボウガンが設せつ置ちされていた場所。被害者が座すわっていたという椅い子すの位置。そして部屋の南側は、四枚まいのサッシ窓で覆おおわれている。さすがに外気が入ってくるので今はすべて閉とじられているようだが、聞いた話では事件発生当時、その中の一枚が開いていたという。もし、開いていた窓が、左から二番目辺りだったとすれば──


　俺は見張りの警官に尋たずねた。


「おいおっさん。この部屋の窓って開いてたんだろ？　その窓ってどれのことだ？」


　おっさんよばわりされて一瞬むっとした様子だったが、


「私は知りませんよ、見張りに立たされてるだけなんですから。事件当時の部屋の様子なら写真を撮とってるはずですから堀内検事にでも掛かけ合ってください」


　お役人の必殺タライ回し。


　俺は一瞬むっとなったが、このまま知らぬ存ぞんぜぬで押おし通されれば、こちらとしても動きようがない。面めん倒どうだが、帰りに堀内のオフィスにでも押しかけるしかないようだった。


　部屋には予想以上にたくさんの武ぶ器きが飾かざってあった。ボウガンやクォレルも様々な種類が転がっている。


「なあ影野。このボウガンってヤツは、簡かん単たんに矢が装そう塡てんできるものなのか？」


「いや、それは無理だろ。最近のボウガンならいざしらず、こんな古い型じゃそういうわけにはいかないだろうな」


　影野は棚たなの上に転がっている年代物のボウガンを指差した。


「ほれ、ボウガンの先せん端たんに何かをひっかけるような輪があるだろ。ボウガンに矢を装塡する時は、こいつに片かた足あしをひっかけて動かないようにしてギリギリとねじを巻まく必要がある」


「な、なんだって？　足をひっかけてねじを巻く？」


「ああ。ま、十秒やそこらじゃ無理だろうな」


　ボウガンの先端に足をひっかけてぐるぐるねじを巻く──。その情じよう景けいはすぐには思い浮うかばなかったが、少なくとも弓矢みたいにすぐ撃うてるわけじゃないことだけは理り解かいできた。





　事件現場での調ちよう査さを一通り終えると、影野と共に家の南側に回った。


　南側は見み渡わたす限かぎりの林だった。しかも、杉すぎの木。春に花か粉ふん症しようのヤツをここに連れてくればさぞかし面おも白しろい反はん応のうを示しめすに違ちがいない。


　杉林だけに、地面に障しよう害がい物ぶつとなる雑ざつ草そうがあまり生えてないのが幸いだった。


「よし、探さがすぞ」


「……おい山鹿。このだだっぴろい林から本気で探す気か？」


「当たり前だろ。そのために来たんだからな」


「やれやれ……」





　……一時間後。


「見つからねーじゃねーかおい」


　影野がジト目で俺を睨にらんだ。


「俺に言われても分かるわけねーだろ」


　とりあえずそう言い返しておく。


　おかしい。理り論ろん的には合ってるはずだ。なのになぜあれが見つからない？　やはり俺の勘かん違ちがいだったのだろうか？　その可能性がないわけではないが……。


　十一月の下げ旬じゆん。しかも山やま奥おく。そんなところで一時間も物探ししてると寒くて仕方がない。皐月はともかく、雪奈を連れてこなくてよかった。こんなところに一時間もいれば、体中冷え切ってしまうだろう。その点、俺は頑がん丈じようだし、影野はアレだから風か邪ぜを引くことはない。


　しかし、一時間も寒い中延えん々えん探し物をして、何も成果が上がらないんじゃいささかバカらしくなってくる。


「仕方ない、こうなったら奥の手だ」


「何、奥の手だと？　そんなもんあるなら最初から使えよ！」


　俺は影野の苦情を無む視しし、周囲を見回した。


　木に不自由しないのは幸運だった。家から三十メートルほど離はなれた距きよ離りにある一本の杉の木に目をつける。


　そしておもむろに手て提さげカバンの中から来る途と中ちゆう買ってきた保険を取り出す。


「……おい、ちょっと待て」


　その保険を見た途と端たんに、影野の顔が目に見えて硬こう直ちよくした。


「いくらなんでもそいつはまずいだろ、考え直せ。いいか山鹿、世の中にはやっていいことと悪いことがある。お前がやってるのは……まあ、その、あの女のためだと思えば悪いことじゃないかもしれないが、世間一いつ般ぱん的には──ってお前人の話聞く気ねーだろ」


　俺は返事の代わりにニヤリと笑った。


「影野、肩かた車ぐるましろ」








「信じらんねえよ、まったく」


　後部座ざ席せきに座り、シートベルトを締めながら影野は毒づいた。


「お前が何を考えてるかは分かったがな、あそこまでするかよ普ふ通つう。犯はん罪ざいじゃねーのか、あれは」


「依い頼らい人にんのために最さい善ぜんを尽つくす──それが俺達弁べん護ご人の仕事だ。それがどうやったら犯罪になるんだ？」


「詭き弁べんにしか聞こえねえよ、お前が言うとな」


　一言多いヤツである。


　キーを回し、車にエンジンをかけようとした。しかし、中古で買ったポンコツ車のエンジンは、この気温ですっかり冷え込こんでしまったのか、なかなかかかろうとしない。


「おい。こんなところで立ち往おう生じようなんてゴメンだぜ」


「なーに、コツがあるんだよ」


　俺の言葉どおり、四度目の挑ちよう戦せんでようやくエンジンがかかった。車を発進させながら、再さい度ど影野に問いかける。


「ところで影野、もし俺達の考えどおりだったとしたら、真犯人は誰だれだと思う？」


「一人しか考えられねーな。佐野由香里を除のぞけば、現場にいたのは弟で子しの小こ伊い木き幹みき男おと担たん当とう編へん集しゆうの佐さ鳥とり雄ゆう一いち、それから家か政せい婦ふの加か藤とう明あき子こ、この三人だ。


　そういや、俺が以前拘かかわった殺人事じ件けんで似にたようなことがあったな」


　突とつ然ぜん影野はそう切り出した。


　こいつが過か去こに携たずさわった事件のことを持ち出すとは珍めずらしい。俺はふと興きよう味みを持った。


「どんな事件だったんだ？」


「ある富ふ豪ごうが首くび筋すじに矢を撃ちこまれて殺されるって事件だった。その事件じゃ、数人いた容よう疑ぎ者しやの内、誰がどうやって密みつ室しつの中にいた富豪を殺せたのかが謎なぞだったんだがな。俺の助言であっさり犯人は逮たい捕ほされたのさ」


「ふーん」


「……ふーんっておい。どういう助言だったか聞きたくないのか？」


　俺はニヤリと笑い、考えていたことを伝えた。


「…………」


　影野は驚おどろいたように息を飲んだ。


「……当たりだ。よく分かったな」


「考えられる状じよう況きようっつったらそれしかねーだろ。恐おそらく、今回の事件も同じようなもんだろうよ。確たしか佐鳥って編集者は、腕うでに怪け我がしてたっつっー話だよな」


「ああ。となれば一人しかいない」


　そう、一人しかない。


『小伊木幹男だ』


　俺と影野の声がハモった。


　影野が苦く笑しようする。


「佐野も言ってたよな、中島を殺した動機は作品を盗とう作さくされてたからって。ってことは、もう一人の弟子だった小伊木に同じ動機があってもおかしくないってわけだ。……おい、このカーブの多い山道で時速五十キロというのはどうかと思うんだが」


　最後の提てい言げんは聞かなかったことにし、俺は影野に言った。


「俺はこれからチビ検けん事じのところに押しかけて現げん場ばの写真をもらってくる。お前は小伊木について調べろ。まだ状況証しよう拠こしかないからな、このままじゃあいつを突つき崩くずすのは無理だ。時間がないから夜までに結果を出せ」


「相変わらず無む茶ちやを言いやがる。人一人調べるのがどれだけ難むずかしいと思ってんだ？」


　俺は無言でアクセルをぐっと踏ふみ込んだ。ギヤが上がり、一気に加速する。


「わ、分かった！　夜までになんとかしてやるからスピード落とせ」


「物分かりが良くて助かる。じゃあ頼たのんだぜ」


「っておい！　だからスピード落とせっつっただろ！　このスピードであのカーブ曲がる気か!?」


　白いガードレールが迫る。その向こう側は、山道のお約束、崖がけである。


　俺は一気にハンドルを切った。ぐいんと横Ｇがかかり、車が一いつ瞬しゆん傾かたむいたような気さえする。
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「さっきも言っただろ。時間がない」


「…………」


　さすがというべきか、影野は最後まで悲鳴は上げなかった。


「そういや影野、お前も何か気になる点があるって言ってなかったか？」


　影野はなぜか精せいも根も尽きたように息を荒あらくしていた。


「ああ、どうも気になってる点が一つある」


「なんだそれは？」


「今回、犯罪に使われたトリック……。よく考えてみろ、なんであんな手の込んだことをやった？　あのトリックは、ファックスさえかかってくれば、犯人がどこにいようと成立するトリックだ。


　それを考えると、あのトリックを最さい大だい限げんに活いかすには二つの要よう素そが欠けている」


　二つの要素。俺には見当もつかなかった。影野は俺をあざ笑うかのようにニヤリと笑った。


「わからねーか？　密室とアリバイだよ」


「……は？」







　　　　十一月二十七日　午後三時十五分　地方検察庁







　言うまでもないことだが、俺は検察と仲が悪い。


　検察官が大声で「こいつは大悪人です！」とぶちあげた人間を何人も俺が無む罪ざいにしてるためである。


　本来なら、恨うらまれる筋すじ合あいではないはずなのだ。それどころか、検察の誤あやまりを指し摘てきして無実の罪つみを着せられようとしている人間を助けてるわけなのだから、感かん謝しやの言葉の一つや二つあってもおかしくない。


　まあ、俺は法ほう廷ていで勝つためには結けつ構こう手しゆ段だんを選ばないところがある。検察官をコケにしたり、検察官をダシにしたり、検察官をだまくらかしたり。どうもそれが気に食わないらしい。


　そんなわけで、俺が検察庁へ足を踏ふみ入れた瞬間、周囲の空気は一変した。


「きゃあああああ!?」


　俺を見た女じよ性せい職しよく員いんが悲鳴を上げて持っていたファイルをバサバサと床ゆかにぶちまけた。


「あ、あわわあわあわわ……」


　別の男が理り解かい不ふ能のうの言葉を口にして床にへたれこみ、警けい備び員いんは携けい帯たい無線で「至し急きゆう応おう援えんをー！」と叫さけぶ。俺は強ごう盗とうか。


　周囲の喧けん騒そうを無む視しし、俺は受付の女性職員に言った。


「堀内検事のオフィスはどこだ？」


　その受付嬢じようは、体中を震ふるわせて今にも泣きそうな表ひよう情じようで、舌したをもつれさせながら懸けん命めいに言った。


「は、ははは、はい、そのか、階かい段だんを上がって、ささ、三階のす、すぐの場所……です」


「……どうも」


　思わず両手を広げて「わっ！」とかやってみたい欲よく望ぼうに駆かられたが、本当に泣き出されても困こまるのでやめておいた。


　示しめされた階段に向かう。俺が一歩進むごとに「きゃっ」とか「ひーっ」とか「おい、応援はまだか!?」などと騒さわがれるのでうるさくて仕方がない。





　堀内検事のオフィスは、やはりというか俺の事じ務む所しよより広かった。


「よう、堀内検事」


　ノックもせずにドアを開けつつ、礼れい儀ぎ正しく挨あい拶さつしてやる。


　堀内はデスクに向かって作業中だった。部屋にはいくつか机つくえがあったが、今いるのは堀内だけらしい。


「き、貴き様さまっ！　何の用だ!?」


　俺はつかつかと堀内をじっくりと見下ろせる位置まで近ちか寄よった。こいつは背せが低いので、近づけばいつも見下ろす格かつ好こうになるのだが、今は座すわっているせいでさらに高みから見下ろせる。なかなか悪い眺ながめではない。


　高みから堀内を圧あつ倒とうしつつ、俺は要求を述のべた。


「事じ件けん現げん場ばの写真がいる。よこせ」


「き、きっきっきっき、貴様というやつは……!!」


「キツツキか、あんたは」


「やかましい！　お前、一体どういう教育を受けて育ったんだ！　アポもノックもなしに人の仕事場へどかどかとあがり込んできた挙あげ句く、物をもらうのにそんな態たい度どとは！」


「……話が進まねーな。おい、弁べん護ご側が証しよう拠こを要求するのにアポも礼儀もいらないと講こう釈しやくしてやる必要はねーだろ。さっさと出せよ、そうしたらすぐ帰ってやっから」


　堀内は苛いら立だたしげに舌した打うちをした。


　が、どうもロクでもないことを思いついたらしく、その顔が突とつ然ぜんニヤリと歪ゆがむ。


「分かった、渡わたしてやろう。


　だがな、普ふ段だん貴様は予よ審しん中に現場写真を要求するなんてことがなかっただろう？　だから私もまだ我われ々われの分しか用意してないのだ。焼き増まししてやるが、時間がかかるから明日の朝まで待つんだな」


　やはりロクなことではない。


　俺は懐ふところに手を入れ、あるものを取り出した。


「おい、なんだそれは？」


「携帯型レコーダーだ。さてと」


　俺は無む造ぞう作さにスイッチを入れた。


「私は弁護士の山鹿善ぜん行こう。本日は十一月二十七日、時じ刻こくは……午後三時十九分。ここは堀内検事のオフィス。


　弁護側は正当な権けん利りとして、警察が撮とった事件現場の写真を要求した。それに対し、堀内検事は弁護側の分を用意してなかったので、明日の朝まで待つよう回答した。そこで私は別の妥だ協きよう案あんを提てい出しゆつする。以下はその提案と回答の記録である」


　俺は黙だまって堀内にレコーダーを差し出した。


「……おい。どういうことだ」


「確たしかに焼き増しには時間がかかるわけだが、何も焼き増ししてもらう必要なんてない。あんたらの分はあるんだろ、そいつをもらっていこう」


「な、何を勝手なことを！　それは我々が使うのだ！」


「俺達の分を用意してなかったのはあんたらのミスだろう。そのとばっちりを喰らうとすれば、それは俺じゃない、あんたであるべきだ。どっちにしろ、検察側の立証は終わってるからあんたにはもう必要ないはずだ。


　ま、この場にいれば裁さい判ばん長ちようだってこの提案には同意してくれるだろうからな、あんたがどう回答するか、しっかり記録させてもらおうじゃないか」


　これみよがしにレコーダーを堀内の前に突つき出し、駄だ目め押おしのつもりで一言付け加える。


「羽田刑けい事じの違い法ほう捜そう査さの件もあるし、これ以上裁判長の不ふ評ひよう買うのはまずいんじゃねーのか？」


　堀内は三秒かけて顔を紅こう潮ちようさせ、それから三秒間何か言いたげに口をパクパクと動かし、さらに三秒間頭を抱かかえて苦く悶もんの表情を見せた挙句、


「勝手に持っていけっ！」


「はいどーも」
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　事務所には誰もいなかった。


　俺は背広をハンガーにひっかけると、堀内から分ぶん捕どってきた写真の束をデスクの上にぶちまけた。


　数十枚まいある写真の中から、事件現場の窓まどが写っているものを探さがし出す。


　それはすぐに見つかった。


　そして、予想通りだった。


　左から二番目の窓が開いている。もし違ちがう窓が開いていたら、また現場に戻もどって影野に肩かた車ぐるまをさせなければならないところだった。


　これでメドの一つは立った。


　もう一つの問題は、犯人が小伊木であることを結びつける証拠がイマイチ不足していることだ。今あるネタだけでは、小伊木を容疑者に仕立て上げることはできるかもしれないが、それ以上のことは無理だろう。


　こう見えても俺は欲よく張ばりなのだ。羽田刑事に借りは返したが、できることなら堀内検事への連勝記録も更こう新しんしたいところである。


　俺は何か手がかりになるようなことが写ってないかと、残りの写真に一枚一枚目を通していった。警けい察さつのやることには抜ぬかりなく、部屋中至るところの写真が撮られている。


「ん？　こいつは……」


　ふと、ある一枚の写真に目を引かれた。俺と影野がさっき現場に行った時にはなかったものが写っていたからだ。


　パソコンのモニターのアップ写真だ。写りはあまりよくなかったが、モニターに何かが表ひよう示じされているのが分かった。俺達が現場に行った時は電でん源げんが切られていたが、こんな写真があるということは、事件当時は作動中だったということだ。


　もっとも、法ほう廷ていではパソコンのことなど一言も持ち出されなかった。ということは、警察も特に事件との関連はあるまいと思ってパソコンの電源を切ったのだろう。


　甘あまい。たとえ警察の捜査に役立たなかったとしても、現場を荒あらされたことには変わりないのだ。それも、弁べん護ご側の知らない内に。これをネタに、警察はまた違法な捜査をしましたとでも主しゆ張ちようしてやれば、さぞかし堀内は顔を青くするだろう。


　まあそれはそれとして、今は小伊木のシッポを摑つかむネタを探すのが先決だ。俺は再さい度ど写真に見入った。


「……何だこりゃ？」


　写真を見て思わず呟つぶやく。


　ワープロソフトが立ち上げられ、何やら文章が打ち込まれている。被ひ害がい者しやの中島は小説家だと言っていたので、多分その原げん稿こうだろう。だが、文の末まつ尾びに、一点だけ気になるところがあった。





『とはいえ、彼の場合には多少事じ情じようが違ったのだった。Ｌぽぉ』





「え……えるぽぉ？」


　なんだこれは？　〝Ｌぽぉ〟で始まる日本語なんて聞いたことがない。単なる打ち間違いだろうか？


「！　ま、まさか……！」


　ダイイングメッセージか？


　確たしか中島は、この写真に写っているパソコンの下辺りで死んでいたのだ。死ぬ直前にダイイングメッセージを残せる間ぐらいはあったかもしれないが……。


　いや、待てよ。もしダイイングメッセージだとしたら、警察がとっくに解かい読どくしてるはずだ。いくらなんでもここまであからさまに怪あやしいものを、警察が捜査しないはずがない。


　俺もヤキが回ったか──そう考え、写真をデスクに放り出そうとしたが、


「……待てよ」


　そう。警察は被害者が脳のうを撃うたれたという考え方に立っているのだ。


　となると、当然ダイイングメッセージなど残す余力はなかったと考えるだろう。そのため、このわけのわからん文字列を相手にすることはなかった──という可か能のう性せいもある。


　その点、俺は警察とは違う。中島が矢で殺されたのは間違いないが、殺されるまでの過か程ていは検けん察さつ側が思い描えがいてるものとは異ことなっている。俺の考え方からすれば、ダイイングメッセージが残されていたとしても不思議ではないのだ。


　俺はデスクに置いてあった自分のパソコンを立ち上げた。デスクトップが表示されるまでの間ももどかしく、〝禿はげ丸まる〟という名前の簡かん易いワープロソフトを立ち上げる。


〝Ｌぽぉ〟。ひょっとしてこれはローマ字入力でかな入力を打ち込んだものかとも思ったが──まったく意味のある言葉にはならなかった。


　そりゃそうだ。いくら警察でも、それぐらいは調べているかもしれないし。


　と、その時だった。


　ノックもなく、一いつ切さいの誰すい何かもなく、勝手に事じ務む所しよのドアが開かれる。


　こんなことをやらかすやつは一人しか知らない。


「勝手に入ってくるなと言ってるだろうが、この不法侵しん入にゆう常じよう習しゆう犯はん！」


　しかし皐月はまったく気にした様子もなくずんずんと俺に近づき、


「善ぜん行こー、ちょっと電話使わせてもらうわよ。って、ホントに電話線抜いてるのね……」


「電話なら自分のを使え。携けい帯たい持ってるだろお前。って無む視しするなよ！」


　皐月はすでに電話線を繫つなげ終えていた。


「かけるんじゃないの、あたしの担たん任にんからかかってくるの。だからよろしくねっ」


「……はあ？」


　と、その時。まるで計はかったかのようにルルルルルと電話が鳴った。


　無視してやっても良かったのだが、皐月が「取れ取れ」とせがむので仕方なく俺は受話器を取り、接せつ客きやく業とは思えないぶっきらぼうな口調で話す。


「山鹿法ほう律りつ事務所ですが」


『ああ、あの、山鹿先生でいらっしゃいますでしょうか』


「……はあ」


　礼れい儀ぎ正しい中年の男の声だった。


『ああ、本当だったんですね。突とつ然ぜんお電話して申し訳わけありません、私わたくし、皐月さんの担任教きよう師しの横山と申します』


「……はあ？」


『あ、皐月さんからお忙いそがしいと聞いておりますので手短かに済すませますから。


　御ご存ぞん知じだと思うんですが、皐月さんが最近よく午前中学校に来ないことがありまして。それで心配になったので本人から事情を訊きましたところ、山鹿先生に許きよ可かを頂いただいて裁さい判ばんを傍ぼう聴ちようしているとか』


「……はあ？」


『御存知だとは思いますが、皐月さんは将しよう来らい、法律関係──なんていうんでしたっけ、そうそう、法ほう曹そう界かい？　そちらの方に進みたいそうですから、今の内に裁判の雰ふん囲い気きを感じておきたいと申してるんですよ。


　それでですね、確かに学校教育も大切だとは思うんですが、昨今は現場教育も重要視されてますし、ご高名な先生の裁判を傍聴できる機会なんてそうあるわけでもありませんから、担任としても代だい替たい授業として認みとめようと思うんです』


「何わけのわかんねーこと言ってんだよ、俺は忙しいんだ、切るぞ」


　と言ってやりたい誘ゆう惑わくに駆かられたが、あまりに礼儀正しいのと、〝センセイ〟と呼よばれるのもいいもんだという感かん情じようがそれを押しとどめ、代わりにこう口にすることになった。


「……はあ」


『皐月さんからお話は伺うかがっております、本当にいつもすいません、昼食までご用意していただいているとかで。


　まあそういうわけですので、これからもどうかうちの生徒をよろしくお願い致します。お忙しいところ失礼致しました、それでは』


「…………」


　ツー、ツー、ツー、という音がやけに寂さびしく聞こえた。


　皐月が両手をぐっと握にぎってガッツポーズを取った。


「よしっ、これで堂々とサボれるわっ！」


「……お前、何を言ってあの教師をたぶらかした？」


「あら、たぶらかしたなんて人聞きの悪いこと言わないでよ！　ちょっと問い詰つめられたから乙おと女めの涙なみだ付きで真しん摯しに説得してあげただけよっ」


　……もはや俺には突つっ込む気力が失せていた。


　進路指し導どう室しつかどこかで、中年の教師に問い詰められる皐月。目に涙を浮うかべて「あたし弁べん護ご士しになりたいんですぅっ！」


　……出来の悪い冗じよう談だんだ。


「その時の泣き顔写真に撮とって額がく縁ぶちに飾かざっておいてやりたいね」


「あら、男子の間じゃ、一枚まい五百円で出回ってるらしいわよ」


「…………」


　今度こそ耐たえ切れず、俺はデスクに突っ伏ぷした。


「ねえねえ、気になってたんだけど、ここに散らばってる写真って何？」


　勝手に皐月が一枚の写真に手を伸のばした。


「おい、そいつは──」


　見ないほうがいいぞ、と教えてやる義ぎ務むなんてないことに気付く。


「うっ」


　写真を見た皐月が、口元を押おさえてフラフラと接客用のソファに倒たおれこむ。


「ガキがこんな写真見るからだ」


　それは、中島の傷きず口ぐちのドアップだった。


　右頭部やや後ろに垂すい直ちよくに矢が突き刺ささり、赤いのやちょっと黄色がかった液えき体たい──血けつ液えきと脳のう脊せき髄ずい液えきだ──がにじみでている様子が手に取るように分かる。


　……待てよ。


　その写真を見てふと気付く。


　法ほう廷ていで古こ賀がとかいう法医学者がこの矢について証しよう言げんした時はなんとも思わなかったが、今考えている主しゆ張ちようを立証するにはこいつは役に立ちそうだ。


「〝えるぽぉ〟？　善ぜん行こー、なによこれ？」


　懲こりないガキである。いつの間に立ち直ったのか、皐月が今度はパソコンのモニターを覗のぞき込んでいた。


　説明するのはウザかったが、このまま〝怪あやしい文字列を書き込む怪しい人間〟と思い込まれるのも嫌いやだったので、説明してやることにした。


「被ひ害がい者しやが使ってたパソコンに残っていた文字列だ。何かのダイイングメッセージかと思ったんだが、どうやっても意味のある単語にならねーんだよ」


　不法侵しん入にゆう常じよう習しゆう犯はんの女子中学生は、モニターとキーボードとの間で何回か視し線せんを往おう復ふくさせていたが、突然俺を見てニヤリと笑った。


「なによ善ぜん行こー。あんたこんなのも分からないの？」


　きっと俺の眉み間けんには血管が浮き出たに違ちがいない。


「……てめえ、そんなこと言うからには意味が分かったんだろうな」


「あったりまえでしょ～。こんなのあたしにかかればちょちょいのちょいよ」


「じゃあ言ってみろ、これはどういう意味なんだよ？」


　皐月は人差し指を左右に振ふりながら、チッチッチと舌した打うちした。


「善ぜん行こー、あんたモノの頼たのみ方がなってないわね。それが人にお願いする態たい度どぉ？」


　張はり倒たおしてやろうかという欲よつ求きゆうを抑おさえるのが大変だった。


「……何をしろと？」


「そうねー、今度あたしが紹しよう介かいする依い頼らい人の弁護を問答無用で引き受けてもらうってのはどう？」


　ぜってー嫌だった。しかし、背せに腹はらは替えられなかった。


　まあ殺人事じ件けんなんてそうしょっちゅうあるわけじゃないから俺も最近は多少、暇ひまを持て余し気味だし、こいつが紹介する依頼人なんて、せいぜい窃せつ盗とうで捕つかまったヤツぐらいだろう。


「よし、お前が正せい解かいを言ったらその条じよう件けんを飲んでやろう」


「ホントね!?　ウソつかないでしょーね!?　特にアンタは信用できないんだから！」


　余よ計けいなお世話だ。


「ハッタリはかますが、ウソはつかねーよ。それより教えろ、これはどういう意味だ？」


「……ハッタリとウソに違いがあるようにも思えないけど、まあいーわ。ほら、教えたげる。あたしのしなやかな指先を見てなさい」


　皐月はそう言うとキーボードの上に右手を走らせ、いくつかのキーを押した。


　モニターにその文字列が打ち出されていく。


「げっ！　おい、これは……！　お前、今何やった!?」


「ふっふっふ……。さっきの約束、忘わすれないでよね！」


　状じよう況きよう証しよう拠ことは恐おそろしいものだ──つくづく、そう感じた。


　一つ見方を変えて全すべてを洗あらい直しただけで、被告人が自分の罪つみを自白した裁さい判ばんさえひっくり返すことができる。


　チビ検けん事じの青い顔が今から思い浮かぶようだった。
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「善行さん、これ何ですか？」


　審しん理り開始三分前。雪ゆき奈なが机つくえの上に伏ふせられている四枚まいのバカでかいパネルを指差して言った。


　普ふ段だんなら、俺おれが雪奈の疑ぎ問もんに答えないはずがない。しかし、法廷では別なのだ。


　俺はニヤリと笑って答えた。


「秘ひ密みつだ」


　雪奈はちょっと不満げに頰ほおを膨ふくらませた。


「善ぜん行こうさん、そんな風に言われたら余よ計けい気になるじゃないですか」


「なーに、少しの辛しん抱ぼうだ。すぐ分かるさ」


　などとやっていると、やがて廷てい吏りが裁判長の入廷を告げ、石いし狩かり裁判長がいつも通りの表ひよう情じようで告げた。


「これより審理を再さい開かいする。弁べん護ご側は最初の証人を喚かん問もんしなさい」


　さあ、出番である。俺はよっこいせと立ち上がり、悠ゆう然ぜんたる口調で言った。


「では弁護側最初の証人として、死体の解かい剖ぼうを行った古こ賀が博士に再度証言台に立って頂いただきたいと思います」


　俺の要よう請せいにより、学者に見えない学者、古賀博士が証言台に立った。「この証しよう人にんはすでに宣せん誓せいを終えている」と裁判長がいつもの説明を付け足し、俺はすぐさま尋じん問もんを開始した。


「古賀博士、あなたは今の職しよくについて何年になりますか？」


「えっ──」


　古賀は俺の質しつ問もんにわずかにたじろいで見えたが、それでも平静を装よそおって答えた。


「……四年ほどになりますが」


「なるほど。ところで、司法解剖の調ちよう査さ結果というものは、法廷では非ひ常じように重じゆう要よう視しされますよね？」


「ええ、それはもちろんです」


「そんな慎しん重ちようさが求められる職で、四年の経けい歴れきというのは決して長いとは言えないのではないでしょうか？」


　古賀は少し憮ぶ然ぜんとして俺を睨にらんだ。同時に堀ほり内うちが立ち上がり、


「異い議ぎあり！　ただ今の弁護側の発言は、意図的に証人の資し格かくを傷きずつけようとする悪意を持ったものです！」


　裁判長は珍めずらしく数すう瞬しゆんの間を空けて言った。


「検けん察さつ側の異議は妥だ当とうである。


　しかし、一方で確たしかにこのような裁判では司法解剖をした法医学者の証言を我われ々われは重要視している。そうである以上、弁護側にはその経歴について尋問する権けん利りが与あたえられるべきだと考えられる。よって、異議は却きやつ下かする。証人は質問に答えなさい」


「…………」


　堀内検事は悔くやしさを顔に滲にじませながら席に戻もどった。


「た、確かに長いとは言えないかもしれません。


　しかし、私は国から課せられた厳きびしいハードルを全すべて乗り越こえて今の資格を手に入れたのです。また、現げん在ざいの職に就ついてからも勉学をおろそかにしたことは一度もありません。経歴こそ長くはないかも知れませんが、だからといってそれが直ちに誤あやまった証言に結びつくとは言えないはずですし、私はこれまでも客観的なデータから得られた事実のみを証言してきたと、自信を持って言えます」


　数秒間、静せい寂じやくが法廷を支し配はいした。


　自信と雄ゆう弁べんをもって自らの資格について述のべるこの博士への尊そん敬けい、敬意。そんなものが傍ぼう聴ちよう席せきから滲み出しているかのようだった。


　だが、甘あまい。俺は淡たん々たんと次の質問を繰くり出した。


「では質問を変えましょう。


　古賀博士、あなたのこれまでの経験の中で、頭部にボウガンの矢を撃うち込こまれた死体というものを見たことはありましたか？」


　古賀はさっきまでの自信はどこへやら、キョトンとして答えた。


「い、いいえ、ありませんが」


「そうですか。では結けつ構こうです、堀内検事、反対尋問をどうぞ」


「……特にありません」


　堀内が椅い子すから腰こしを浮うかして言い、すぐにまた座すわり直した。


　法廷中の人間の頭上にクエスチョンマークが浮かんだ。今の短い尋問が一体何を意味するのかと、不ふ可か思し議ぎな視線が俺に集中する。


　こんなのは序じよの口。本番はこれからである。





「次の証人は、羽はね田だ刑けい事じです」


　間もなく、むっつりとした表情の羽田刑事が証言台に立った。


「では、この写真を見て下さい」


　一枚のパネルを掲かかげる。途と端たんに法廷のあちこちからうっという低い呻うめきが聞こえ、何人もの傍聴人や陪ばい審しん員いんが顔をしかめた。


　それは、被ひ害がい者しやの右頭部に矢が刺ささった写真を引き伸のばしたものだった。当然、血や脳のう漿しようもバッチリ写っている。


「羽田刑事、これが何か分かりますか？」


「被害者の頭部の写真、じゃないんですか」


　羽田刑事はどこかなげやりに答えた。


「その通りです。さて、ではこれを見て何かおかしなことに気付きませんか？」


　羽田は不ふ審しんそうな顔をして俺が掲げたパネルに何度か目をやったが、最後には首を横に振ふった。


「……いえ、別に」


「刺さっているこの矢を見ても、何も不審に思いませんか？」


「だから、そう言っているでしょう」


「そうですか。ところで、確かあなた方はこう主しゆ張ちようしてましたよね？　被害者は机つくえに向かって作業をしている最中に殺された、と」


「ええ、そうです」


　ここで俺は二枚まい目めのパネルを掲げた。


「次に、これを見て下さい。これが何か分かりますか？」


「事件があった部屋の見取り図でしょう」


　羽田は苛いら立だたしげに答えた。


「その通りです。さて、被害者は部屋の南東にある机の前に倒たおれていました。そして、ボウガンは部屋の北東にある棚たなの……この辺りにセットされていたそうですね？」


　俺はパネルの左下、武ぶ器きが飾かざられていたという棚の左の方を指差した。


「……ええ、確たしかにそうですが。それが、何か？」


「おかしいと思いませんか？」


「だから、何がです？」


　俺はさっきの被害者の頭部が写ったパネルをもう一度掲げた。


「この写真を見て下さい。矢は被害者の右頭部に刺さってますよね？


　しかし、先ほどの見取り図を見てもらっても分かる通り、ボウガンは被害者の左後方から発はつ射しやされたわけですよね？　それなのに、なぜ被害者の右頭部に矢が刺さってるんでしょう？」


　法ほう廷ていを沈ちん黙もくが支配した。


　だが、羽田刑事は動どう揺ようすることなく冷静に答えた。


「それは確かに我われ々われも考えましたよ。しかし、考えられる理由はいくらでもあります。たとえば、首の運動をしたくなるなんてことは誰だれにでもあるでしょう？」


「つまり羽田刑事、あなたはこう考えるわけですか？


　被害者がたまたま首の運動をしていた時に偶ぐう然ぜん仕し掛かけられていた矢が発射され、被害者の頭部に当たったと？」


　羽田は開き直ったように答えた。


「ええ、そうです。実じつ際さいに矢が刺さっている以上、そう考えることは決して無理なことではないはずです」


「なるほど、確かにそうですね。確かにあり得ないとは言い切れません。


　しかし、矢が右頭部に刺さったことについてはそれで理由がつくとしても、もう一つ明らかにおかしいことがあります」


「……何ですか、それは」


「矢の刺さっている角度ですよ。先ほどの写真を見て分かる通り、矢は横たわった遺体の右頭部に真まっ直すぐ垂すい直ちよくに刺さっていますよね？」


「え、ええ」


「もしあなた方が主張するように、棚の中にボウガンをセットして矢を撃うったとしたら……棚の高さは一メートルもありません。しかし、目標となる被害者の頭部はどう見積もっても一メートルより高い位置にあったはずです。


　つまり、矢は被害者の頭部に、やや斜めに刺さっているはずなんです。


　ところがこの写真では、矢が真っ直ぐに刺さってますよね？　これではボウガンは被害者の頭部と同じ高さから発射されなければなりません。


　それとも、これもたまたま被害者が首を曲げた時に撃たれたのだとでも主張するおつもりですか？」


「い、異い議ぎあり！」


　堀内が立ち上がった。だが、すぐに次の言葉が出てこない。


「ええと、その、べ、弁べん護ご側の一連の質問は意図が不ふ明めい確かくであり、重要性のあるものとは思えません！」


　裁さい判ばん長ちようはギョロリと俺の方に目を向けた。


「弁護側には合理的に考えられるあらゆる可か能のう性せいについて問い質ただす権けん利りがある。が、この一連のやり取りを見ている限かぎり、確かにその意図には不ふ明めい瞭りような部分があることを否めない。


　弁護人、検けん察さつ側の異議申し立てに対し、反はん論ろんがあれば聞きたい」


　俺は待ってましたとばかりに裁判長に向き直り、そしてハッキリと言い放った。


「弁護側はこう考えているのです。


　位置関係から類るい推すいする限り、もし被ひ告こく人にんの仕掛けた矢が被害者の頭部を貫つらぬいたとすれば、それは少なくとも被害者の右頭部ではなく、後頭部やや左側に、上向きに刺ささっていなければならないんです。


　しかし、写真を見ると矢は右頭部に、それも垂直に刺さっている。これが何を意味するのか……？


　単たん純じゆん明解です。被告人が仕掛けたボウガンから放たれた矢は、被害者には当たらなかったんですよ」


「な、なにいいいいぃぃぃぃぃ!?」


　堀内検事がまず悲鳴を上げた。


　その悲鳴はあっというまに飛び火し、傍ぼう聴ちよう人にんや陪ばい審しん団だんが騒さわぎ始める。中でも一番驚きよう愕がくしてるのは──他ほかならぬ俺の依い頼らい人だった。悲鳴こそ上げなかったが、信じられないと言いたげに俺の顔を凝ぎよう視ししている。


　カンカンカンと槌つちが鳴らされ、この裁判長の趣しゆ味みを覚えていなかった、あるいは知らなかった傍聴人の何人かが法廷から追放された。


　やがて法廷が静せい粛しゆくさを取り戻もどすと、堀内が勢いきおいよく立ち上がり、俺に向かって怒ど鳴なった。


「ちょ、ちょっと待て！　実際に矢は被害者の頭部に刺さっていたのだぞ！」


「それは矢が外れた後で、被告人以外の誰かがあらためて被害者の頭部に刺したものだったんですよ」


「だ、大体だ、もしそんなたわけたことを主しゆ張ちようするのなら、外れた矢は一体どこへ行ったのだ!?　事じ件けん現げん場ばにはそんなものはなかったのだぞ！」


「では、その疑ぎ問もんにお答えしましょう」


　俺は証しよう言げん台だいに向き直った。


「羽田刑けい事じ、あなたは事件現場の窓まどが開いていたと証言しましたよね？」


　その瞬しゆん間かん、法廷内すべての人々の頭にエクスクラメーションマークが輝かがやいた──ように見えた。


　堀内検事も俺の言わんとしたことに気付き、あんぐりと大口を開けている。


「え、ええ」


　羽田刑事は動どう揺ようを隠かくせない口調で答えた。


　俺は先ほど使った見取り図の描えがかれたパネルを掲かかげ、パソコンのすぐ南側に位置する窓を指差した。


「その窓と言うのは、どこの窓ですか？　この窓のことではありませんか？」


「……た、確たしかにそうです」


　次に、机つくえの上に置いてあったマジックペンを取り上げる。


「では、この見取り図を使い、一つ実験をしてみましょう。ボウガンがセットされていたのがこの場所。ボウガンのターゲット、すなわち被害者の椅い子すがあったのが……ここです。では、この二点を直線で結び、さらに……このように伸のばしてみたら？」


　誰もが黙って俺の動作を見守っていた。


「──おや、先ほど羽田刑事が開いていたと証言した窓に到とう達たつしましたね」


　法ほう廷ていは静まり返った。


　誰もが俺の出した仮か説せつを反はん芻すうしているのだろう。


　できればもっと俺の推理を理り解かいできるだけの時間をやりたいところだったが、そうもいかない。


「ところで羽田刑事、正直にお答え下さい。あなた方警けい察さつは、事件があった家の周辺の捜そう索さくを行いましたか？」


「……そ、それはもちろん」


「ところで、ボウガンの射しや程てい距きよ離りというのは百メートルにも到達するそうですが、あなた方警察は、事件現場から何メートルまでの範はん囲いを捜索したんでしょう？」


「そ、それはさすがに……家よりそう遠くまでは……」


　俺はニヤリと笑って裁判長に向き直った。


「裁判長、ここで一つ提てい案あんしたいことがあります」


「よろしい、何か？」


「まず、現時点をもって誰一人として裁判長の許きよ可かなくこの法廷に出入りすることを禁きん止しして頂いただきたいのです。


　その上で、一いつ旦たんこの審理を中ちゆう断だんして休きゆう憩けいとし、その間に裁判長に係の者を至し急きゆう事件現場に派は遣けんして頂き、矢が落ちていないかを調べてもらいたいのです」


「…………」


　普ふ通つうの裁判長なら、こんな突とつ飛ぴな提案がすぐに許可されるようなことはないだろう。


　しかし、この石狩という裁判長は違ちがった。


「認みとめる。廷てい吏り、出入り口を封ふう鎖さしなさい。今後少なくとも一時間は本官の許可がない限り本法廷からの出入りは一いつ切さい禁止するものとする」


　堀内が慌あわてて立ち上がった。


「さ、裁判長、異い議ぎを申し立てます！　た、たくさんの人々をこのような形で拘こう束そくすることは、その、なんというか、あまりいいことではありませんし、わざわざ係のものを派遣しなくとも、現場では警察官が警けい備びをしているのですから、彼らに私が命じればものの数分で済すむことだと考えます！」


　対する裁判長の答えは素そっ気け無かった。


「言いたいことはそれだけか？」


「は、はあ」


「では異議は却きやつ下か。今回の法廷では、あなた方検けん察さつ側はすでに一度違い法ほうな捜そう査さをしていることを忘わすれないで頂きたい」


　堀内は力なく座すわり込こんだ。ざまあみろである。


　俺はすかさず裁判長に言った。


「裁判長、事件があった家の周囲は林になっているとのことです。矢が外れて飛んでいったとしたら、それは地面に落ちているとは限りません。木に刺ささっている可か能のう性せいも充じゆう分ぶんに考こう慮りよして頂けるようお願いします」


　裁判長は頷うなずいた。


「よろしい、そのように指し示じする。傍聴人と陪審員の皆みなさんにも御理解と御協力をお願いする。トイレなどは適てき宜ぎ考慮し、しばらくは私し語ごも認みとめる。


　では休憩」


　裁判長は無む造ぞう作さに一度槌つちを鳴らすと、後の混こん乱らんは知ったことではないと言わんばかりに、廷吏を一人呼よんでぼそぼそと何事か相談し始めた。


「あ、あの、これはどういうことなんでしょう？」


　佐さ野のがこんなことは信じられないと言わんばかりに動揺している。ふと見れば、雪奈も俺がなんと答えるかに注目していた。


「どういうこともなにも、聞いた通りさ。佐野さんよ、あんたが仕し掛かけた矢は外れたんだ。あんたは人なんか殺してなかったのさ」


「そ、そんな！　私は綿めん密みつに用意したんですよ!?　外れることなんて考えられません！」


「思い通りにいかないのが殺人ってもんだ。とりあえず俺はこう推すい理りしてる。ファックスが届とどいてる時に、たまたま被ひ害がい者しやが空気を入れ替かえようと思い、窓まどを開けるために席を立った。そして窓を開けたところで仕掛けが発動して矢が発射される。ところが矢は外れて窓の外へ飛んでいった……とそういうわけさ」


「そ、その証しよう拠こなんてあるんですか？」


　と、雪奈が言った。


「そのために裁判長に頼たのんで現げん場ばに人を派遣してもらったのさ。そこで矢が見つかれば、これ以上の証拠はないだろうよ」


「じゃあ、もし見つからなかったら……？」


　俺はニヤリと笑った。


「見つかる。俺には分かるのさ」


　何せ、自分で仕掛けたのだから。


　と、その時。ふと視し線せんを感じた。


　その視線は、傍ぼう聴ちよう席せきに座っていたヘボ探たん偵ていから発せられていた。


　目は口ほどに物を言うという。影野は間ま違ちがいなくこう言っていた。


『お前、まんまとペテンかましやがったな……？』


「でも善行さん。現実に人が殺されてるんですよ？　その、佐野さんじゃなかったら一体誰が殺したって言うんですか？」


　俺は再さい度どニヤリと笑った。


「それはこれからのお楽しみだ」








　裁判長の機転で、お茶とお茶菓が子しが全員に配られた。


　私語が許可されているとはいえ、弁べん護ご席に座っている人間がペラペラ無む駄だ話するのはさすがにためらわれたので、俺はマズイお茶をすすりつつ、同じく椅い子すに黙だまって座っている堀内検事とのにらめっこに終始していた。結局、勝負は最後までつかなかったが。


　雪奈は傍聴席にいた皐さ月つきに引っ張ぱり出されておしゃべりの真っ最中、佐野は自分のひざとにらめっこ中で、影野はといえば当然のように傍聴席で昼ひる寝ねしていた。


　結局、堀内とのにらめっこは一時間半も続くことになった。……さすがに疲つかれる。自分が仕掛けたこととはいえ。


　何事か報ほう告こくを受けていた裁判長がカンカンと槌を鳴らした。


「係の者が戻もどってきたので審しん理りを再さい開かいする」


　長い休きゆう憩けいでだらけきっていた法ほう廷てい内に、たちまち期待感が充満した。


「特とく殊しゆな状じよう況きようなので、本官がまず尋じん問もんする。宮本君、証言台に立ちなさい」


　宮本と呼よばれた廷てい吏りらしき男が、証言台に立った。


「まずは宣せん誓せいを。善ぜん意いに基もとづき、真実のみを証言することを誓ちかうか？」


「はい、誓います」


　急いで戻ってきたのだろう、呼こ吸きゆうが乱みだれ気味だった。


「では、証人。あなたは本官の指し示じを受け、事じ件けん現場に向かったか？」


「はい」


「では、そこであったことを証言しなさい」


「はい。私はもう一人の同どう僚りようと共に事件現場に向かい、そこで警けい備びをしていた警察官に事じ情じようを話し、合同で捜そう査さを開始しました。事件があった部屋の南側、矢が飛んでいったと思われる方向を捜そう索さくしたのです」


「その結果、矢は見つかったか？」


「はい。木に刺ささっていました」


　傍聴人が一気にざわめきだした。裁判長が槌でそれを黙だまらせる。


　宮本と呼ばれた廷吏は続けた。


「その後、裁判長に電話で指示を仰あおいだところ、我々の立会いの下もとで地元の警察署の鑑かん識しき係に調ちよう査ささせるよう言われたので、すぐそのようにしました」


「その矢は現げん在ざい、警察署が保ほ管かんしているのか？」


「はい。同僚の一人が立ち会ってるはずです」


「もう一度確かく認にんする。矢は、先ほど弁護人が指し摘てきした直線上にあったのか？」


「はい、その通りです」


「その矢の形状は？」


「この法廷で検けん察さつ側証しよう拠こ物件Ａとして提てい出しゆつされた矢と同じ物でした。私は廷吏として、証拠受理の手続きをしたのでよく覚えています」


「よろしい。検察側、この証人に何か訊ききたいことはあるか？」


　堀内はよろよろと力なく立ち上がり、


「現時点では、特にありません」


「弁護側は？」


「では一つだけ」


　俺は立ち上がりながら言った。


「宮本さん。その現場で見つかった矢の矢羽は、検察側証拠物件Ａの矢のように折れていたでしょうか？」


「い、いいえ、そのようなことはありませんでしたが」


「分かりました、以上です」


　裁判長は頷うなずいた。


「証人は下がってよろしい」


　証言台から廷吏が下がると、裁判長は表情こそ変えなかったものの、さらに重々しい雰ふん囲い気きを滲にじませながら、


「この審理は真に異い常じような事じ態たいに陥おちいったと言える。


　被ひ告こく人にんが仕掛けた矢は被害者には当たらなかったという仮か説せつが出され、その仮説に基づき、実じつ際さいに事件現場周辺から矢が見つかった。


　一方で、〝矢が刺さった被害者の死体〟というものが確たしかに存そん在ざいする。


　だが、このような展てん開かいになった以上、殺人罪ざいとして起き訴そされた本件は少なくとも新たな事実が判明しない限かぎり、取り下げられるべきだと考える。


　検察側の意見はどうか？」


　静まり返った法廷。


　力なくゆっくりと立ち上がった堀内検事は、やはり力なく言った。


「……同意いたします」


　堀内の死にそうな顔が印象的だった。


　起訴取り下げ。それはすなわち、被告人の即そく時じ釈しやく放ほうと俺の連勝記録の更こう新しんを意味する。


　裁判長は相変わらず表情を変えることなく、


「検察側の同意により、本件は棄き却きやくされる。弁べん護ご側、異い議ぎはないな？」


「異議あり」


「よろしい、被告人は即日釈放され──は？」


　裁判長は、ハトが豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰くらったような顔になった。


　ああ、この裁判長でもやっぱり表情を変えることがあるんだなあ、と俺は妙みような納なつ得とくをしてしまった。


「弁護人、被告人はすぐに釈放されるのだ。それについてどのような異議があるというのか？」


「弁護側の立証はまだ全すべて終わっておりません。次の証人を呼よびたいと思います」


「…………」


　裁判長の顔がこう言っている。どーせ後は形式さえ遵じゆん守しゆすりゃてめーの依い頼らい人は無む罪ざいになるんだからもういーだろーがこのペテン弁護士。


「加えて申し上げるなら、自由に証人を喚かん問もんできるのは弁護側に認みとめられた正せい当とうな権けん利りの一つであるかと」


「……まあよろしい。では証人を喚問しなさい」


　俺の依頼人は殺人罪ではとりあえず無罪になることが確かく定ていした。


　だが、このままではダメだ。


　検察側は、当初の目もく論ろ見みが外れたとは言え、未いまだ佐野が犯はん人にんであるという偏へん見けんを持っているだろう。となれば、トリックの矢が外れたとしても、やはり被害者に矢を撃ちこんだのは佐野由ゆ香か里りだったのだ──などとトンチンカンな結けつ論ろんに至るかもしれない。


「では弁護側証人として、森もり岡おか刑けい事じに証言台に立って頂いただきます」


　森岡刑事は法ほう廷ていがこんな展開を迎むかえたためか、証言台に立つなりため息を連発し、俺の顔を見ようともしなかった。


「森岡刑事、まずはこのパネルを見て下さい」


　俺は机つくえの上から三枚まい目のパネルを取り出した。それは昨日堀内検事から巻まき上げた写真の一枚で、事じ件けん現場にあったパソコンのモニターがアップで写っている。〝Ｌぽぉ〟という意味不明の文字列が識しき別べつできるほどに。


「これは何か分かりますか？」


「ええ、事件現場にあったパソコンのアップでしょう」


　パソコンじゃない、モニターのアップだこの機械オンチの中年め──と指し摘てきしようと思ったが、まあどっちでもいいやと思いとどまる。


「ここに、日本語の文章が映うつってますよね？　これは何でしょう？」


「被害者は小説家ということでした。執しつ筆ぴつ途と中ちゆうだった小説の一節でしょう」


「では、ここに〝Ｌぽぉ〟という文字列が表ひよう示じされてますよね？　これは何を意味しているのでしょう？」


「……その、我われ々われは被害者の手がキーボードに当たって打たれたものだと考えています。意味なんてありませんよ」


　俺はパネルを机に下ろした。


「質しつ問もんは以上です。反対尋じん問もんをどうぞ」


　やはりというか、堀内は反対尋問をしなかった。





「弁護側の次の証人として、加藤明子さんを喚問したいと思います」


　わずかなどよめきが生まれた。加藤明子？　誰だれ、それ？　という疑ぎ問もんのどよめきだ。





　やがて、明らかにこんな場所は苦手そうな初老の女じよ性せいが証しよう言げん台に立ち、どこかおどおどとした口調で宣せん誓せいを終えた。


「加藤さん、あなたは被ひ害がい者しやの家で家か政せい婦ふとして働いていましたね？」


「ええ、そうですが」


「被害者、すなわち小説家の中なか島じま氏の元には、時折脅きよう迫はく状じようなどが届とどいていたそうですね？」


「はい」


「その文面を御ご存ぞん知じですか？」


「ええ、いくつか見せてもらったことがあります」


「どのようなものだったかおっしゃって頂けないでしょうか？」


「その……ここで言うのも憚はばかられますが、〝死ね〟とか〝バカ〟とかそういった類たぐいのものでした」


「他ほかにも、中島氏は何度か危き険けんな目に遭あったことがあるそうですね？」


「はい。車にひかれそうになったり、夜誰かに尾つけられたりしたそうですが」


「ところで話は変わりますが、中島氏には二人の弟で子しがいたということですね？」


「その通りです」


「内一人は被告人ですが、もう一人は誰ですか？」


「ええ、小こ伊い木き幹みき男おさんと言いまして、しっかりした若わかい男の方ですが」


「これは被告人から聞いたことなのですが、小伊木さんは被害者とあまり仲が良くなかったというのは本当ですか？」


　加藤は躊ちゆう躇ちよする様子を見せたが、〝すでに聞いたこと〟と前置きしたことが効こう果か的だったのだろう、おずおずと口を開いた。


「まあ確たしかに中島先生はよく小伊木さんをお叱しかりになられていたようですが……」


「頻ひん繁ぱんにですか？」


「ええ、その、まあ確かに毎日のようにお叱りになっていました。ただ、一つだけ申し上げておきたいのは、決してそれは中島先生が小伊木さんのことを嫌きらっていたというわけではなく、叱って伸のばそうという期待のあらわれで──」


　俺おれは手を上げてそれ以上の証言を制せいした。


「ありがとう、それだけです。反対尋問をどうぞ」


「……質問はありません」





「では次に、事件当時現げん場ばに居い合あわせた小伊木幹男さんを弁べん護ご側証人として喚問したいと思います」


　それは、たった今被害者と遺い恨こんがあったことが判明した人物。新たな容よう疑ぎ者しやの登場かと、傍ぼう聴ちよう席せきに緊きん迫ぱく感が増ます。


　傍聴席に座すわっていた小伊木が、早くもなく遅おそくもない足取りで証言台に立った。その表情は石せつ膏こう細工のように硬かたくなっている。


　宣誓が終わり、俺は尋問を開始した。


　本日のメインディッシュだ。これ以上の前置きはいらない。


「小伊木さん。あなたは被害者を殺しましたね？」


　一呼こ吸きゆうおき、陪ばい審しん員いんや傍聴人が驚きよう愕がくから解かい放ほうされるだけの余よ裕ゆうを与あたえる。


　だが、それは一呼吸置いた程てい度どでは無理なようだった。誰もが目を見み張はり、ポカンと成り行きを見守っている。


「な、何を言い出すんですか！　なんで僕ぼくが先生を殺害しなきゃならないんですか！　そ、そりゃ加藤さんも言った通り、しょっちゅう叱られてはいましたけど、それは先生が僕のためにやっていることだと分かっていましたし……」


「弁護人に警けい告こくする」


　裁さい判ばん長ちようが言った。


「当法ほう廷ていは、軽々しく人を犯はん人にん扱あつかいするような尋問を許きよ可かすることはできない。そのような質問をするからには、それなりの根こん拠きよがあるのだろうな？」


「もちろんです、裁判長」


「よろしい、その根拠を説明しなさい」


「では皆みなさん。一つ想そう像ぞうしてみて下さい。


　被告人がセットしたボウガンの矢が外れ、窓まどの外に飛んで行った──。


　この時、被害者はどうしたでしょう？　飛んでいった矢を見て、誰かが自分を殺すためにボウガンを仕し掛かけたのだと知ったと考えるのが自然ではないでしょうか？


　被害者は誰かが自分を殺そうとしていることに気付いた。では、それは誰か？　人の部屋に入ってそんな仕掛けが出来るのは、外部犯ではあり得ないでしょう。では、事じ件けん当時、家にいた住人の中で、一番自分に恨うらみを持ってると思われる者は……？


　それは、たった一人しかいません」


　俺は証言台を指差した。


「小伊木さん、あなたです」


　その顔が一いつ瞬しゆんにして蒼そう白はくになった。傍聴席が一気に騒さわがしくなる。


「ちょ、ちょっと待って下さい！　なんでそうなるんですか！」


　小伊木が抗こう議ぎしたが、俺は無む視しして続けた。


「弟子の一人が自分を殺害しようとしたのではないか──。その疑問は中島氏をさぞかし疑心暗あん鬼きにさせたことでしょう。そして彼は何をしたか？　事の真しん偽ぎを確かめるため、あなたを呼よび出したんです。


　小伊木さん、あなたは中島氏に呼び出され、詰きつ問もんされた。このトリックを使って自分を殺そうとしたのはお前なんだろう、と」


「う、ウソだ！　でたらめだ！」


「詰問されたあなたがどういう心しん境きようだったかは知りません。聞くところによれば、被ひ害がい者しやはあなたの作品を盗とう作さくしていた上、毎日のように叱りつけていたそうじゃないですか。これまでに抱いだいていた恨みが殺意に昇しよう華かした、そんなところだとは思いますがね」


「そ、そんなことはない！　全すべてこの弁護士のでっち上げです、言い掛かりだ！」


「そしてあなたは反はん射しや的に中島氏を殴なぐった。中島氏の頭部にあった打だ撲ぼく傷しようは、それが原げん因いんだったんですよ。中島氏は気き絶ぜつし、床ゆかに倒たおれた」


「だ、誰かこの人を黙だまらせて下さい！　これは凄すさまじい侮ぶ辱じよくです！　僕は弁護士を呼びますよ！」


「その時、あなたは気付いたんです。誰かがトリックを使って中島氏を殺そうとしたが、それは失敗したのだと。そのことを知ったあなたに、ふとある考えが浮うかんだ」


「さ、裁判長！　お願いですから──」


「倒れている中島氏の頭部にボウガンの矢を刺させば、トリックを仕掛けた誰かにその罪つみをかぶせることができるのではないかと」


「静せい粛しゆくに！　静粛に！」


　珍めずらしく裁判長は声を張り上げて強く槌つちを打った。


　それほどまでに法廷は雑ざつ音おんに包まれていたからだ。傍聴人は憚はばかることなく周囲の人間と何事か話をし、証言台の小伊木に疑ぎ惑わくの視線を向けている。


　だが、裁判長が強く槌を三度鳴らし、ようやく法廷は静せい寂じやくさを取り戻もどした。


「まず一言注意しておく。今後、本官の許可無く発言した者には、誰であろうと即そく座ざに追放を言い渡わたすものとする。


　さて……」


　裁判長はその目をギョロリと俺に向けた。


「弁護人、そのように主しゆ張ちようする根拠はあるのか？」


「もちろんです、裁判長。そのために、検けん察さつ側証しよう拠こ物件Ａを渡して頂いただけないでしょうか？」


　俺の要求はすぐに許可され、やがて廷てい吏りの手から血の付いた矢が手渡される。


「では裁判長、この矢羽を見て下さい」


　裁判長は軽く身を起こし、目をこらしながら、


「……ふむ。折れているようだが」


「そうです。私はこの証拠物件が提てい出しゆつされた時から、どうも気になっていたんです。


　矢羽というものは、矢にとって非ひ常じように重要な存そん在ざいです。これが折れてしまうと、それだけで命中率りつは格かく段だんに下がってしまうのです。もちろん、ボウガンから発射されたぐらいでは折れたりしません。


　ではなぜ矢羽が折れていたのか？　もちろん、検察側の証拠保ほ全ぜん能のう力りよくが劣おとっていたとは思っていません」


　俺はニヤリと笑って堀内を見た。チビ検事が憮ぶ然ぜんとしたことは言うまでもないだろう。


「犯はん人にんは、この矢を両手で握にぎって床に倒れていた被害者の頭部を刺したんですよ。だから矢は右後頭部に垂すい直ちよくに突つき刺さり、矢を握った時に矢羽が折れてしまったんです」


「…………！」


　小伊木の表ひよう情じようが目にみえて引きつった。


　傍聴席からはざわめき出す気配が感じられたが、裁判長は一睨にらみでそれを抑おさえ込こんで見せた。


「弁護人、続けなさい」


「はい裁判長。


　ここで、古賀博士の証言を思い出してもらいたいと思います。彼はなんと証言しましたか？　ボウガンの矢を頭に撃うち込まれた死体なんてこれまでに見たことがない、そう証言しました。つまり、ボウガンで撃たれた矢なのか、人の手によって刺された矢なのかの区別がつかなかったんです。


　そして、事件当時家にいた住人は、この証人と羽田刑けい事じを除のぞくと、全部で三人。うち二人は女じよ性せい、もう一人は男性ですが、この男性は手を怪け我がしていたことが分かっています。


　さて、人間の頭部というものは非常に頑がん丈じようにできています。頭ず蓋がい骨こつという非常に頑丈な骨ほねで覆おおわれていますからね。そして、手に持った矢でその頭蓋骨を突き通すことが出来るほどの腕わん力りよくを持っていたのは──ただ一人しかいません、この証人です。


　この証人は、被害者の頭部を殴り、気絶させた上でその頭部にボウガンを刺した──これが真相だと考えています」


「う、ウソだ、でっち上げだ！　一体何の証拠があって──」


　小伊木が叫さけんだが、


「証人、黙りなさい。発言を許可した覚えはありません」


　そう一いつ喝かつされ、黙り込む。


「しかし弁護人。確たしかに証人の言った通り、それは状じよう況きよう証拠から推すい測そくした仮か定ていでしかない。弁護側の主張は一見確かに合理的だが、もう少し直ちよく接せつ的な証拠はないのか？」


「一つだけあります裁判長。なぜ我われ々われ弁護側が彼を犯人だと確かく信しんしたのか、その証拠が」


　俺は三枚まい目めのパネルを取り出した。


「これは先ほどもお見せした事じ件けん現げん場ばに置いてあったパソコンモニターのアップの写真です。ここに〝Ｌぽぉ〟という文字列が並ならんでいます。先ほど森岡刑事は、これは被ひ害がい者しやの手が当たった際さいに偶ぐう然ぜん打たれたものだと証言しましたが……。弁護側はそんなことはあり得ないと考えています」


「ど、どういうことだ!?」


　堀内検事が席から身を乗り出して言った。俺は四枚目──最後のパネルを掲かかげた。


　それは、近くのパソコン教室からわざわざ借りてきた、キーボードが描かかれた大きなパネルである。遠くからでもキーに描かれた〝Ａ〟や〝Ｂ〟と言った文字が分かるようになっている。


「普ふ通つう、〝Ｌぽぉ〟と打ち込むには、このように打たねばなりません」


　俺はパネルに描かれたキーを、順番に指で指し示しめしていった。


「まずＬ。次にＰ、Ｏ、Ｌ、Ｏ。


　お分かりですか？　ＬＰＯＬＯと打ち込むには、ＬとＯの間で、何度も指を往おう復ふくさせなければならないのです。ＬＰＯＸＯと打つ方法もありますが、ご覧らんの通り、Ｘはキーボードの左下にありますのでこの方法は除じよ外がいさせてもらいましょう。いずれにせよ、森岡刑事が証言したように、被害者の手がたまたまキーボードに当たったとしても、このような文字列が打ち出されることはまずあり得ません。


　つまり、これは被害者が残したダイイングメッセージだったんです」


　三み度たび法廷がどよめいた。


　傍聴人の疑問を代弁するように堀内が尋たずねる。


「そ、その文字列が、どうやったら意味のある言葉になると言うのだ？」


「簡かん単たんなことです。


　被害者は、まず頭部を殴なぐられました。そして、意い識しきが朦もう朧ろうとする中で、最後の力を振ふり絞しぼってキーボードを叩たたいたのです。


　ですが被害者は、ＬＰＯＬＯと打つつもりではなかったんです。彼はキーを打つ時、指を一つ右にずらしたんですよ。それは恐おそらく、意識が朦朧としていたためか、あるいは犯人の目をごまかすためだったかのどちらかでしょう。ま、今となっては証しよう明めい不ふ可か能のうですが」


　俺は再さい度どパネルのキーボードを指差しながら解かい説せつした。


「つまり、Ｌは左ひだり隣どなりのＫ、ＰはＯ、ＯはＩ。これに従したがってＬＰＯＬＯを置き換かえるとこうなります。ＫＯＩＫＩ──すなわち、コイキです」


「そ、そんな……！」


　小伊木は、ゆっくりと証言台に崩れ落ちた。


　堀内検事、傍聴人に陪ばい審しん団だん。誰だれもが呆あつ気けに取られてその様子を見ている。


　重々しい沈ちん黙もくが法ほう廷ていを支し配はいし、小伊木の嗚お咽えつだけが例外として雑ざつ音おんを発していた。





　やがて沈黙の支配を破やぶったのは、裁判長だった。


「ここで再度尋ねたいと思う。堀内検事、本件の棄き却きやくに同意するか？」


「はい、裁判長」


　堀内は小さなかすれた声で言った。


「弁べん護ご側も、今度は同意するであろう？」


「いいえ、裁判長」


「よろしい、被告人は即そく日じつ釈しやく放ほうされ……………………今、なんと言った？」


　裁判長は顔を俺に向け、呆あきれたように言った。ああ、この裁判長でも顔を動かすことがあるんだなあ、と妙みような納なつ得とくをしてしまった。


「弁護側は、まだ審理の終しゆう了りようには同意できません。次の証人を呼よびたいと思います」


　誰もが俺の顔を注ちゆう視ししていた。その視線がこう言っているのが分かる。正気か、この弁護士。


　無む論ろん、そんな視線を俺が気にするわけもない。俺は遠えん慮りよなく言い添そえた。


「加えて申し上げるのなら、自由に証人を喚かん問もんできるのは弁護側に認みとめられた正せい当とうな権けん利りの──」


「分かった、もうよろしい。好きなように喚問しなさい」


　この裁判長がなげやりになっているところを見たのは初めてだった。


「その前に廷てい吏り。とりあえず、この証人を拘こう束そくしなさい」


　裁判長が小伊木を目で示した。おかげで俺は再ふたたび異い議ぎを申し立てるハメになった。


「ちょっと待って下さい裁判長。弁護側は、次の証人への喚問が終わるまで、小伊木氏もこの場に残ってもらうことを要求します」


「…………」


　裁判長はもはや何も言おうとはしなかった。その代わり、視線で俺に聞いていた。お前は一体何を考えている？


「……ではそのようにしよう。廷吏、この証人を拘束し、椅い子すを用意して座すわらせなさい」


　裁判長だけではなく、廷吏達も不審げな表ひよう情じようを隠かくせない様子だったが、それでも裁判長の命令を忠ちゆう実じつに守り、泣き崩れている小伊木を両りよう脇わきを抱かかえて立たせ、どこからか用意したパイプ椅子に座らせた。


　さて。


　まだだ。まだ俺にはやることがある。


　俺の依い頼らい人──佐野由香里が放った矢は外れたことが証明された。真犯はん人にんも判明した。ついでに羽田刑けい事じに復讐リベンジをかますこともできた。もう充じゆう分ぶんな勝利を得たのだ。


　しかし、ここに一つの事実がある。佐野が中島を殺害しようとしたことだ。このまま殺人罪ざいで無罪になったとしても、ねちっこい堀内検事のことだ、俺への恨うらみもこめて、間ま違ちがいなく今度は佐野を殺人未み遂すい罪で起き訴そする。そうなっては俺もお手上げだ。殺人未遂が歴然たる事実である以上、回かい避ひは不ふ可か能のう。


　だが、回避は無理でも一つだけ刑を軽けい減げんする手しゆ段だんがある。


「では、弁護側の次の証人として──」


　情に訴うつたえるのだ。


「──被ひ告こく人にんである佐野由香里さんに証言台に立って頂いただきます」





　死人のように青ざめた顔。


　佐野は時折小伊木の方をうかがいながら、恐おそる恐る証言台に立った。


　法廷の秩ちつ序じよを害する雑音は一いつ切さいなかった。誰もがこれから始まる俺の尋じん問もんを一言も聞き逃のがさないよう、耳を立てていた。


「佐野由香里さん。私はどうしても腑ふに落ちない点があるんです。次の二つの疑ぎ問もんに答こたえてください」


「な、何でしょうか……」


「まず一つ。あなたはなぜよりにもよって、警けい察さつ官かん、それも現げん役えきの殺人課の刑事が来ている日を選んで、被害者を殺害しようとしたのですか？」


「…………！」


「そして二つ目。あなたはファックスを使ったトリックを考案しました。そのトリックは、一度仕し掛かけてしまえば外部からファックスさえ届とどけばいつでも発動させることが可能という長所があります。


　どういうことかというと、つまりこれはアリバイを作ることが非常に簡かん単たんになるということです。


　しかし、あなたはそんなトリックを用意したにも拘かかわらず、アリバイを作ろうともしなかった。事じ件けんがあった日ものうのうと自分の部屋で寝ねていた。それはなぜですか？」


「…………!!」


　佐野の蒼そう白はくな顔が驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。顔を歪めたのは彼女だけではない。俺と影野を覗のぞく、法廷のあらゆる人間だ。





『なんで警察の人がいる時に事件を起こしたんですか？』


　留りゆう置ち場じようで佐野と面会した時、雪奈がそう言った。





『わからねーか？　密みつ室しつとアリバイだよ』


　そして昨日、車の中で影野は俺にそう言ったのだ。


『いいか山鹿。あのファックスを使ったトリックは、被害者の部屋を密室にしといて、その上で自分のアリバイを作っておくことでこそ完かん璧ぺきに機能する。


　だが、話を聞いてる限かぎりじゃ部屋には簡かん単たんに出入りできたらしいし、あの女にもまったくアリバイはない。それならわざわざあんな証しよう拠この残るトリックなんて使う必要ないだろ？　家の住人が寝静まったのを見計らって、ボウガン持って部屋に押し入ってドン！　それでお終しまいのはずだ』


『……実じつ際さいに手を下したら、何か証拠が残ると思ったんじゃないか？』


『それは確たしかにあるかもしれん。殺人計画を立てても、実行する段階で緊きん張ちようのあまりヘマするやつはいくらでもある。それを恐れて半自動的に作動するトリックを仕掛けておいた……と。ま、その可か能のう性せいは否ひ定ていしない。


　だがな、現にあんなトリックを仕掛けてるんだ。せめて一ひと晩ばんどこかに出かけておくだけでいい、それだけで充分なアリバイが成立するんだからな。なのに、なぜあの女はそれをしなかった？』





　この事件は、佐野由香里が自分で罪つみを犯おかしたと主張したことで、誰もが誤った思プレいジヤ込デイみスを持ってしまったのだ。


「佐野さん。被害者は何度か危き険けんな目に遭あっていたそうですね。これはあなたの仕し業わざ……ではありませんよね、なぜなら十七歳さいのあなたに、車を運転することなんてできませんから」


　導みちびき出される理由は、ただ一つだけ。


「佐野さん。被害者に脅きよう迫はく状じようを送っていたのは、実は小伊木氏だったのではないのですか？　そして、あなたはそのことを知っていたのではないですか？」


「……!!」


「やがて彼は中島氏を車でひき殺そうとまでした。しかし、あなたは彼に人殺しなどさせたくなかった。


　そこで、あなたは彼に先んじて被害者を殺害しようとした。しかも、わざわざ刑けい事じが家にいる時に」


「ち、違ちがいます！　私は自分の意い志しで殺そうとしたんです！　彼は関係ありません！」


「そしてあなたは刑事に逮たい捕ほされ、こう動機を主張した。被害者は弟で子しの作品を盗とう作さくしていたのだ、と。被害者は小説家として有名でした。となれば、たちまち彼の弟子である小伊木氏にスポットライトが当たるようになるでしょう」


「も、もうやめて下さい！　それ以上言わないで！」


「いいえやめません。私はあなたの弁べん護ご士しとして、あなたの意思がどうあろうと、少しでも罪を軽くする義ぎ務むがあるのです。そして、そのためにはなぜあなたがそこまで小伊木氏をかばおうとしたのかを明らかにすることが必要だと考えているのです。


　その理由……もう皆みなさんにもお分かりでしょう」


「言わないで！　お願いですからもうそれ以上言わないで下さい！」


「──あなたは、小伊木氏を愛していたんですね？」


「……!!」


「ゆ、由香里!?」


　小伊木が叫さけんだ。


　まさか、この俺がこんなセリフを口にすることになろうとは。


　だが、効こう果かはあった。


　佐野は顔を両手で押おさえて証言台に崩くずれ落ちた。小伊木が彼女に駆かけ寄よろうとして廷てい吏りに抑おさえられる。


　小伊木は廷吏に抑え込こまれながら言った。


「由香里……。ほ、本当なのか……？　な、なんで僕ぼくなんかを……」


　佐野はしばらく泣き崩れていたままだったが、やがて声を震ふるわせ、涙なみだ混まじりに答えた。


「私は……小伊木さん、あなたの書くお話が大好きだったわ。それに、先生にどれだけ叱しかられようと、必死で頑がん張ばるあなたの姿すがたに惹ひかれていたの。


　そんなあなたに、人殺しなんかして欲ほしくなかった……。でも、それ以上にあなたの作品を盗作する先生も許ゆるせなくて──」


「もういい、もう何も言わないでくれ由香里！」


　小伊木は由香里の言葉を遮さえぎると、裁さい判ばん長ちように向かって叫んだ。


「裁判長！　彼女は何も悪くないんです！


　僕が……僕が全すべて悪いんです！　僕は……あの日、先生に呼び出され、なじられ、ついカッとして殴なぐって……。


　あとはさっき弁護士さんに指し摘てきされた通りです。僕より先に誰かが先生を殺そうとしたことに気付いて、そ、それに便乗してしまえばきっと分からないだろうって……。


　僕が悪いんです！　由香里が罪を認みとめた時、僕が真実を話してさえいれば、彼女をこんな目に遭わすこともなかった……！」


「やめて、それ以上言わないで幹男さん！　私が……私が早まって先生を殺そうとしたりしなければ……」


「君のせいじゃない、君のせいじゃないよ、由香里……」


　俺は心底思った。


　……誰かこいつらを止めてくれ。


　弁護士として、この二人には思う存ぞん分ぶんざれごとを語ってもらう必要があることは分かっていた。愛する男を思うあまりの殺人未み遂すい──これは充じゆう分ぶんに情じよう状じよう酌しやく量りようの余よ地ちを作るからだ。


　しかし、俺にはこの手の話に耐たい性せいがない。弁護士と言う立場上、マジメな顔してこんなことを延えん々えん聞いていなければならないこっちの身にもなって欲しいものだ。傍ぼう聴ちよう席せきで寝ねていられる影野がこういう時はうらやましい。


　その後、さらに二分ほどこのメロドラマは続き、最後に小伊木が「由香里、君は君の人生を歩むんだ」と言ったところで再さい度ど佐野が泣き伏ふし、ようやく沈ちん静せい化かした。


　……傍聴人の何人かがハンカチ片かた手てに涙をふいている。


　ここにいるのは人を殺そうとした恐おそろしい女と、自分に好意を抱いだいている人間に殺人の罪をなすりつけようとした卑ひ怯きような男なんだぞ、と俺は呟つぶやこうとしたが、雪奈までもが隣となりで目を潤うるませていることに気付き、慌あわてて取りやめた。


　まあいい、今度こそこの裁判は終わったのだ。


　俺は裁判長に言った。


「裁判長。弁護側は本ほん件けんの起き訴そ取り下げに同意します」


「よろしい」


　裁判長は重々しく頷うなずいた。


「本件は取り下げが決定した。陪ばい審しん団だんは解かい散さん、また被ひ告こく人にんは即そく日じつ釈しやく放ほうされる。


　陪審員の方々に申し上げます。今日までその責せき務むをまっとうして頂いただいたことに深く感かん謝しやします。


　検けん察さつ側は直ちに小伊木氏の取り調べを行うこと。では、これにて閉へい廷ていとする」


　カーン、と乾かわいた音が響ひびき渡わたった。







　　　　十一月二十八日　午後五時五分　山鹿法ほう律りつ事じ務む所しよ







　事後処しよ理りが色々あった。


　とりあえず佐野由香里は無む罪ざいの身として釈放され、俺の彼女の弁護士としての活動は終しゆう了りようした。法廷で彼女を尋じん問もんした時には色々とあったが、最後には彼女も神しん妙みように「色々とありがとうございました」と礼を言って去っていった。


　この後、検察が殺人未遂罪で彼女を起訴する可か能のう性せいはあるが、それについては俺の知ったことではない。とはいえ、俺は検察側の違い法ほう捜そう査さ、それに情状酌量の余地という二つの大きなみやげを用意してやったのだ。俺以外の国選弁護人があてがわれてもそいつがうまくやるだろう。


　今回の事件で一番救いようのないのは、言わずと知れた羽田刑けい事じだろう。果たして来年も今の職しよくに就ついていられるか、俺は心の底から心配していたが──何せあんなに与くみし易やすい刑事はいない──影野からの情じよう報ほうによると、まあ佐野が殺人未遂を犯おかしたのは確かだし、同情の余地ありとして一いち応おう首は繫つながったらしい。めでたいことである。ま、これに懲こりて二度と俺に手を出そうなどとは考えないだろうが。


　雪奈、ついでに皐月と共に事務所に戻もどったのは、もう日も大分傾かたむいた頃ころだった。影野は俺の事後処理に付き合う気がなかったので、審理が終わるなり〝疲つかれた〟と言い残してさっさと帰っていった。


「今回も波は乱らんだらけでしたね」


　雪奈が三人分の緑茶をお盆ぼんに載のせて持ってきた。接せつ客きやく用のソファには、俺のついでに皐月がぐでーっと座すわっている。一番疲れているのは俺だろうに。


「ほんっとにそうよね。善ぜん行こー、あんたはどうしてこう、普ふ通つうに裁さい判ばんを終わらせるってことができないの？」


　……よりにもよってこのガキにそんなことを言われる筋すじ合あいもないと思ったが、俺は律りち儀ぎに答えてやった。


「普通にやる裁判なんて面おも白しろくねーだろ。俺は趣しゆ味みと実じつ益えきを兼かねて弁護士になったんだからな」


「…………」


　皐月は心底呆あきれたような顔をしながら湯のみに口を付けた。


「小伊木さんと佐野さん、これからどうなっちゃうんでしょう？」


「さあな。とりあえず佐野の罪名は殺人未遂罪に変わる。こいつはせいぜい執しつ行こう猶ゆう予よぐらいで済むだろうよ。


　問題は小伊木の方だが……。ま、牢ろう屋やの中でも小説は書けるだろ、せいぜいマジメに刑期をつとめあげてもらうしかないな」


「そうですよね。あの佐野さんなら、十年でも小伊木さんを待ってあげられるでしょうし」


「十年喰くらったところでまだ佐野は二十七歳さいだしな」


　とはさすがに言えなかった。
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「ねえねえ、それより訊ききたいんだけど」


　皐月が言った。


「なんであんた、飛んでいった矢が外で見つかるって分かってたの？」


「あ、それ私も気になってました。善行さん、もし矢が外で見つからなかったら一体どうするつもりだったんですか？」


「ああ、あのことか。別になんてことはないさ。前もって矢を刺さしておいたんだからな」


「…………え？」


　俺の言葉を聞いた時の皐月と雪奈の顔と言ったらなかった。二人ともこれ以上ないくらいにキョトンとしている。


　俺は苦く笑しようしながら付け加えた。


「いや、昨日俺と影野で矢を探さがし回ってみたんだがな、全然見つからなかったんだ。しょうがないからあらかじめ用意しておいた矢をその辺の木にぶっ刺して帰ってきたのさ」


「……そ、それって犯はん罪ざいじゃないんですか？」


「そ、そうよそうよ！　事件の現げん場ばを荒あらしたり証しよう拠こを隠かくしたりしたら犯罪だってあんたが言ってたじゃない！」


「俺がいつ現場を荒らしたり証拠を隠したりしたか？」


　俺はしれっと答えた。


「事件現場ってのはあの部屋のことだろう？


　それに、俺は証拠の隠いん滅めつも隠いん匿とくもしちゃいない。六法全書のどこにも、ボウガンの矢を木に刺すことが犯罪だなんて書かれちゃいないしな」


「…………」


「…………」


　二人が呆れたのは言うまでもない。


「そ、それであんなに自信を持って言えたんですね。矢は外れて飛んでいったって……」


「そういうことだ。ま、そのお陰かげで事の真相に辿たどりつけたんだから、何も問題はないだろ」


　堀内検けん事じ辺りにバレたらタダじゃ済まなかっただろうが。


「そうよ、あたしもおかしいとは思ってたのよねー、絶ぜつ対たいあの矢が見つかるなんてあり得ないのに」


「…………なんだと？」


　皐月が聞き捨ずてならないことを言った。


「おい皐月。なんでお前がそんな風に言い切れるんだ？」


「なんでって、事件があった日、あたしが現場近くに行ってたことはもう言ったでしょ？」


「…………」


　イヤな予感がした。


「今日の裁判傍ぼう聴ちようしててハッとしたんだけど。


　あの日、あたし警けい察さつに追い出されてから暇ひまつぶしに散歩してたのよね」


「…………」


　イヤな予感が確かく信しんへと変わった。


「で、林の中を歩いてたら、ふと変わったモノが見つかったのよ。で、結けつ構こう珍めずらしいものだったからさあ、なんとなく拾っておいたの」


　皐月はおもむろに手て提さげカバンの中に手を突っ込み、そして──何かを引っ張ぱり出した。


　ボウガンの矢だった。






　あとがき




　タクティカル・ジャッジメント第三巻、いかがでしたでしょうか。


　本書は一巻や二巻に比くらべると執しつ筆ぴつに費ついやすことのできる期き間かんが短く、どこかにまだお見苦しい点が残ってはいないかと不安で一いつ杯ぱいの筆者です……。





　いきなり私わたくし事ごとになりますが、筆者が小説を書く場合、何よりも推すい敲こうを入れないと文字通りお話になりません。


　筆者の書く第一稿は堂どう々どうと人に見せられるようなレベルじゃありません。それを何度も何度も読み返して、その度たびに物語の展てん開かいから一つ一つの文法に至いたるまで修しゆう正せいを加えて、どうにか人にお見せできるぐらいまで練ねり上げていくというのが筆者のやり方です。第一稿の時点で自分の小説に自信がもてるほどの文章力を身につけられるのはいつになることやら。


　おまけに、こういう書き方には一つ大きな欠点があります。


　どうにか第二稿まで作り上げると、自分でも「よし、これならきっと面おも白しろいはずだ！」と多少の自信を抱いだけるようになるのですが、筆者は結けつ構こう性格がねじくれてまして、それからまた何度も何度も推敲を重ねる内に、段だん々だんこう考えるようになります。


「……これほんまに面白いんじゃろか？」


　一度こう考え出すともう止まりません。


　何度も読み返す→内容に不安を覚える→修正する→また読み返す→また内容に不安を覚える→修正する→内容変わったのでまた読み直す──後はどんどん泥どろ沼ぬまにハマっていきます。結局、本には締しめ切りというものがあり、どこかで区切りをつけることになるわけですが……。


　タクティカルの二巻をそんな過か程ていを経へて出させて頂いただけた時も、あとがきを含ふくめた全ての作業が終わってから本が出版されるまでに一月ほど間があったのですが、筆者はこの間に壮そう絶ぜつなプレッシャーを受けることになりました。


　一巻の時はまだ富士見ヤングミステリー小説大賞で選ばれた作品なのだという自じ負ふが少しはあったのですが、二巻では逆にそれが「二巻が受賞作以上の作品にならなかったらもうこれで作家人生終わりじゃろか」という圧あつ力りよくに変わり、「推敲はあれで充じゆう分ぶんだったじゃろか、まだ見落としてる下手な文法とか矛む盾じゆん点とかないじゃろか」という不安にさいなまれ、これが発売日の一週間ぐらいに前になった日にゃあ、「これまで稼かせいだバイト代とサラリーと原げん稿こう料りようと印いん税ぜいを全部差し出したら二巻を回収してもう一度ぐらい修正させてくれんじゃろか」と半ば本気で考える有あり様さま。


　もう最後には、偉い大だいなる先せん輩ぱい方がたは皆みなこのプレッシャーを乗り越こえていったんだ、それに歴戦の担たん当とうＳ女史も富士見書房編集部も出版にＧＯを出してくれたのだから、とどうにか自分を納なつ得とくさせて腹をくくる始し末まつ……。


　発売日の十日ほど前になると、編集部様からできあがった本を何冊か送って頂けるのですが、もうこの段だん階かいになると怖こわくて開けることすらできません。もう一切修正できないわけですから。


　ただ──そんな不安にさいなまれつつある状じよう況きようで発売された二巻ですが、ただ一つ幸いなことに、これが結けつ構こう売り上げがよく、担当Ｓ女史から「二巻評判いいよー。重じゆう版はんかかりそうだよー。重版かかったよー」などと聞かされ、単純な筆者はあっさりと半月前の心の葛かつ藤とうをなかったことにして「二巻は筆者の自信作です。よろしく」などとのたまうようになり、なんとか自信を取り戻して三巻の執筆に集中できるようになりました。





　そんなこんなで今こうして無ぶ事じ三巻のあとがきを書くところまで来られたわけですが、このあとがきを書いてから発売日まではまたあのプレッシャーを味わうことになるんやろなあ、と戦せん々せん恐きよう々きようとしております。自信を持って自分の職しよく業ぎようを「小説家です」と言えるようになるのはいつの日になるやら。やはり世の中、銭ぜにもらえる職業で楽なものはありません……。





　えー、事が後先になってしまいましたが、タクティカル・ジャッジメント第二巻、めでたく重版がかかりました。これもすべて読者の皆みな様さまのおかげ、心より御おん礼れい申し上げます。これからも皆様の期き待たいに応こたえられるよう精しよう進じんいたしますので、今しばらくの御ご愛あい顧こをよろしくお願いいたします。





　さて、最後のちょっと宣せん伝でんです。そんなわけで無ぶ事じ四巻の方も書かせて頂けることになったのですが、発売は年末になりそうです。


　実は今、担当さんからタクティカルの他にもう一つ別のお話を書く機き会かいを頂くことができまして、「仕事はもらえる内が華はな」がモットーのぺーぺー新人作家としては断ことわる理由もなく、タクティカルより先にそちらの方が出ることになりそうです。


　まだ名前も決まっていない新作ですが、もし本屋に「師走しわすトオル」というけったいなペンネームで書かれた本が置いてあった暁あかつきには、せめて手に取っていただければ幸いです。


　それでは、また皆様のお目にかかれることを心より願っております。







（とうとう会社勤づとめを辞やめてしまった）師走トオル










追伸１：





　本書の冒ぼう頭とうで書かれている、「弁べん護ご士しを千人～」って文章ですが、これは何十億おくもの賠ばい償しよう金きんを請せい求きゆうする訴そ訟しようがほいほい起こる訴訟社会アメリカだからこそ笑える話であって、他の先せん進しん諸しよ国こくから見ても法ほう曹そう界かいの人口が少ないらしい日本でこれをやるとえらいことになります。


　ですのでもし明るい未来を模も索さくしている読者の方がおられましても、決して日本では実行しないようお願いいたします。


　……半世紀後とかだったらどうなるか分かりませんが。








追伸２：





　最後に一つ、ネタバレな注ちゆう釈しやくです。


　読んでもちっとも面白いものではありませんので、本文を未み読どくの方はどうか後回しにしてやってください。





　本書では〝違い法ほう収しゆう集しゆう証しよう拠こ排はい除じよ法ほう則そく〟という長ったらしいモノについて山やま鹿しか弁護人と堀ほり内うち検事が色々と言い合っている場面がありますが、元々この違法収集証拠排除法則というものは諸しよ説せつ尽つきない議ぎ題だいだそうでして、本書にあるように〝証拠収集の手続きに違法性があったとしても証拠能力自体は否ひ定ていしない〟とか、緊きん急きゆう性せいがあったり被ひ告こく人にんの諾だく否ひの態たい度どが明めい白はくではない等の条件を満たせば、令れい状じようによらずして収集された証拠であっても排除されないとか、とにかく色々あるそうです。


　そもそもなんで違法に収集された物件を証拠としてはならないのかとか、その辺の説明を詳くわしく書くとあっさり原稿用紙十枚分ぐらいにはなりそうなのですが、まあそんなこと書き連ねても読みづらくなるだけなので本書ではかなり簡かん略りやく化かして扱あつかっております。





　もしも読者の皆様が違法な捜そう査さを受けるようなことがありましたら、とりあえず本書のことは置いといて弁護士の方に相談することをオススメします……。




タクティカル・ジャッジメント３


いやがらせのリベンジ！





師走しわすトオル
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